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遠くて近い北京、そして世界を思いつつ

斎藤千代

遠
い
昔
の
こ
と
の
よ
う
に
も
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
北
京
会
議
か
ら
二
年
が
経
っ
た
。

九
五
年
九
月
帰
国
直
後
、
〈
あ
ご
ら
〉
な
り
の
速
報
を
出
し
た
後
、
過
去
三
回
の
会
議
よ
り
は
も
う
少
し

広
く
目
配
り
し
た
記
録
集
を
、
と
思
い
な
が
ら
、
発
行
は
遅
れ
に
遅
れ
た
。

折
し
も
沖
縄
の
少
女
暴
行
事
件
が
勃
発
、
五
十
年
間
の
ヤ
マ
ト
ン
チ
ュ
の
怠
惰
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
平
和
」
を
運
動
の
中
心
に
置
き
、
北
京
で
も
専
ら
平
和
に
つ
な
が
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
聞
き
な
が
ら
、

こ
の
事
態
に
目
を
つ
ぶ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
朝
も
夜
も
、
沖
縄
を
軸
と
し
た
人
権
運
動
に
明
け
暮
れ
た
。

記
録
集
の
ま
と
め
に
東
京
女
性
財
団
の
助
成
金
を
頂
い
た
お
か
げ
で
、
辛
う
じ
て
報
告
書
を
出
し
た
。

そ
れ
が
九
六
年
度
「
自
主
活
動
・
自
主
研
究
助
成
報
告
会
」
の
全
体
報
告
で
二
十
三
組
の
研
究
の
中
か
ら

た
っ
た
二
つ
の
一
つ
に
選
ば
れ
、
発
表
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。

十
二
月
六
日
、
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
ホ

l
ル
で
O
H
P
を
使
っ
て
、
報
告
の
中
の
地
方
自
治
体
に

関
連
す
る
部
分
を
紹
介
し
た
。
講
評
を
さ
れ
た
東
京
女
学
館
短
大
学
長
の
久
留
都
茂
子
先
生
か
ら
は
過
分

の
お
ほ
め
を
頂
い
た
が
、
心
の
中
に
は
「
至
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
思
い
だ
け
が
大
き
い
。
し
か
し
、
あ

ら
ゆ
る
情
報
の
開
示
が
迫
ら
れ
て
い
る
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
上
の
問
題
を
か
か
え
な
が
ら
、
多
く
の
方
々

が
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
結
果
得
ら
れ
た
情
報
を
、
聞
に
葬
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
当
日
の
報
告
の
概

要
を
こ
の
号
に
掲
載
し
た
。

二
O
O
O年
の
世
界
女
性
会
議
は
ど
こ
な
の
か
、
開
催
地
も
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
何
年
か
に
一
度
、

全
世
界
の
女
性
が
集
ま
っ
て
、
人
権
と
し
て
の
女
性
問
題
を
考
え
る
の
は
意
義
深
い
こ
と
と
思
う
。
二

O

O
O年
に
国
連
の
行
事
が
な
い
と
し
た
ら
、

N
G
O
で
声
を
あ
げ
て
も
い
い
。
そ
の
た
め
に
は
今
か
ら
準

備
が
必
要
だ
ろ
う
。
っ
た
な
い
報
告
だ
が
、
そ
ん
な
思
い
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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北
京
会
議
の
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る

日
本
の
活
動
を
調
査
し
て

一
九
七
五
年
の
第
一
回
世
界
女
性
会
議
(
メ
キ
シ
コ
会
議
)
に
参
泊
以
来
、
〈
あ
ご
ら
〉
は
第
二
回
(
コ
ペ
ン
ハ

l
ゲ
ン
)
、

第
三
回
(
ナ
イ
ロ
ビ
)
、
第
四
回
北
京
会
議
の
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
、
毎
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
聞
き
、
多
く
の
収

穫
を
得
、
そ
の
状
況
を
少
し
で
も
多
く
の
日
本
女
性
に
伝
え
た
い
と
、
そ
の
つ
ど
望
口
書
を
刊
行
し
て
き
た
。
そ
の
た
め

か
、
北
京
会
議
に
際
し
て
は
、
全
国
各
地
か
ら
質
問
が
殺
到
し
、
そ
の
応
対
の
た
め
に
、
本
業
の
時
間
が
な
く
な
る
ほ
ど

だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
各
団
体
や
各
自
治
体
が
北
京
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
な
さ
っ
た
か
、
ま
た
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
ど
の
よ

う
に
伝
え
た
か
、
強
い
関
心
を
抱
い
た
。

第
四
回
世
界
女
性
会
議
・
北
裏
議
は
、
ア
ジ
ア
で
の
初
の
開
催
と
あ
っ
て
、
日
本
か
ら
も
五
千
1
八
手
名
が
参
加
し

た
と
伝
え
ら
れ
る
。
過
去
三
回
の
世
界
女
性
会
議
に
は
比
較
的
冷
淡
だ
っ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
積
極
的
に
参
〆
加
、
と
く
に

女
性
記
者
の
派
遣
が
目
立
っ
た
。
一
方
、
各
地
方
自
治
体
も
争
っ
て
視
察
団
を
派
遣
し
、
開
会
か
ら
の
三
日
間
は
会
場
の

ど
こ
を
歩
い
て
も
日
本
人
で
あ
ふ
れ
で
い
た
。

し
か
し
、
現
実
に
ど
う
い
う
活
動
を
し
た
の
か
は
、
見
え
に
く
か
っ
た
。
華
々
し
い
報
道
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
地
道

な
成
果
を
あ
げ
た
N
G
O
の
活
動
と
合
わ
せ
て
、
三
室
一
様
の
活
動
の
市
奮
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
後
の
世
界
会

議
の
脊
科
に
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
女
性
巡
励
を
考
え
る
手
助
け
に
し
た
い
と
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
地
方
自
活
体
、

N
2 
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G
O
に
つ
い
て
調
査
を
試
み
た
。
だ
が
、
何
分
に
も
調
査
地
域
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
に
ま
で
わ
た
っ
て
お
り
、
意
図
し
た

よ
う
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
申
し
訳
な
く
、
ま
た
残
念
に
思
っ
て
い
る
。
不
完
全
な
が
ら
、
こ
の
号
で
は

地
方
自
治
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
絞
っ
て
、
豊
口
す
る
。

地
方
自
治
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

過
去
三
回
の
世
界
女
性
ム
五
誠
で
は
、
ナ
イ
ロ
ビ
会
議
に
二
、
一
ニ
の
自
治
体
が
一
般
人
を
派
遣
し
た
程
度
で
、
自
治
体
の

取
り
組
み
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
が
、
今
回
は
四
十
七
都
道
府
県
だ
け
で
な
く
、
市
、
区
、
町

レ
ベ
ル
か
ら
も
団
員
の
派
遣
が
旦
斗
っ
た
。

そ
の
実
情
は
ど
う
だ
つ
た
の
か
。
一
九
九
六
年
一
月
二
十
日
か
ら
予
備
調
査
を
開
始
し
た
が
、
都
道
府
県
の
女
性
政
策

課
(
ま
た
は
そ
れ
に
準
じ
る
課
)
に
、
各
都
道
府
県
下
の
市
町
村
の
派
遣
の
実
情
を
た
ず
ね
て
も
、
ほ
と
ん
ど
把
握
さ
れ

て
い
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
は
、
四
十
七
都
埠
府
県
と
十
二
政
令
指
定
都
市
に
限
定
す
る
こ
と
に

し
た
。

〔
第
一
次
調
査
〕

調
査
対
象
四
十
七
都
道
府
県
・
十
二
政
令
指
盟
応
都
市

調
査
方
法
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
、
回
収
票
の
不
明
の
部
分
を
電
話
で
追
調
査
し
た
。

調
査
時
期
九
六
年
四
月
一
日
i
三
十
日

調
査
項
目
①
代
表
団
派
遣
の
有
無

3 
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②
派
遣
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
人
数

③
派
遣
し
た
理
由
、
ま
た
は
派
遣
し
な
か
っ
た
理
由

④
派
遣
期
間

⑤
会
議
参
加
期
間

⑥
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
の
有
無

⑦
開
催
し
た
場
合
は
、
開
催
日
と
テ
l
マ

⑧
参
茄
し
た
成
果

⑨
派
遣
に
要
し
た
総
費
用

⑩
団
員
に
助
成
し
た
費
用

⑪
派
遣
団
員
の
選
考
方
法

⑫
準
備
段
階
で
の
事
前
研
修

⑬
報
生
息
玄
関
催
の
有
無

⑭
開
催
し
た
場
合
の
回
数
と
開
催
月
日

第
一
次
調
査
の
回
収
率
は
百
%
。
し
か
し
、
組
集
計
の
結
果
、

派
遣
し
た
こ
と
以
上
に
そ
の
後
の
取
り
組
み
が
重
要
で
は
な
い
か

と
感
じ
ら
れ
た
の
で
、
第
二
次
調
査
と
し
て
第
一
次
調
査
と
同
じ

調
査
対
象
に
、
追
加
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
。

4 
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〔
第
二
次
調
査
〕

調
査
項
目
①
派
遣
し
た
成
果

②
そ
の
後
の
派
遣
団
員
の
活
動

③
海
外
の
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

④
報
告
書
作
成
の
有
無

⑤
作
成
し
た
場
合
の
発
行
部
数
と
総
費
用

⑥
次
回
女
性
会
議
へ
の
派
遣
予
定

な
お
、
報
告
書
を
作
成
し
た
自
治
体
に
は
、
そ
の
現
物
の
送
付

も
依
頼
し
た
。

調
査
期
間
は
九
七
年
一
月
一
日

1
一
二
十
一
日
だ
っ
た
が
、
回
収

率
は
六
一
%
の
低
率
に
終
わ
っ
た
。

ま
た
、
可
能
な
限
り
各
自
治
体
の
担
当
者
を
訪
問
し
て
詳
細
な

情
報
を
得
ょ
う
と
し
た
が
、
年
度
が
替
わ
り
、
す
で
に
担
当
者
が

他
の
部
門
に
転
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
十
分
な
情
報
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
。

5 
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北
京
会
議
と
地
方
自
治
体
の
取
り
組
み

前
記
調
査
の
地
方
自
治
体
関
係
の
回
答
の
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

代
表
団
派
遣
の
有
無

ま
ず
、
地
方
自
治
体
と
し
て
も
制
査
団
を
派
遣
し
た
か
、
あ
る
い
は
N
G
O

に
補
助
金
を
出
し
た
か
を
た
ず
ね
た
。
そ
の
結
果
は
、
図
1
1
3、
表
1

(
p

m)
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

回
答
数
回
(
幻
部
地
府
県
・ロ
政
令
指
定
都
市
)
の
う
ち
、
お
自
治
体
(
日
・

3
%
)
が
自
治
体
で
代
表
団
を
派
遣
し
、

9
自
治
体

(
M
・
1
%
)
が
N
G
O

団
体
に
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。
両
方
派
遣
し
た
の
は
石
川
県
1
県

(
9
・

4
%
)
。
ま
っ
た
く
派
遣
し
な
か

っ
た
の
は
叩
自
治
体
(
日
・6
%
)
に
す
ぎ
ず
、

北
京
会
議
へ
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
。

な
お
、

「そ
の
他
」
は
派
遣
は
し
な
か

っ
た
が
、
何
ら
か
の
公
費
支
出
を
し
た

3
県
で
、
香
川
県
は
民
間
団
体
に
報
告
書
や
報
告
会
を
委
託
。
大
分
県
は
希
望

者
が
大
分
発
着
の
N
G
O
ツ
ア
l
に
参
泊
し
た
ほ
か
県
職
員
2
名
を
派
遣
。
長

代表団派遣の有無

ー 派遣

巳補助

田両方

ロなし

図その他

6 

(56 3%) 

図1

(4. 7%) 

(9.4%) 



申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申

崎
は
旅
行
社
の
ツ
ア
ー
を
県
が
後
援
し
て
い
る
。

こ
れ
を
都
道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
で
比
較
す
る
と
、
都
道
府
県
は
「
派
遣

し
た
」
が
お
(
日
・2
%
)
、
「
団
体
に
補
助
」
が
9
(日
・1
%
)
、
「
両
方
」
を

加
え
て
も
苅

・
5
%
(図
2
)
な
の
に
対
し
、
政
令
指
定
都
市
は
叩
市

街

・

7
%
)
が
派
遣
し
て
い
る
(
図
3
)
。
大
都
市
は
女
性
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
早

く
か
ら
進
み
、
予
算
も
豊
富
な
の
だ
ろ
う
か
。

派
遣
し
た
人
数

派
這
者
の
数
は
、
自
治
体
派
遣
で
は
愛
知
県
が
最
多
で
却
名
、
最
少
は
宮
城

県
で
5
名
、
平
均
日

・
9
人
と
な
っ
て
い
る
。

平
均
で
は
政
令
指
定
都
市
の
平
均
が
日

・
9
人
な
の
に
対
し
、
都
道
府
県
は

日
・
6
人
で
、
有
意
の
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

3 

派
遣
し
た
理
由

派
遣
し
た
理
由
は
複
数
回
答
で
求
め
た
が
、
お
都
道
府
県
(
富
山
は
2
団
体
)

日
政
令
指
定
都
市
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
(
図
4
、
P
訂

l
n
、
表
2
・
3
)
。

都
定
府
県
と
政
令
指
定
都
市
を
合
算
す
る
と
、
量
一両
は
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育

(53. 2%) 

都道府県図2

(6.4%) 

(2. 1 %) 

政令指定都市

国

図3

7 
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成
日
(
出
・

7
%
)
、
次
が
国
際
的
視
野
を
広
げ
る
ロ

(
m
m
・3
%
)
、
3
位
が
国

際
交
流
・国
際
協
力
叩

(
M
・
4
%
)
、
4
位
が
女
性
海
外
派
遣
事
業
の
一
環
8

(日

・
5
%
)
で
、
こ
れ
は
宵
年
行
な
っ
て
い
る
派
遣
事
業
何
年
度
版
と
し
て

実
施
し
た
も
の
。

続
い
て
女
性
問
題
の
解
決
7
(口
・1
%
)
、
女
性
の
地
位
向
上
7
(同
)
、
女

性
施
策
に
反
映
5
(ロ
・2
%
)
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
4
(
9
・8
%
)
、
と
な
っ

て
お
り
、
派
遣
し
た
団
員
を
行
政
に
役
立
て
た
い
と
い
う
…
草
向
が
う
か
が
え
る
。

派
遣
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
都
坦
府
県
と
政
令
指
定
都
市
の
聞
に
は
、
か

な
り
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

都
道
府
県
の
ベ
ス
ト
3
は
、
①
リ
ー
ダ
ー
養
成
、
⑦
国
際
交
流
、
③
施
策
に

反
映
だ
が
、
政
令
指
定
都
市
は
、
①
菌
際
的
視
野
を
広
め
る
、
②
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
、
リ
ー
ダ
ー
養
成
、
海
外
派
遣
事
業
の

一
環
と
し
て
、
と
な
っ
て
い
る

の
が
注
目
さ
れ
る
。
(図
4
)

4 

派
遣
し
な
か
っ
た
理
由

一
方
、
派
遣
し
な
か
っ
た
理
由
の
ト
ッ
プ
は

「
予
算
の
関
係
」
で
、
和
歌
山
、

高
知
、
熊
本
の
3
県
だ
っ
た
。
申
請
し
た
が
予
算
が
つ
か
な
か
っ
た
、
予
算
申

請
の
時
期
が
遅
れ
、
予
算
化
で
き
な
か

っ
た
の
が
、
そ
の
具
体
的
な
理
由
で
あ
る
。

国政令服飾3己盟主派遣の理由図4

15 

10 

8 
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次
が
「
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
性
格
上
、
公
共
機
関
が
介
入
す
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
た
」
(
香
川
、
徳
島
)
の
2
県
と
な
っ
て
い
る
。
島
根
県
は
、
す
で
に

他
の
海
外
派
遣
事
業
を
決
定
し
て
い
た
の
で
、
北
京
に
は
参
/加
し
な
か

っ
た
。

ま
た
兵
庫
県
と
神
戸
市
は
、
震
災
の
た
め
断
念
し
て
い
る
(
愛
媛
、
宮
崎
の
2

県
か
ら
は
、
理
由
の
説
明
が
な
か

っ
た
)
(
P
お
・
表
4
)
。

「
派
遣
し
た
」
理
由
の
中
に
「
海
外
派
遣
事
業
の
一
環
と
し
て
」
が
か
な
り

の
高
率
を
占
め
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
四
年
に

一
度
の
世
界
会
議

参
加
は
、
特
別
予
算
を
組
む
と
い
う
よ
り
は
、
「
女
性
派
遣
事
業
」の

一
環
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

「
そ
の
他
」
と
答
え
た
3
自
治
体
の
理
由
は
、
香
川
が
「
民
間
団
体
に
報
告

書
委
託
」
、
大
分
は
「
N
G
O
ツ
ア
ー
に
研
修
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
援
助
」
、

長
崎
は

「
旅
行
社
企
画
の
ツ
ア
ー
を
県
が
後
援
」
と
い
う
こ
と
で
、
厳
密
に
号一
ヲ
ん
ば
民

間
団
体
の
支
援
で
は
な
い
が
、
そ
の
性
格
を
持
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

統
計
の
中
に
加
え
た

(
P
幻
・
表
5
)
。

派
遣
期
間
と
会
議
参
加
期
間

N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

8
月
初
日
か
ら
9
月
8
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
が
、

自
治
体
派
遣
団
、
補
助
団
体
の
参
加
は
、
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
、
補
助

園中国に滞在した自治体

Eヨ会議に参加した自治体全日程と会議参加期間図5

26 27 14 13 12 II 10 28 29 30 31 9. 1 

50 

9 

40 

30 

20 

10 



味'せ，味，喰・せ"量?味'せ，味，味，味・味，喰'味，味・喋守せ，味，味・味・味'せ，味eせ，味，味・味"量ヲ味，味，味，味e味・味，味"量タ・量ヲ

団
体
の
別
を
問
わ
ず
、
前
ぺ

l
ジ
の
図
の
よ
う
に
中
国
滞
在
の
全
日
程
は

8
月

却
日
か
ら
9
月
3
日
の

5
日
間
に
集
中
し
て
い
る
(
図
5
、

p
m・
表
6
)
。

そ
し
て
、
大
会
参
加
は
ほ
と
ん
ど
が

8
月
初
日

1
9月
3
日
の
3
日
間
の
み
。

あ
と
は
友
好
都
市
訪
問
等
に
回
り
、
世
界
会
議
参
〆
加
は
名
目
的
な
印
象
を
受
け

る
。
こ
れ
は
N
G
O諸
団
体
や
個
人
の
参
瓜
と
は
、
大
き
く
か
け
隔
た
っ
て
い

る
。
言
葉
の
壁
の
問
題
も
あ
る
が
、
今
回
が

ν初
体
験
H

の
団
体
も
多
く
、
ま

ず
は
世
界
会
議
の
雰
四
気
を
知
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
の
育
無
と
開
催
日

で
は
、
こ
の
短
い
大
会
参
瓜
期
間
で
、
独
自
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
こ

と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。

図
6
に
示
し
た
と
お
り
、
回
答
数
日
の
お
よ
そ
半
数
、
幻
自
治
体
M
団
体
(
富

山
県
は
2
チ
l
ム
)
が
開
催
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
開
催
日
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
第
1
日
目
の

8
丹
羽
目
に
集
中
(
叩

団
体
)
、
こ
の
目
、
懐
柔
(
フ
ァ
イ
ロ

l
、
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
)
は
H

日

本
デ
1
0
の
よ
う
な
趣
だ

っ
た
(
図
7
、

P
4
・
表

7
1

9
月
2
日
以
降
は
、

9
月

6
Hの
三
団
体
を
除
く
と
、
毎

H
一
団
体
の
み
。

9
月
8
日
以
降
は

例
も
な
い
。

ワークショップ開催の有無

(48.0%) 

10 

図6

(52. 0%) 

ワークショップ開催日

3日 7日
6日

5日
"円

因7

0 
8月 11日 2日
9月 1[1

12 

10 
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7 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
l
マ
は
、
図
8
の
と
お
り
各
様
で
あ
る
。

都
道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
を
合
算
す
る
と
、

ト
ッ
プ
が
環
境

(5)
、
続
い

て
平
和
、
文
化
、
男
女
共
生
(
各
4
)
、
次
が
労
働
、
高
齢
化
(各
3
)
、
そ
し
て

教
育

(2)
、
政
治
、
家
事
、
メ
デ
ィ
ア
、
暴
力
(
各
1
)
と
な
っ
て
い
る
。
「そ

の
他
」
は
、
題
名
か
ら
は
内
容
を
判
断
し
づ
ら

い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
謹
埠
厨
片
と
整
官
指
口
蔀
市
で
些
較
す

る
と
、
都
埠
府
県
は
、
曾
力
女
共
生
、
文
化

、

環
境
(
各
4
件
)
、
②
且
同
齢
化

(
3件
)
③
平
和
、

労
働
(
各
2
件
)
に
集
中
し
て
い
る
が
、
政
令

指
定
都
市
は
、
①
平
和
が

2
件
の
ほ
か
は
環

境

・
労
働

・
教
育

・
家
事
各
1
件
に
な
っ
て
い

る
。
か
な
り
明
瞭
な
違
い
が
あ
る
の
が
注
目
さ

れ
る
。

し
か
し
、
内
容
は
、
図
9
の
と
お
り
日
団
体

(必

・
8
%
)
が
「
我
が
市
、
我
が
県
」
の
話

図9 テーマが『設が自治体』

(45.8%) 

園 都道府県

口 政令指定都市
ワークショップのテーマ(都道府県・政令都市別)因8

その他
家事

暴力
教育メディア

労働 政治
平和

高齢化
環境男女共生

文化

11 
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題
で
、
自
治
体
と
関
わ
り
が
な
い
も
の
は
6
団
体
(
お
%
)
に
す
ぎ
ず
、
両
方

の
要
素
の
あ
る
も
の
(自
治
体
の
問
題
を
中
心
に
し
な
が
ら
凶
際
的
な
問
題
に

ま
で
言
及
し
た
も
の
)
が
6
団
体
(
お
%
)
だ

っ
た

(
P
位
・
表
8
)
。

自
治
体
が
派
遣
し
た
り
補
助
金
を
出
し
て
い
る
関
係
で
、

「
×
×
県
(
市
)
に
お

け
る

O
O」が
多
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
国
際
的
視
野
か
ら
訴
え
た
も

の
、
と
い
う
よ
り
は
、
日
本
国
内
で
の
か
お
ら
が
い
豪
州
H

の
強
い
も
の
が
多
か
っ
た

こ
と
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
郷
土
意
識
」
を
テ
l
マ
別
に
比
較
し
た
の
が
図
刊
で
あ
る
。

環
境

・
男
女
共
生

・
労
働

・
メ
デ
ィ
ア
な
ど
、
国
際
的
な
問
題
は
、
さ
す
が

に
「我
が
市
(
県
こ
を
離
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

最
も
国
際
的
な
テ
l
マ

「平
和
」
は

「我
が
市
(
県
)
」
(広
島
・沖
縄
・広
島
市
・川
崎
市
)
の
状
況
か

ら
問
題
提
起
し
て
い
る

(P

4
・
表
9
)
。

8 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
の
成
果
と
反
省
点

川
成
果

開
催
日
、
内
容
等
に
問
題
が
あ
る
と
は
い
え
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
れ
な
り
の
成
果
を
得
た
と
暮

附
し
た
こ
と
は
、
調
査

票
の

「成
果
・反
省
点
」
へ
の
克
明
な
記
載
か
ら
読
み
と
れ
る

(
p
k
w
・
表
日
)。

ワークショ ップのテーマ図10

制
蝋
品
+
混
血

その他

12 

家事 暴力
メディア政治

教育文化 高齢化
男女共生 労働平和

環境
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ま
と
め
る
と
、
成
果
と
し
て
は
1
位
が
「
情
報
発
信
、
意
見
交
流
が
で
き
た
」

(日)、

2
位
が
「
女
性
問
題
へ
の
認
識
を
新
た
に
し
た
、
意
識
が
高
ま
っ
た
」

で

(8)、
3
位
が
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
た
」
と
な
っ
て
お
り
、
国
際
会
議

に
参
加
し
た
喜
び
が
回
答
に
あ
ふ
れ
で
い
た
(
図
日
)
。

ω反
省
点

「
成
果
」
に
対
す
る
記
載
が
克
明
だ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
、
「
反
省
点
」
の
記
載

は
少
な
く
ロ
件
の
み
だ
っ
た
(
図
ロ
、
P
品
・
表
叩
)
。
内
容
は
、
「
発
表
時
間
の
不

足
」
が
6
件
、
「
語
学
の
問
題
」
が
5
件
で
、
「
準
備
不
足
」
が

3
件
。
い
ず
れ
も
事

前
準
備
の
不
十
分
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
「
反
省
点
」
を
記
し
た

回
答
者
(
秋
田
・
富
山
・
愛
知
・
鳥
取
・
山
口
・
沖
縄
の
6
県
、
川
崎
・
名
古

屋
・
広
島
の
3
市
)
は
、
そ
れ
だ
け
、
誠
実
な
と
こ
ろ
で
は
、
と
推
測
さ
れ
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
「
失
敗
し
た
」
と
記
入
し
た
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
が
、

調
査
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
「
O
O県
に
お
け
る
問
題
が
果
た
し
て
国
際
会
議
の
場

で
萱
適
性
を
も
ち
得
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
が
出
た
。
日
本
の
一
都
市
の
紹
介

に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
際
問
題
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
発
表
で
き
る
日
常
か
ら
の
学
習

に
積
み
重
ね
が
今
後
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
「
文
化
紹
介
で
は
お
茶
や
お
花
に
頼
り
す
ぎ
る
の
は
疑
問
」
と
い
う
意

見
も
あ
っ
た
。
日
本
の
文
化
は
も
っ
と
広
が
り
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

成果

情報発信 ?
 
?
 
ト?
 
1
 

図11

意識の高まり

12 

10 

反省点

13 

時間不足

図12

語学の問題準備不足
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か
。
あ
り
き
た
り
の
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク
趣
味
か
ら
の
脱
皮
を
望
み
た
い
。
ア
イ
ヌ

民
放
の
織
物
や
沖
制
の
う
1
じ
染
め
、
沖
制
の
間
判
ト
l
ト
1
メ
の
研
究
な
ど
、

自
治
体
を
離
れ
た
自
主
的
な
発
表
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。

0
0県
の
、

0
0市
の
、
と
称
し
て
も、

他
国
の
人
々
に
は
わ
か
り
に
く
い

だ
ろ
う
。
次
回
、
も
し
自
治
体
が
派
遣
す
る
の
な
ら
、
事
前
に
各
自
治
体
で
連

絡
を
と
り
あ
っ
て
、
日
本
の
地
図
な
ど
を
示
し
共
同
発
表
す
る
と
、

外
国
か
ら

の
参
加
者
に
も
わ
か
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
南
北
に
長

く
、
大
き
な
地
域
差
を
持
つ
日
本
の
状
況
も
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、

山
梨
県
の
よ
う
に
、
あ
え
て
自
前
の
発
表
は
行
わ
ず
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
国
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
泊
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
求
め
た
動
き
も
、

評
価
さ
れ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
北
京
滞
在
わ
ず
か

2
1
3日
で
、

1
日

を
自
前
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
費
や
す
と
、

他
国
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
ほ

と
ん
ど
参
茄
で
き
な
く
な
る
。
五
年
に

一
度
の
ま
た
と
な
い
国
際
交
流
の
機
会

な
の
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
に
思
わ
れ
る
。

派
遣
予
算
の
額
と
支
給
方
法

北
京
に
調
査
団
を
出
す
に
つ
い
て
、
各
自
治
体
は
、
ど
の
程
度
の
予
算
を
組

み
、
参
/加
者
の
個
人
負
担
は
ど
の
程
度
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

巴註記派遣予算の総額図13
10 

8 

民
同
制
}
掛

14 

最低額(術|岡県)
低額2位(仙台市)

平均額
高知2位(三重県)

fi7t高官民(愛知県)

。



申申申申申申申申申申申申申申骨申申申申申申申申申申申申申申申申申吋加申申申申

具
体
的
な
数
字
を
伴
う
も
の
だ
け
に
、
無
回
答
が
8
自
治
体
、
総
数
の
日
%

に
お
よ
ん
だ
が
、

4
自
治
体
が
実
情
を
示
し
て
下
さ
っ
た
(
表
ロ

・
p
羽
)
。

総
額
は
、
数
字
を
示
さ
れ
た
も
の
の
な
か
だ
け
の
比
較
だ
が
、

量
両
は
愛
知

県
の
8
7
0万
円
、
次
い
で
三
重
の
6
6
3
万
円
、
広
島
市
5
1
5
万
円
、
鹿

児
島
県
5
1
3
万
円
と
な
っ
て
い
る
(
図
日
)
。

平
均
額
で
約
時
万
円
助
成
し
て
お
り
、
前
回
の
ナ
イ
ロ
ビ
会
議
と
比
べ
る
と
、

各
自
治
体
と
も
か
な
り
の
予
算
を
組
み
積
極
的
に
対
応
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

支
給
方
法
は
、
全
額
を
支
給
し
た
と
こ
ろ
は
皆
無
で
、
総
額
の
約
半
分
を
補

助
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
日
数
の
短
い
割
に
は
N
G
O
の
一
般
参
加

者
に
比
べ
る
と
費
用
が
高
い
。
議
員
の
視
察
旅
行
が
大
名
旅
行
な
の
に
比
べ
る

と
つ
ま
し
い
費
用
だ
が
、
参
加
費
用
で
苦
労
し
た
N
G
O
か
ら
み
る
と
、
こ
の

額
で
、
も
っ
と
多
数
の
参
〆
加
が
可
能
だ
っ
た
の
で
は
、
と
思
い
た
く
な
る
。

10 

派
遣
団
員
の
選
出
方
法

多
額
な
公
費
を
使
つ
て
の
派
遣
。
団
員
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
選
出
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

北
京
女
性
会
議
ま
で
の
統
計
は
な
い
の
で
比
較
は
で
き
な
い

が
、
第
三
回
の
ナ
イ
ロ
ビ
会
議
ま
で
は
、
自
治
体
が
派
遣
す
る
こ
と
は
少
な
く
、

派
遣
し
た
場
合
は
、
そ
の
自
治
体
へ
の
貢
献
者
、
い
わ
ゆ
る
地
元
の
有
力
者
の

選出方法図14公募しなかった場合の内訳国15

15 
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夫
人
や
婦
人
団
体
の
幹
部
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
の
凶
年
間
に
、
各
地
域
で
の
女
性
運
動
は
活
発
に
な
り
、

タ
l
等
も
増
え
た
。
今
回
は
さ
す
が
に
約
8
割
が
公
募
し
て
お
り
、

か
っ
た
の
は
8
都
埠
府
県
(
宮
城
、
茨
城
、
群
馬
、
千
葉
、

女
性
セ
ン

公
募
し
な

山
梨
、
埼

東
京
、

玉
、
京
都
)
の
み
で
あ
る
(
図
M
)
。

公
募
し
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
自
治
体
で
は
、
公
募
に
代
え
て
自
治
体
や
女
性

団
体
が
推
薦
し
て
い
る
(
図
目
、
表
日
・
p
日
)
。
こ
の
場
合
、
比
較
的
若
い
人

の
参
〆
加
が
少
な
い
塑
向
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
長
崎
県
は
旅
行
社
が
参
/
加
者
を
募
集
、
そ
れ
に
対
し
て
補

助
金
を
出
す
と
い
う
「
旅
行
社
ま
か
せ
」
と
な

っ
て
い
る
。

11 

派
遣
団
員
の
選
考
方
法

で
は
、
応
募
者
の
中
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
選
考
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

最
も
多
か
っ
た
の
は
、
「
小
論
文
を
提
出
さ
せ
た
後
、
面
接
し
た
」
も
の
で

お
%
、
次
が
女
性
団
体

・地
域
団
体
な
ど
の
団
体
推
薦
で
M
%
、

3
位
が

「小

論
文
の
み
」
で
、
こ
の
上
位
3
位
に
ほ
と
ん
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
「
希
望
者
全

員
」
と
「
小
論
文

+
書
類
選
考
」
は
各
7

%
ず
つ
あ
っ
た
(
図
凶
)
。

自
治
体
の
担
当
者
に
直
接
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
結
果
で
は
「
公
募
し
た
が
、
な

圏 実施自治体数選考方法図16
20 

10 

15 

16 
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せ，申申申命申申申申申申申申申命申骨骨申ゆ骨骨申申申申申申申申申申骨骨命"量?申

か
な
か
集
ま
ら
ず
再
公
募
し
た
」
「
や
む
を
得
ず
団
体
に
呼
び
か
け
た
」
と
い
う

例
も
3
1
4件
あ
っ
た
。
公
募
し
た
媒
体
は
何
だ
っ
た
の
か
、
公
募
期
間
は
ど

れ
く
ら
い
だ
っ
た
の
か
、
問
題
も
残
る
気
が
す
る
。

12 

準
備
段
階
で
の
事
前
研
修
・
勉
強
会

山
宮
詳
細
の
有
無

で
は
、
団
員
の
事
前
研
修
・
事
前
学
習
は
行
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

行
な
わ
な
か
っ
た
の
は
、
旅
行
社
が
企
画
し
た
長
崎
県
一
県
の
み
で
、

他
は

す
べ
て
行
な
っ
て
い
る
(
図
口
)。

ω室
舗
間

事
前
研
修
を
開
始
し
た
の
は
、
沖
縄
が
最
も
早
く
、
例
年
の
ロ
月
に
始
め
て

い
る
。

北
京
会
議
で
最
も
充
実
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
し
た
沖
縄
は
、

ナ
イ
ロ
ビ
会
議
以
来

一
貫
し
て
女
性
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
N
G
O
に
自
治

体
が
補
助
金
を
支
出
し
た
の
だ
が
、
研
修
の
回
数

・
内
容
と
も
に
群
を
抜
い
て

お
り
、
良
い
研
修
の
下
に
良
い
結
果
が
出
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

研
修
開
始
が
最
も
多
か
っ
た
月
は
、
会
議
開
催
三
か
旦
削
の
何
年
5
月
で
、

M

山自
治
体
で
あ
る
(
図
問
、
表
H
・
p
日
)
。
公
募
・選
考
等
を
行
な
う
と
、
こ

事前学習実施の有無

(98. 0%) 

図17事前学習開始月

8月

固18

例年12月 2 
95年l月
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申申申申申場申申申申申申申申申申味，せ・申骨骨骨骨申申申申骨骨申申申申骨骨，申申

の
時
期
か
ら
し
か
始
め
ら
れ
な
い
の
は
無
理
も
な
い
。
次
の
機
会
に
は
、
開
催

日
の

一
年
半
く
ら
い
前
か
ら
公
募
し
、
遅
く
と
も

一
年
半
前
に
は
選
考
が
終

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
、
と
思
わ
れ
る
。

ω掌
習
内
容

研
修
の
内
容
は
複
数
回
答
で
得
た
が
、
最
も
多
か
っ
た
の
が
北
京
会
議
に
つ

い
て
の
情
報
(
必
)
、
で
、
次
が
過
去
の
女
性
会
議
(
叫
)
。
こ
の
二
つ
が
女
性
問

題
の
基
礎
(
部
)
、
行
動
担
桶
原
案
(
却
)
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
日
頃

か
ら
女
性
問
題
に
十
分
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
人
が
す
べ
て
な
ら
、
会
議
に

つ
い
て
の
情
報
が
1
、
2
位
を
占
め
て
も
よ
い
が
、
選
山
や
選
考
の
方
法
を
考

え
る
と
、
学
習
内
容
は
こ
れ
が
最
・逝
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
(
図
凹
)
。

な
お
、
そ
の
他
と
し
て
は
、
中
国
事
情

(
日
)
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
準
備

(8)

語
学
研
修

(5)
が
目
立
っ
た
。
質
問
項
目
の
中
に
は
入
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、

入
れ
て
い
れ
ば
こ
の
三
つ
を
選
択
し
た
自
治
体
は
さ
ら
に
増
え
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。

川州事
前
に
収
集
し
た
資
料

学
習
用
の
資
料
と
し
て
は
、
総
理
府
ニ
ュ

ー
ズ
レ
タ
1

(日
)
を
含
む
、
総

理
府
関
係
の
資
料
が
幻
と
最
も
多
か

っ
た
。

事前学習内容図19
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申申申申申申申申申申申申申申命合申申申申申申申申申骨骨申申申申申申申申場"量タ

続
い
て

『あ
ご
ら』

北
京
会
議
シ
リ
ー
ズ
(
ナ
イ
ロ
ビ
特
集
を
含
む
)
が
泊
、

3
位
が
行
動
綱
領
原
案

(
ロ
)
と
な
っ
て
い
る
(
図
叩
)
。
北
京
会
議
に
有
効
に

参
J

加
で
き
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
こ
め
て
、
東
京
女
性
財
団
の
助
成
を
受
け
て

発
行
し
た

『あ
ご
ら』

の
北
京
会
議
シ
リ
ー
ズ

I
l刊
(
例
年

9
月
1
何
年

8

月
)
は
、

N
G
O沖
縄
で
は
全
参
加
者
が
購
入
、
非
常
に
役
に
立
っ
た
と
喜
ん

で
い
た
だ
い
た
が
、
自
治
体
で
は
約
半
数
が
購
入
し
な
が
ら
、
団
員
に
は
そ
の

よ
う
な
資
料
が
あ
る
こ
と
す
ら
知
ら
せ
な
か

っ
た
自
治
体
が
多
か
っ
た
の
は
、

残
念
に
思
わ
れ
る
(表
日
・

p
日
)
。

13 

派
遣
後
の
取
り
組
み

ω報
告
会

報
告
会
は
出
自
治
体
が
開
催
し
て
い
る
。

最
多
開
催
月
は
帰
国
翌
月
の
叩
月
(
お
)
。
以
下
日
月
(
初
)
ロ
月
(
日
)
と

続
く
(
図
紅
)
。

開
催
し
な
か

っ
た
と
答
え
た
3
自
治
体
(東
京
・
石
川
・

福
井
)
も
、
団
員

各
自
が
都
・
壁
内
で
自
主
的
に
行
な
っ
て
お
り
、
報
告
会
は
ど
こ
で
も
盛
況
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

最
多
開
催
は
沖
縄
で
ロ
回
、
反
響
の
大
き
さ
が
伺
え
る
(
図
日
・

P
U
)
。

収集した資料国20
25 

15 

10 

20 
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骨骨申申申命、肘申申申申申申申骨骨骨骨申申申骨申骨骨申申申申骨骨申味.......+申

ω霊
暑
の
作
成

報
告
書
は
、
幻
自
治
体
(
部
・

9
%
)
が
作
成
し
て
お
り
(
図
辺
)
、
作
成
し
な

か
っ
た
の
は
4
自
治
体
(
北
海
道
・山
形
、
福
井
、
神
奈
川
)
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

作
成
部
数
は
5
0
0
部
が
最
も
多
く
(
図
お
)
、
平
均
作
成
部
数
は
7
1
9部

だ
っ
た
。
最
も
少
な
か

っ
た
の
は
1
0
0部
で
2
'円
治
体
(
山
石
手
県
・千
葉
市
)

(表
口・

p
回
)
。

印
刷
・
編
集
貨
な
ど
、
作
成
賀
川
は
平
均
4
9
8、
3
7
3円、

単
一品
額
は

香
川
で
1
2
0
0
万
円
と
、
ど
の
'H治
体
も
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

「賀
用
と
し

て
は
計
せ
ず
」
(
滋
賀
)
「
コ
ピ

l
代
の
み
」
(岩
手
)
も
あ
っ
た
(
表
口
)
。

ω配
布
先

配
布
先
は
複
数
回
答
で
得
た
が
、
県
内
市
町
村
(
日
)
女
性
団
体
(
時
)
他

建
府
県
(
日
)
関
係
機
関

(7)
庁
内
関
係
課

(5)
女
性
セ
ン
タ
ー

(4)

参
泊
団
員

(3)
図
書
露

(3)
報
道
機
関

(2
)
女
性
施
策
推
進
関
係
委
員

(2)
な
ど
と
な
っ
た
(
図
M
、
表
日

・
p
印
)
。
そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な
報
告
書

な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
配
布
先
が
定
例
の
配
布
先
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
は
惜
し
ま
れ
る
。
地
元
紙
等
の
記
事
に
し
て
、
積
極
的
に
P
R
し、

希
望
者
に
配
布
す
れ
ば
、
女
性
問
題
に
関
わ
る
人
が
噌
え
る

助
に
な
る
の
で

報告会を開催した月図21

開催せず
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図23 報告書作成の費用 図22 報告書作成の有無
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申申申申申申申申骨骨骨骨申申申申骨骨申申申申申骨骨骨骨骨申申申申申申申申命

は
あ
る
ま
い
か
。
配
布
に
際
し
て
の
代
金
は
京
都
府
が
1
部
1
0
0
0円
の
有

料
と
し
た
ほ
か
は
、
全
部
無
料
配
布
と
な
っ
て
い
る
。

残
部
は
調
査
時
点
(
貯
年
1
月
)
で
は
、
あ
り
(
日
)
な
し

(8)
だ
っ
た
。

14 

そ
の
後
の
団
員
と
自
治
体
と
の
関
わ
り

派
遣
さ
れ
た
団
員
は
、
そ
の
後
自
治
体
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
を
し
て
い

る
か
、
四
項
目
に
分
類
し
て
た
ず
ね
て
み
た
(
複
数
回
答
)
。
結
果
は
(
図
お
)

に
示
し
た
と
お
り
。

ー
、
女
性
セ
ン
タ
ー
の
講
座
の
講
師
と
し
て
依
頼
、

講
座
を
企
画

2
、
自
治
体
の
女
性
政
策
行
動
計
画
(
策
定
)
委
員
会
に
参
茄

6

3
、
自
治
体
の
女
性
セ
ン
タ
ー
設
立
に
参
加

1

4
、
そ
の
他

n
と
な
っ
た
。

そ
の
他
の
内
容
は
、
各
種
委
員

(ん
輩
誠
会
、
女
性
施
策
懇
話
会
、
女
性
セ
ン

タ
ー、

国
際
交
流
事
業
)
、
研
修
会
講
師
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
重
複
し
て
活
動
し
て
い
る
例
も
多
い

(
p
臼
・表
問
)
。

派
遣
以
後
、
団
員
が
自
治
体
に
関
わ
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

自
治
体
も
予
算
を
使
っ
た
以
上
、
団
員
の
経
験
を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

12 

24 

22 

団員と自治体との関わり図26

センター榊師

行動計画審械受貝

センタ一段立

その他
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し
か
し
、
派
遣
団
員
の
活
動
縫
杭
へ
の
援
助
は
お
自
治
体
が
「
し
て
い
な
い
」

と
答
え
て
い
る
(
図
幻
)
。
し
て
い
る
の
は
6
自
治
体
だ
が
、
内
容
は
、
報
告
会

の
開
催
、
研
究
委
嘱
助
成
、
補
助
金
の
交
付
、
女
性
グ
ル
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

等
々
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
自
治
体

の
ρ
女
性
問
題
サ
ボ

1
タ
l
u
と
し
て
期
待
し
、

一
過
性
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ

う
努
力
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

15 

北
京
会
議
の
成
果
を
ど
う
生
か
し
て
い
る
か

そ
の
ほ
か
に
「
北
京
会
議
の
成
果
を
ど
う
生
か
し
て
い
る
か
」
「
海
外
の
団
体

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
た
か
」
に
つ
い
て
も
設
問
し
て
み
た
。

成
果
の
生
か
し
方
に
つ
い
て
は
、
「
行
動
計
画
の
見
直
し
、
策
定
の
参
暑
ぜ
に
す
る
」

と
答
え
た
自
治
体
が
日
と
最
も
多
く
、
北
京
会
議
の
行
動
綱
領
を
自
治
体
行
動
計

画
に
生
か
し
た
い
と
い
う
意
向
が
う
か
が
え
た
(
図
幻
)
。
ほ
か
に
は
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催

(9)
、
海
外
派
遣
の
見
直
し

(2)
な
ど
が
目
立
っ
た
(
表
明
ω
・p
日)。

16 

海
外
の
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
「
で
き
た
と
答
え
た
の
が
2
・
自
治
体

(
5
・7
%
)
の
み
。

20 

成果の生かし方園27

行動計画の見直し

イベント開催

海外派遣の見直し

市町村へ啓発

23 
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初
自
治
体
が
、

で
き
な
か

っ
た
」
と
同
符
し
た
。

で
き
た
自
治
体
は

埼
玉

ル
ワ
ン
ダ
と
の
交
流
「
の何
C
C
司
・
司
O
H
N
・
司
河
口
w
Z
ロ

問
者
〉

Z
ロ
〉
」

沖
縄
平
和
や
環
境
問
題
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
二
つ
に
と
ど
ま
っ
た
。

日
程
が
短
か

っ
た
せ
い
か
、

言
葉
の
壁
の
た
め
か
。
せ
っ
か
く
困
際
会
議
に

山
防
し
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
ま
で
手
が
川
ら
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
梨
で
は

「交
流
で
き
た
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
き
た
」
と

い
う
怠
見
も
多
か

っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
帰
凶
後
活
動
を
継
続
す
る
ま
で
に

は
至
っ
て
お
ら
ず
、
発
表
す
る
だ
け
、
兄
て
川
る
だ
け
に
止
ま

っ
た
の
だ
ろ
う

か
と
残
念
に
思
わ
れ
る
(表
幻
・

p
臼
)
。

17 

自
治
体
独
自
の
行
動
綱
領
の
計
画

い
つ
ご
ろ
壊
足
す
る
か
を
た
ず
ね
た
が
、

「現
在
の
計
画
を
継
続
す
る
」
を
「未

定
」
が
上
回
っ
た
。

内
訳
は
ほ
凶
年
6
、
何
年
間
、
町
年
8
、
的
年
l
、
現
在
の
計
画
挫
す
で
、

本
足
目
、
予
定
な
し
2
と
、
取
り
組
み
の
姿
勢
は
消
榔
的
だ

っ
た
(
岡
部
)
。
付

記
と
し
て

「国
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て
」
と
い
う
記
述
が
多
か
っ
た
。

C 
可1

行動計画策定時期図28

25 

15 

10 

20 

24 

記載なし
予定なし

未定
現在の物継続

98年
97!f-

96ff-
95年



骨骨申骨骨骨，申帝申骨骨申吋併せ，申申申申申申申申申申申申骨骨申申骨骨申申骨骨申

18 

次
回
の
世
界
女
性
会
議
に
代
表
団
を
派
遣
す
る
予
定
か

予
算
を
伴
う
も
の
だ
け
に
、
担
当
者
か
ら
の
確
固
と
し
た
回
答
は
、
は
い

4

(
石
川
・
埼
玉
・
神
奈
川
・
滋
賀
)
、
い
い
え
0
に
と
ど
ま
り
、
未
定
が
認
と
、

ほ
と
ん
ど
大
部
分
を
占
め
た
(
図
却
、
P
侃
・
表
お
)
。

「
は
い
」
と
答
え
た
4
自
治
体
に
、
ど
の
よ
う
な
事
前
準
備
を
行
な
う
予
定

か
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
石
川
が
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
で
き
る
力
を
つ
け

る
」
、
滋
賀
が
「
連
続
講
座
、
海
外
・
国
内
研
修
な
ど
」
で
、
埼
玉
・
神
奈
川
か

ら
は
「
未
定
」
と
い
う
回
答
を
得
た
。

19 

ま
と
め

以
上
の
回
答
の
詳
細
を
さ
ら
に
追
求
す
る
た
め
に
、
愛
知
、
三
重
、
沖
縄
は

じ
め
各
地
の
女
性
政
策
担
当
部
署
を
可
能
な
か
ぎ
り
訪
ね
た
が
、
多
く
は
何
年

4
月
以
降
の
訪
問
に
な
っ
た
た
め
、
当
時
の
担
当
者
が
部
署
を
変
更
し
て
い
る

例
も
少
な
く
な
く
、
当
初
期
待
し
て
い
た
よ
う
な
成
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

訪
問
し
て
痛
感
し
た
の
は
、
早
く
か
ら
女
性
政
策
室
(
名
称
は
多
様
だ
が
)

を
設
け
て
女
性
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
自
治
体
は
、
会
議
が
な
ぜ
聞
か
れ
る

次回は派遣するか図29

いいえ 未定はい

40 

30 

20 

10 

25 
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の
か
と
い
う
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
熟
知
し
て
い
た
が
、
現
実
に
は
、
「
女
性
政
策
室
」
が
「
最
近
設
け
ら
れ
た
ば
か
り

な
の
で
」
と
い
う
自
治
体
も
、
「
最
近
こ
の
部
容
に
つ
い
た
ば
か
り
な
の
で
」
と
い
う
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

北
京
会
議
で
の
行
動
が
私
ど
も
N
G
Oか
ら
考
え
る
と
「
浅
い
取
り
組
み
」
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
理
由

も
納
得
で
き
た
。

民
間
の
〈
毒
剤
と
追
っ
て
、
自
治
体
で
は
職
員
の
配
世
転
換
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
感
じ
た
。
行
政
職
の
人
が
職
務

を
転
々
と
変
え
て
幅
広
い
経
験
を
積
む
の
は
有
意
義
な
こ
と
だ
が
、
女
性
問
題
は
一
種
の
専
門
職
で
も
あ
る
。
少
な
く
と

も
三
年
間
は
同
一
部
署
で
経
験
を
積
ん
で
、
そ
の
自
治
体
内
に
女
性
問
題
を
根
づ
か
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
戸
治
体
が
派
遣
す
る
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
l
マ
も
「
わ
が
県
の

O
Oは
」
「
わ
が
市
の

O

O
は
」
に
な
り
や
す
く
、
内
容
も
問
題
点
よ
り
「
業
組
」
が
強
調
さ
れ
が
ち
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

世
界
女
性
会
議
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
む
と
も
と
N
G
O
の
会
議
で
あ
り
、

G
Oで
あ
る
自
治
体
が
団
体
を
派
遣
す

る
こ
と
自
体
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
集
計
員
の
中
か
ら
出
た
が
、
一
理
あ
る
意
見
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

日
本
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
ほ
と
ん
ど
8
月
初
日
に
集
中
し
て
開
催
さ
れ
た
た
め
、
諸
外
国
か
ら
の
参
泊
者
は
そ
れ

ほ
ど
多
数
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
各
都
道
府
県
や
各
市
が
バ
ラ
バ
ラ
に
そ
の
地
域
の
旗
を
掲
げ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
姿
に
違
和
感
を
感
じ
た
人
た
ち
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

26 

20 

N
G
Oか
ら
の
希
望

治の
体調
の査

署z
会た

長五
し査
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五貧
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長吏
写誇
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星g
T貧
Cて

E2 
の
印座
象談
を会
受を
け閲
る1.-::1
もた
のが
カf
多

壁
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も
お
金
を
積
み
立
て
、
参
加
費
用
を
工
面
し
て
参
加
し
た
N
G
O
の
取
り
組
み
と
の
落
差
の
大
き
さ
を
感
じ
た
。

@
報
告
集
は
ど
れ
も
立
派
だ
が
、
胸
を
打
つ
内
容
の
も
の
が
意
外
と
少
な
い
。

@
団
員
の
選
考
に
「
自
治
体
貢
献
者
」
の
色
彩
が
か
な
り
感
じ
ら
れ
る
。

等
々
の
意
見
が
出
、
沖
縄
の
〈
N
G
O北
京
・
沖
縄
う
な
い
〉
の
よ
う
に
、
女
性
問
題
・
平
和
問
題
に
熱
い
思
い
も
あ

り
、
学
習
も
続
け
て
き
た
N
G
O
に
宵
治
体
が
助
成
す
る
か
、
帰
国
後
の
墾
恩
来
に
対
し
て
助
成
す
る
か
が
、
最
も
公
平

で
あ
り
、
ま
た
効
果
的
で
は
な
い
か
、
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。

民
間
女
性
に
宵
治
体
が
援
助
金
を
出
す
機
会
は
決
し
て
多
く
な
い
。
せ
っ
か
く
の
機
会
が
有
効
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願

い
た
い
と
思
う
。

何
に
し
て
も
、
世
界
女
性
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
女
性
問
題
の
大
き
さ
と
深
さ
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
今

後
と
も
、

N
G
O
の
参
〆
加
が
増
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

た
だ
し
、
ポ
ス
ト
北
京
の
流
れ
と
し
て
、
と
く
に
地
方
で
は
「
北
京
会
誠
参
加
者
に
非
ず
ば
女
性
運
動
家
に
非
ず
」
と

い
っ
た
雰
囲
気
が
つ
く
ら
れ
、
運
動
が
内
部
分
裂
し
た
と
い
う
声
も
、
私
ど
も
に
は
全
国
各
地
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
官
民
い
ず
れ
の
形
の
参
茄
に
し
て
も
、
そ
の
成
果
が
、
非
参
/
加
の
多
く
の
女
性
に
共
有
さ
れ
る
の
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
。
次
回
会
議

(
2
0
0
0年
の
予
定
)
に
向
け
て
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

27 



派遣人数

熊本

宮崎
1L1i~'~，~i'I 19 団貝16，事務局3
沖縄(補助) 71 NGO北京・沖縄うない
理i世直県合計 25 9 3 368 250 
平均 13.63 50 
政令指定相市名 派遣 補助 両方 なし 他 派遣人殴 補助人敵 備司

J札幌ili 12 
IIJ台市 3 
千耳~i行 10 
川崎ili 11 
航浜市 19 市民15.f.lIft2.女性協会JI':Inz
fli!iMili 20 

京都iIi 8 
大阪市 18 
Tl'jコili
IUhili 12 
北九州iIi 19 
同岡市 24 
政令指定都市合計 11 。。 。156 
平均 14. 18 
絵官十 36 9 10 3 524 
総平均 13. 91 64. 25 

28 



29 

表 1 代表団派遣の有無、

該当欄に1を記入。補助団体を派遣した自治体は{補助}、その他の形態は(その他)と注釈

郡道府県 派遣 補助 両方 なし 他 涼温人敏 補助人数 偶者

北海道(補助) 13 財団法人北海道女性協会

青森 10 
秋田 10 
山形 6 うち県職員I名

岩手(補助) 岩手県婦人教育連絡協議会

呂城 5 
福島 20 
新潟(Mill)J) 新潟県女性財団

富山内1i1l)J) 富山県婦朔会・富山県婦人会

石川 11 
石川(補助) 13 いしかわ女性基金
煽井

長野 10 
茨城 20 
栃木 7 
II下馬 5 
崎玉(補助) 15 士埼玉派遣団(いくつかの女性団体)
千葉 10 
東京 21 
神奈川(布Ii助) かながわ女性会議

山梨 15 
n1>岡
岐阜 12 
愛知 29 
滋賀 10 

一塁 19 
京都 15 
大阪 24 
奈良 17 
和歌山

兵隊

岡山 12 
広島 8 
鳥取 7 
島根

山口(補助) やまぐち女性財団(県職員3)
|香川(その他) 民間団体に報告を委託.

徳向

愛媛

高知1
話l岡 11 
|大分(その他) 33 希望者がツアー参加{内県峨員2)
佐~~ 22 
長崎(その他) 118 旅行社のツア を県が後怨.



主な8種煩に分類・集計した.

自治体名 リーダー 国際敵硯野 融問民R 理位~ 事，t9"宅シ9

札制市

Lll台市

千葉市
川崎市

償浜市事回答なし

名古肢市

京都市

大阪市

広助iIi
北九州fIi
制岡市

総壁全計鐙定都市合計 3 6 3 2 。 2 3 
(平均) 13 12 10 7 I 7 I 5 I • 

30 



1、女性リーダー(NGO)育成
2、悶際敵視野を広げる
3、国際交流・協力
4、自治体の海外派遣事業の一貫
自治体名 リーダー 国限敵視野

北海道幸回答なし

青森

秋田章回答なし

IlJ形
l岩手
HII& 
~， I ，\ 
新潟
官，IJA
富山B
石川I(自治体)
筒井寺回答なし

長野

茨域

栃木

m忌
t奇玉事回答なし
千葉事回答なし

東)1，
神奈川

山梨
皮阜

愛知
滋賀

:::1TI 
京都

大阪事回答なし

奈良

肺liJJ
広島

鳥取

山口

縮岡

大分キ回答なし

佐賀事回答なし

鹿児島

沖縄
都道府県合計 10 6 

31 

国際交涜箇カ

9 

表2 派遣した理由 派遣した理由を、

5、女性問題解決
6、女性施策に反映・男女共同参闘づくり推進
7、女性の地位向上
8、ネットワーキング
海91-派遣事業 女性問題解決 施貨反映 絶位向上 hト9-わr

5 5 7 3 



表3 派i1!した理由
(1)自治体i尿i1!をした21都道府県

rr森 県内の女性が.海外研修を通じ.女性をとりまく棉祉・教育、労働等の3r.閃

問に対するa織を深めるとともに、国際的視野の拡大と資質の向上を図り、
列女共同参聞社会の形成に向けて積悟的に貫献できる女性リーダーを育成す

ることを臼的とした宵森県女性海外派遣事業の海外研修として、北京女性会

!IlNGOフォーラムへ派遣した.

秋f[J 問符なし

111m m的}女性の目立.社会参加11活動を実践しているグループ代表等をNGO
フォーラムに派遣し.女性をめぐる世界の励きにふれながら.女性の1011問悶

解決について意見交換や活動発表をすることによって国際的視野に立った女

性リーダーを育成する.

宮域 中国の女性l/f怖の鯛l'i.取材事業のため肪中 (NGOフォーラムへの参加が

メインではない). 

1r.I.I"h lI!界の巾での日本女性の現状及びNGOの活動状況をf'Jæ~することにより

図際的視野から木県の女性問題を解決し.本県のNGO活動による男女共同

~同社会の形成を図るため.

石川 国際的視野を持った女性リーダーを育成するとともに、その成果を瓜や市町

村における女作.施策の推進に反映させること.

長野 国際的視野を狩った女性向悶指導者育成のため、昭和554'より海外派遣を

行なっており、世界女性会俗への派遣は趣旨に合致していた.

茨城 悶際レベルの会綿への派遣によって女性リーダーの資質の向上を図る.

栃木 県内各地.各分野で女性の地位向上のため.U!儲的な活動を総統的1:行なっ

ている女性を.世界各国の女性たちと研究.BtlIl.交流、交歓を行なうこと

により、今後の本県の女性の地位向上に資するため.

f.lI.~ 自治体としても.関連位界女性会続の動向をとらえておく必要があるため.

千策 回答なし

東京 何年行なっている海外派遣事業の派遣図を.NGOフォーラムに合わせて中

閃とし、他都市視察と共に、 NGOフォーラムに参加し、ワークショップを

行なった.
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山梨 本県からNGOとして参加することにより.世界の女性の地位.社会参画状

況、女性共通の問題について広〈学び、問題解決には何が必要か、できる事

は何か、今後の取り組みについて深める機会とするため.

岐阜 県民の女性問題に対する意識向上とリーダーの育成.

愛知 県内の学識経験者、女性団体活動者が世界の女性活動者と交流したり、ワー

クショップ・パネル展示を実施することにより、帰国後、地域における女性

問題の解決や同体活動の充実、向上への寄与を期待して.

滋賀 世界各国.地威から集まる人々とともに.女性問題の解決へ向けて理解を深

め.男女共同参画社会づくりを推進するため.

三塁 地成社会に貢献しうる女性リーダーを養成するため.

京都 国際的な視野をもった女性リーダーを養成するとともに、女性の国際交流と

広続女性関係団体聞のネットワーク化を図る.

大阪 回答なし

奈良 『女性NGOフォーラム北京・ 95Jにおける世界規倹での女性問題解決へ

の動きに参加する.

岡山 毎年実施している『岡山県海外派遣事業Jを.NGOフォーラムにあわせて

実施した.

広島 第4回世界女性会議NGOフォーラムに、地域、職場.団体等で積極的な活

動をしている女性を派遣し.各国の女性の現状を学ぶ僚会を提供するととも

に.国際協力の機運の磁成を図るため.

鳥取 世界女性会議に学び.国際支短.国際協力も含めて女性の地位向上を進める

ため.

111口 !!t界の女性たちとともに考え.行動する.

禍阿 女性の地位向上の推進を行なう上で.緩めて盤袈な会議であったため.

佐賀 回答なし

鹿児島 隔年おきに実絶している女性の海外研修を、世界女性会織・ NGOフォーラ

ム参加とした.
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【2)11政令指定都市

札幌 買~3 阿のナイロピでも派遣聞を組織しており、今回も世界的視野を持った女

性リーダーを育成するため、女性市民を派遣した.

{lllh 北京女性会!Ilは.メキシコ会総から 20年目にアジアで初めて開附される節
日となる血大な会!Ilであるので.ぜひ市民がlI'l妓参加し1世界の女性運動に関
して見聞を広めることが必要と考えた.

千葉 l司際的な視点に立った女性問阻の解決へのmf1について考えるため.

JII 的 川崎市新女性行動計岡山き、友好都市棚市防問や外岡の女性との交流l
符をとおして国際的視野を広げ.女性問問に関する怠織を高め.女性の地位

向上に資すること.

償浜 回nなし

名古原 名古四市は国際的感覚を身につけた側広い活動のできる女性指導者の英成を

目的に海外派遣事業を実施しており、今回はjl1界女性会前が北京で開怖され

ることから紡問国を中国にした.ワークショップを開fllし、名古尽の女性の

現状と施策について線告するとともに.女性問閥解決のための方策について

各国の女性たちと情報交換し.ネットワークを図るため派遣を行なった.

京lnI 世界の活動家との交流を過して.悶際的な視野を広げ.女性問問に関する窓

燃を向めることで.その成果を地減活動に生かすことにより.JX郷市の女性
の地位向上につなげるため.

大阪 女性t首将者の資質の向上を図るため/各国の女性の地位向上に対する取り飢

みや海外の女性の状況について専門的見地からの報告を受けるため.

広島 平成7年度については.j世界的規燃で女性問悶の取り組みを検討する買H悶
1世界女性会峨が北京市で開催されたため.そのNGOフォーラムに参加し.
被爆地広島の服いを1世界の女性たちに伝えるため. r侠兵R~ と平和の制泡』

をテーマにワークショップを開慨すると共に、ロビー活動も行なった.

北九州 平成元年より~Ii!!iの北九州女性海外研修として派遣をした.

問問 女性の海外派遣事業を毎年行なっており.今年は世界女性会前の開催年でぜ

ひ参加することが必要と思われたため.

34 



【3)補助団体のみの日県

北海道 補助団体名:財団法人北海道女性協会

⑤064 札幌市中央区北7丁目 カデル27-6 F 

その理由:回答なし

岩手 繍助団体名:岩手県婦人教育連絡協議会

その理由:男女共同参画社会の実現のための意識を高め.地域レベルの行動

を展開するために重要であるため.

新潟 補助団体名:財団法人新潟県女性財団(総費補助ではなく.女性リーダー育

成研修委託として事前研修会.報告書作成等を受託}

その理由 :NGOフォーラム参加者個人に対し、旅費の一部を支払うのは適

切ではない.jJlJに女性海外派遣事業として緯国・タイへ県内の女性を派遣す

る事業があったため.

富山 補助団体名:A.富山県婦朔会 B.富山県婦人会

その理由 (A/生活環境部女性青少年課)国際的視野から男女平等について

考えることにより.女性の人材育成を図り、男女協同社会の実現に資する.

(B/県教育委員会生涯学習室}社会教育団体としての県婦人会の活動が.

急速な社会の変化や国際化に対応し.地峡づくりの活性化に貢献することが

できる.富山県の進めている環日本海国際交流の推進役としての役割が期待

できる.

縮jj: 舗助団体名:福井県女性の地位向上推進連絡会

⑤919・03 筒井市下六条町14・1%%0776-41-4254 

その理由:回答なし

t奇玉 補助団体名:埼玉派遣問{い〈つかの女性団体を中心に構成)人数15名

団長は室町澄子NHKラジオセンター・チーフディレクター.

その理由:回答なし

神奈川 納助団体名:かながわ女性会政(その他.県峨員1名を派遣)

⑦251 藤沢市江ノ島トlトI かながわ女性センター内 %%0466-21・2111

その理由:1世界の女性を取り巻く状況と展望について意見交換.情報収集を

行なうことにより.民間団体の自主的活動を推進するとともに.新かながわ

女性プランの改定をはじめとした友性純策への反映を図るため.

沖縄 補助団体名 :NGO北京・沖縄うない(県職員含む)人数71名

⑤900 那籾市牧志3・9-1 すペーす結 098・864・1539

その理由 :N一一…から府民…<1
りとar.1!Il俄を支mした.
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表4 派it!しなかった理由 (9県1市}

目下阿 県にdt同がなかった.民間団体に随行という形で職員1名を出した.

和歌山 派遣のための予算要求をしたが.予算がつかなかった.

兵Jili 派遣を予定していたが.阪神・淡路大震災のため.中止した.

. ~恨 既に冊J外派遣1/lmを決定していたため. 

徳K?J NGOフォーラムの性絡上.特定の者を対象とする支mは図鑑であるため.

愛媛 回答なし

高知 既存のI旬外派遣事業もあり、限られた予算の中で.北京会織の派遺1JJmの予

掠化は行なわなかった

熊本 釧 1111込附4月30日であり予附立は3JLt山め実務的に[

団員募集には不安がある.予算要求時点(11月初旬}までに、参加予定問

…であり 予算献できなかった各団榊市町村への情報提

行なった.

宮附 回終なし

神戸市 阪神・淡路大震災のため
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表5 その他の理由 (3県}

香川 NGOフォーラムは民間レベルの会議なので、あくまでも自己負担・自主参

加が本来の姿と考えているので特に県では派遣を行なっていない.ただし、

県下一円に北京会議の成果を広めるため、県内で参加者を募り回を編成して

参加した香川県婦人団体懇話会(民間団体)に報告書の作成や報告会の開催

を委託した.

大分 代表聞の派遣としてではなく、希望者が大分県発殺のNGOフォーラム参加l

ツアーで参加した(参加者33名、うち県臓員の派遣2名). 

世界の女性の情報や熱気にふれ.今後の活動に生かすため、県としては.事

前研修会や記念フォーラム等を開催し、参加を支怨するとともに一般への密

発を行なった.

長崎 旅行社企画のツアーを県が後復 018名参加)

世界の人々との交流により、国際的な視野を広げる.
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会滋参加期間
自治体名 飽滞在期間 滞在日数 8月10 I1 9111 I I 3 4 s • 7 ー 書加日放札幌市 8/29-9/6 9 4 

仙台市 9/¥-9/6 2 

千葉市 8/29-9/3 6 5 
J1I的市 8/29-9/5 8 4 

fTH兵iIi 9/5-9/8 4 4 
名古屋市 9/¥-9/10 ¥0 8 

京都市 9/3-9/¥0 8 3 

大阪市 8/26-9/2 8 4 
広島市 9/3-9/¥3 11 5 
~t1L州市 9/4-9/11 8 3 

問問iIi 8/28-9/3 8 2 

総計(平均) 7.1569 37 38 33 26 18 10 12 11 8 7 3.922 
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表6 派遣期間と
白抽往来 畿糟存劉聞 糟#目盤 11130 911 % I 3 4 E a ， 揖加R置

北海道 8/29-9/3 6 5 
青森 8/29-9/4 7 5 
秋田 8/29-9/7 9 5 
山形 8/30-9/5 7 7 
岩手 8/29-917 10 9 
宮城 9/1-9/8 8 6 
福島 8/29-9/2 5 4 
新潟A 8/28-9/1 5 3 
新潟B 8/28-9/3 7 5 
新潟C 9/2-9/6 5 5 
1;nIJA 8/29-9/3 6 5 
富山B 8/29-9/3 6 5 
石川I(自治体) 8/29-9/3 6 3 
石川(補助団体)8/26-9/1 7 3 
筒井 8/28-9/3 7 3 
長野 8/26-9/1 7 2 
茨城 8/28-9/2 6 2 
栃木 8/29-9/3 6 3 
fl't馬 8/28-9/4 7 2 
t奇玉 8/29-9/4 7 5 
千葉 8/28-9/3 7 3 
東京 8/29-9/7 10 4 
神奈川 8/27-9/2 7 4 
山梨 9/5-9/13 9 4 
岐阜 8/29-9/3 6 3 
愛知 8/29-917 10 6 
滋賀 8/29-9/4 7 3 
一塁 8/29-9/6 9 
示都 8/29-9/4 7 
大阪 9/5-9/14 10 4 
奈良 8/29-9/3 6 3 
岡山 8/27-9/3 8 5 
広島 8/30-9/4 6 4 
鳥取 8/27-9/3 8 5 
山口 8/27-9/3 B 4 
福岡 8/28-9/4 8 2 
大分 9/2-9/5 4 4 
佐賀 8/28-9/4 8 2 
鹿児島 9/3-9/9 7 5 

39 



有無・開催日時・テーマ
開催有無 開催日時 テーマ

自治体名 有 無 31 1 12 3 14 5 16 17 

間岡

大分

民的

佐賀

鹿児島 女性の自立のための経済対策と女性の起業

沖縄 t協mr議隣u接zr各講-(;険制義鶴高;?
十L~liili 家事、育児.向附者介1型~これらはすべて女性の1畳間だろうか

{liI台市

千!Xiili
川崎市 PEACE FRON KA 11 ASAK 1 

械浜市 エンパワ する1;rの穂市民.倹浜からの発明

名古段市 1 名古毘の女性の現状~日本の産業中心部市・名古原の光と影

京都市

大阪TIi

広島市 校mal1H告と平和のtJ!Jjfj
北九州市 l 女性と家践・女性と環境{アジア女性交流・研究フォーラム主催

制問iIi

合計 24 26 10 4 12 1 11 1 13 11 
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表7 ワークショップ開催の
開催有無 開催日時 テマ

自治体名 有 無 31 1 1 Z 3 14 5 16 17 
北海道

青森

秋田 秋田民謡の女と男品世界自然遺産『しらかみJ

山形

岩手

宮城

短島 Enploymenl lor 1¥'0田en(参加者自主企画)

新潟 新潟女性史クフプ・女のスペースにいがた主催.

'6';山A 女性の政治参画はなぜ進まないのか~伝統行事にひそむ女性差別

日本文化・茶道の紹介

市1.118 ふるさと富山の自然と私たちのくらし

環境・高齢化・男女共生社会.背少年健全育成、国際交流など

石川

筒井 男女共生と社会参画

長野

茨械

栃木

sF馬
t奇玉 男女の真のパートナーシップを目指して

千葉

東京 Message lrom Tokyo 

神奈川 かながわにおける女性への暴力

山梨

岐阜 家庭・会社・地域社会における女性のカ

愛知 1.愛知県における男女平等意識をめぐる啓発・教育

Z.愛知県における高働者社会と女性

滋賀

ニ盟 031Jのワークショップの中で展示のみ行なった)

京都

大阪 l メディアにおける女性の表現(震災報道.CM、広告等庖材)

奈良

岡山

広島 111 女性と平和

鳥取 鳥取県の女性の歴史と活動状況

山口 環境問題について山口の女性の活動・

香川
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表8 ワークショップ内容の分析
換が自治体の路閣か ワークシnップ内容

自拍体名 YES HO 阿方 不明 政治 労働 家事 高動化 男女共生 ft宵 メディ7 文化 環境 平和 -ヵ その他

秋ll1

tr.I.\'，~ 

新潟

r.¥ilJA 
r.n1Js 
筒井

I奇玉

*京
神奈川 l 

岐tj¥

愛知l

大阪

!ぷ I~j~

鳥取

山口

i'i川
鹿児向

N'純
十L帆
川崎

倣1民
名古屋 l 

広島iIi

~th州

合計 11 16 3 3 4 2 4 5 14 T 
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表9 ワークショップ内容の分析2
a.自治体の話題

ワーヲショップ内容

自治体名 政治 労働 家事 高齢化 男女共生 積育 メディア 文化 環境 平和 畢力 そ申他

秋田

富山B

t奇玉

東京

神奈川
|愛知

鳥取

山口

川崎

航I兵
|古古雇
合計 。。2 3 2 。2 2 4 

b.自治体ではない話題
自治体名 政治 労働 家事 高齢化 男女共生 積宵 メァイア 文化 環境 平和 暴力 その他

綱島

筒井
|大阪

香川

札幌
北九州

合計 。 。 。 。2 。。
c.両方
自治体名 政治 労働 家事 高働化 男女共生 敏宵 メァイ7 文化 環境 平和 暴力 その他

宮LuA
岐阜

広島

鹿児島

N'純
広島市

合計 。 。。。~ 3 10 2 
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自治体名

秋田

間.I:U
新潟

'(.iILIA 
r.nlrs 
初1t-
f埼玉

東京

神奈川

岐(;¥

愛知

大阪

広向

鳥取

山口

i'f川

!庇児向

沖縄

札制

111附
f員浜
名古股

広向iIi

北九州

合計

表10 ワークショップの成果と反省点分析
成果と反省の目立った点3点について集計した。

成果l、情報発信・意見交流ができた

2、 女性問題への意臓の高まり、各自の力量の高まり

3、ネットワークができた
反省l、準備不足
2、当日の時間不足
払 d1f学の悶悶
成果 反省点

情報発信 意関の高まり ネ，トq・9 t担備不足 時間不足 16学の問問

11 B 5 2 5 
L L 
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表11 ワークショップの成果と反省点(詳細)

自治体名 コメント

-プログラムから脱落していたため、会場の確保、聴衆の確保に難儀した.

秋田 • 4月に入ってから結成した急造の団であったため、準備不足.

-世界の人々との女性問題への認識の違いを感じた.

派遣団としてではなく、 NGOフォーラムの参加者が自主的に開催した.

福島
ワークショップを女開催差する中で、 域日本社会の地域実社会や指家庭しでの織不平づ等くを各々が意さ識がす活
るようになり、男 別のない地 の現を目 た組 りへの動
発になっている.

$JiIH 参JJII1'1のうち、新潟女性史クラプと女のスペースにいがたの2間体が実施したが、自銭県が関与しなかったので詳細lは不明.

-地域1'1:を附まえた問き題について、世界各国の参加者と意見交換することにより、
1ii山の情報が発信でた.

富山A

-女性問題は掛各国共通す得ることを認識し、女性問題解決に向けて、女性のネットワ
ーク作りの足かりをた.

-ワークショ活ップ開催に向けての準備を進める中で、参加者の意識を高め、県内の
女性の活動の性化を促した.

反、精省点一杯:ラワのムー努にク参力シ加がョすなッさるプれこのたと開がの催必、の今要決後性定はがかあ日ら頃げ開から催れらまたので継.、続準的備取期り間組がみ限のら集れ大て成いとるし中てで、 I 
フォー

成果謹思ωi余りの人々との話tのf大 川ージiなfができ語教E-平 て見交換学し、富報山の を発信でき識たプ.のと に置広ける学
者の識高、 の習・ 会 函への意 と、く一県へ

富山B
のアピールとなり.後今後の女性の活告動 参きなステッ った.

反省点:課題次が回多は岐焦に点わをた定っめて、いて、た短し時間のワークショップでは情報交換が中心
となった. 深め し

福井
女性センター建設促中進運動が実本現したことなど、反響を呼ぴ.参加ズはデ16か国106人
に及んだ.英語、 国語、日 語の通訳を用意したため、スムー に イスカッシ
ョンが行なわれた.

参加状況話っ:()てアま下メずさリ役カい票.・にタこ行のコっマワてー市政のク治人シを権ョ変局ッえにプる勤はこ大務と変しが意て必義い要がるであジすュり.デま女ィし性た・の.フ権成ォ利功ー拡でテ大ィしのーたたねアーさんの
めに頑張

t奇玉 . 
室町す団長からのコメ大機ント満:団足員し一て人い一ま人すが.こ世の界ワのー人ク々シにョ『ッ彩プのの国たさめいにた精ま一』杯を力知をつ
尽く ことができ、
てもらうまたとない 変会となりました.

東京

-東京の女性の現状状を直各国後の人々 に報流告できたとともに、意見交換を通して様々な
国の女性問題の況を 聞き、交することができた.

-ワークショップの準カ備をとおして、これまで見ず知らずだった団ト員同寄士理解きし合
い目標に向かって協する過程を体験し、各々のエンパワーメンに与でた.

神奈川 記載なし.
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岐Jj¥
間を見口の友人・知人が興味を持って、新聞・参テレビなどで女た性人会挑対に関すもるニュース
たり話WIこすることで、フォーラムに加しなかっ に して'ð~ができ
た.

海外の参加者の質問レベルも高〈、有意義な交流が図れた.

愛知|
反日本省点人の:会参織加の脅公かJTlら5自苦に情日が本/1l初たが.入っていなかったため、英Z目で発表したところ.

大阪
「メディアと女性j各というテーマで参ワーがクショッ惚プ広を開似怠し交たがl免 関な心さの向い流テー
マであったのか、 図からの多数の加あり. い見 ~t れ.交が
深まった

-三日間の迎続開催で.500人にのぼる参加者を得て大きな成果をあげることがUI
来た.

-平平和和1の資アンケートに多くの参加者が熱心に回答してくれた.制訳・分析してt'tffiI 
な の料とする. 

μ，~ ，f:~1 

. た川.t;い平市S参和ト{フがしアオ広たイ】原がルラ爆るムラのこ会ン写と場円真をピj析・ー念ポスfすスqセ"るタfンー伎.タやのー段平峨和"Rのに〉リしボン時0し1入u3岡れ》r間f際ピセンセターに展示したいたい ースンターで展上示げし
jの巾 があり.すべてmし た

• t拾界の女多性かたちたの閃阻;U:8I¥tの向さ.エネルギッシュな行動力、パワーには学ぷぺI
きものが っ.

-北京く会野総カでが保択要された行動綱慨について、学習を深め.地峡活動その精神を広め
てい 必である.

鳥取
派.lt'I遣備団段n階7名での女計性20の名歴で史大をき学なんワだー(tク血統シのョ女ッ性プのが活JlRIl動Eでも合きめたて""(). 自費参加1r，"13名と

-限客との怠見交換の時間をもっと多〈取れたらよかった.

111日 公デー務にタよの集るし参約加が不者募a集足し団しなてのいでた.、 今ワー後クはシワーョクップシへョのッ取プをり組出すみがグ湿ルー〈、プアとーン般ケー多加ト!やif 
とに区分て公 たい.

?号川 記税なし.

鹿児向 さつまいもの加工技術等について、アフリカan図との交流の芽ができた.
-開催の日時が時1込みのとおりに行かず悶りました.

沖縄 め-炎て筒不便、を日本味初わでい配ま布し資た料.のm窓はできましたが.英裕カのない者は質疑応答に傾

• 11111任後も浬励の輸は広がり、予想をはるかに上回る成果だと実感しています.
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自治体名 コメント

札幌市
ワー取大クショ義ップの開統催たにより、 日本の現知状りを訴合世界えっ規た、また世界女活の状大況ちと比帰較で後きたことは変 がっと思う.その場でり 国の たと、国 連
絡を り意合い活動あを けている団員もお 、 模各での 性動の さなステップにに
なったと思う.

七夕の短冊に各国の参加者が平和を祈るメッセージを書き込み、交流を深められた

テントに壁がなく、パネルを展示するのが大変だった.

川崎市 ことばの壁や時間の制約で.十分に討議を進められなかった.

問市の花のコサージュ作りを文化交流と開いたが、大変好評で、 1001図があっと言う
になくなった.

横浜市
雨天で開催が素プ感予だを定開じ催テントがつぶれたにもかかわならず状様態、々場所もの確機応保釆変をりして予応定す通りワー
クシ加なョ者要ッ することができ、どの女よ性う で題臨 に対 る必上要性
大を参切 と実、感そんしたな.しなやかさが、 が な問を 越えていく での

労析働交及び教報解育交換告決をすす中の心るる申とすどる手方あ日本法策の女性夫の現状について、 英参行図語加による解寸も劇がとデータ分をえて な、 に工をこしたた、 者の理 得れた
名古屋市
期ま的た課な題情報を ための について充ネ実らした討め論を なうとと に、今ら後の定

し出も り、新たな ットワークを ることができた.

反省点う:こ時と間が的あなげ:lfiiJら約れもるあ.り、行政や市民の活動について十分説明しきれなかった
とい

広島市

成識を果きき:海たく外広.でまげはたる思、こい国との内が外大・、国切原外だ爆のと被女い害性うののこ実ネと態をッに認トつ識ワいて知られていないといううな事訴実えをの認声大で ークきによって、このよ
でた.

反議へ省点の意:事見前をの反PR映不で足き、るロよビうーな活方動法のをノ考ウえハなウいのとないさけをな痛い感とし思たっ.た今.後は政府開会

北九州市悪容天候閲にもかか参わ加らず者一、多同数満の外国きの方々に参加していただき、討論も充実した内で催でき、 足でた.
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長崎 旅り上費はげ全料額等県何負人負担担現地女性との交流、 パス借

鹿児島 5， ¥37， 000 

沖縄(補助団体) 2， 300， 000 

札幌市 ¥， 700，000 

仙台市 320， 000 ¥06，900 

千葉市 800， 000 

川崎市 4， 000， 000 

償浜市 ¥80，000 旅問、滞在f'lの!I"tr!.

名古照lli ー人当たり旅伐の1/2を負tn.
京都市 ¥， ¥90， 000 

大阪市 4，552，000 

!ぶ向iti 5， ¥53， 900 市として支出した旅費、受託料など.

~t:h州市 ¥， 900， 000 波航費用

間岡市 ¥50，000 

平均鯛 2，824，504 161，843 
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表12 補助金額
自治体名 総額 ー人当たり 備考

北海道(補助団体) 2.600.000 

青森

秋田 1. 907. 730 

山形

岩手(柿助団体) 1. 825. 000 

宮城

福島 2.600.000 

新潟(補助団体} 950. 000 

1:iIIJA(納助団体} 1. 500. 000 生活環境部女性青少年課から富山県婦朔会へ.

富山B(補助団体) 5.500.000 県教育祭員会生涯学習室から富山県婦人会へ.

石川(自治体派遣) 3. 100.000 派遣事業費総額.うち旅費助成は1.614.000.

石川I(補助団体) 通訳、現地交流経費等の共通経費を助成.

福井(補助団体) 1. 300. 000 

長野 2. 000. 000 

茨城 4. 140.000 

街木 348.000 一人当たりの経費522.000のうち2/3を県が負担.

群馬 1. 685. 000 

t奇玉(補助団体) 3.387.000 

千葉 2.208.000 

東京 138.000 

神奈川(補助団体) 6.000.000 

山梨 2. 208.000 lグループ当たりの額、 3.122. 000. 

岐阜 渡航費の半額(具体的金額記載なし).

愛知 8.700.000 

滋賀 1. 000. 000 

二重 6.633.000 

京都 1. 650. 000 110.000 総費用の1/3補助.

大阪 3. 461. 000 

奈良

岡山

広島 4.500.000 

鳥取

山口(補助団体) 1. 850. 000 100.000 

香川 1.000.000 委託費.

沼岡 100. 000 

大分

佐賀
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メンパ一決定の方法
自治扉石 ー般公轟・4、険文 般公轟J抽選 公募なし その他 備考

間阿 一次は面按

民的 旅行社が募集

大分 一般公募、全員参加

佐賀 及び商銭

鹿児向 一般公募し、実行愛民会により選考 l

沖縄 木全い県民、で実参行加は実愛で行貝き餐会た民.に会参選主加考将はしでたな希活し動望.者を行は

十L悦rIi 及び而按.

仙台ili

千波iti &.ぴ而J長.

FE P諮員F問AE:lElEZ理K事Z自伝E2諮4 111附rIi のしで只も

動で20
ること.

俄inrli
名古屋市 及び面t&

京r.JIi行 I市よ(j氏民る組会純桃での運あ営る京安都員市会男か女ら共の推同参的幽に

大阪市 団体推悶による

lぷ向iIi 団体1世間5名.国後も.
~t九州iIï
網岡市 レポート・国後

選考方法合計 25 。 8 17 
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表13 派遣団の
自治体名 般公募・小前文 一般公募・抽選 公募なし その他 備考

北海道 一般公募し、選考委員会で決定

青森

秋田

IUJ移 及ぴ書類

岩手 各女性団体から適任者推薦

宮城

福島 及び面接

新潟

1iI'11IA 団体が会員に呼びかけ、参加者を募
る

r.WIB 県婦人会で会員に公募

石}II(自治体) 市町村長の推薦等により選考

石川(補助団体) 女性基金主催学習会参加者から募集

筒井 団体内で選定

長野

茨城 女性団体からの推薦

栃木

群馬 県女性女性人材デ中ータバンクに登録して
いる のから選定.

t奇玉

千葉 女性団体を有する各自11局からの推勝

東京 区市町村から推薦

神奈川 かながわ女性会議内部で公募

IJJ梨 女性団体の長の縫蔚.

岐阜

愛知 県地境内婦の学人識団経体験、者市町、村女性推薦団体を活含動む)者(

滋賀

二塁 及び面按

京都 府長内全成で推隠活動をしている考女性団体の
からの もとに選

大阪

奈良 作文と面接

岡山 及び書頴・面J長
広島 及び蘭後

鳥取
市員決会定町村を長1mの推聴者についてJ、量選考委り催し、小論文・固 によ

山口

香川 県各婦人団体から希望者を募った
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分類
3、北京会議の状況
4、行動綱領原案

自治体名 12 

広t:，

鳥取

111 [] 

i'i川

縮問

大分

('i.t1 

lH品
鹿児M

沖縄

IfL~l'( 

仙台

千束iIi

川崎

|航浜

名古尽

五E百日iIi
|大阪市

広島市

北九州

間岡市

合計 2 

勉強会開始月

1 12 3 1 4 5 6 1 1 a 

310 5 17 16 3 110 2 

回数 勉強会内容 その他

2 3 4 

4 N為GOのフmォ側ーラム参加の

会関世1界出5女席会性i，~会中問間啓暗1発fRt.nt賀'1' 

3 

ワー側クショップ勉強会
.1¥'1 

ア日本のの女性女性耶例111m. アジ

英北会京R・ti.上前中間慨間'n会ð，~.

行なわなかった

6i長i野i1jE60j各zテーiマ禁ご
中国の現状など

4 中ア国・学タイ生・マ餓レーシ
の留 と閉会

3 

32転者
級め中}関肪問の女・性間体の現交状流{の脳た

ワ(リーークフシ作ョ成ッなプどの)m側

中長国室結111会論E中Ii.国の日中政関治純係

Z高知高知号~~閲|
3.2 36 44 46 28 
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勉 l団会開始月

自治体名 12 1 12 3 14 E 

北海道

青森

秋田

山形
|岩手

宮城

網島

新潟

富山A
富山B
石川I(自治体)
石川IB(納助団体)
福井

長野

茨城

栃木

Ilf馬
t奇玉
千束

東京

神奈川

山梨

|岐阜

愛知

滋賀

~1lI 
京都

大阪

奈良

岡山

53 

回数 ;u; 

& 1 7 18 2 

4 

5 

3 

7 

5 

3 

表14 単備段階での勉強会
勉強会内容は、以下のように
し女性問題の基礎知識
2、過去の女性問題の状況

その他

3 4 

中国の園内事情等

中国事情.中国I!i

国際交流の基礎知識

アのジ関アら係・/日私本の・中女国性体・

五か
ワークショップ準備

際中国交流の歴の史事例と現発状表、国

2都宮大学にて公開講

東国京の女都性の女事性情施策、 中

向ワどーけてクのシ調ョ査ップ・研開究催なに

ワー示クショわップる、学パネ
ル展に関 習

従軍慰安婦問題につい
て

街ワークショップ事前市

女Oアシに性ジョ期施アッ待策のプさ概事中れ要前のる研、日も究本ワのー..NクG 



集めた資料

自治体名 z 3 4 5 6 7 8 9 10 その他・特記事項

京m 関究婦連問フ題冊ォー子等)ラ『北ム京J等につ、どビデうjオ(中『ア国ジ事ア情女、性慰研安

大阪 阪1よI!神う・文な・淡献ポ路.ス大悶タ震定ー的災額性に{ド別関ーす役ン割るセ新分ン聞犯タ紀をー助事資長・料写すfω1る1 

奈良 女4、け7・N性てゅGO政のνに策事期ヲイの前ヲ待概研のさ究陥要れ立(働るワに〈もーつ女のいク性.てシのア.ョ格ジ女ッZアK性プの参へW中加の・の1Bに暴9日.向力9木7 ) 

岡山 特になし

!r;.，t; 大男学女牧平師符のへ1の間道報理レ事)ジ、ュ女メた、ち16のミ21リI1フt紀ィルム{

，C~II~ 必間1ワーよE(ESEなクりm資シiこ料ョよ(ッ女るプ性削史減『鳥、別取写と県q民の等r照E}パ.史ネ悶とル1f1ZF1lmFしh11.状3に民況

ILJIJ 
rt川 d2峨なし
U，ll/l'Jj 
大分

佐t1 現地で交流する団体、施股の概要

鹿児.Ii~
N'kJU 多岐に波る{具体例なし}

札幌市 北京につどう(社会新報ブックレット}

111台m
千Xì~ilj
川附ili f也の自治体の過去の女性会鴎資料
償j兵ili

名古原i!i 品ZEgggzRF訪問思Z完結22状と
II，C!isJ!i 
!大阪jfj 特になし

広品市 取録音結iia官J事品誌晴審J元SFE 
性会22EフIIJォー国際ズ符ラ
ニ関述ュー書

北九州iIi
|縮問m
合計 12 22 8 7 8 21 11 9 1015 
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主な資料を分類し、統計をまとめた. 表15 爺備期間で
1.行動綱領原案
2、総理府ニューズレタ一、参画室会報「えがりてJ、その他総理府からの通知
3.過去の女性会議の記録
4、ナショナルレポート、カントリーレポート{日本)
5、(財}アジア女性交流・研究フォーラム f中国の女性J
6、あごら北京会議シリーズ(購入した)
7、NGO発行資料(5.6除く)
8、新聞・雑誌記事
9、地元関連資料、自治体所蔵資料、ワークショップ用資料
10、旅行会社資料
自治体名 2 3 4 5 6 7 s 9 10 その他・特記事項

北海道 記載なし

青森

l;i(lIJ 環境、両面h化資料(県内}
luM 記載なし

zt手
呂城 記載なし

福島

|新潟

富山A 国る連動婦向人、北の京十年会、議女の子準差備別状況撤廃条約に関す

富山B |国る連動婦向、人NのGO十日年本、女京性T・6月l会議申し、合聞わせす

石川 ンビデターオそmれ師で等も生きたJ.政府刊行物セ

N.\~j: 前回参加者持参情報

長野

茨減

筋木
第書3回世界女性会1翻ωフォーラム栃木報告

群馬

t奇玉
千葉 記載なし

東京 作『成女性.問各題市町に村関すでのるN国GO際活比動較状調況査なjど報告書

神奈川 記載なし

山梨 団習}員に資そつ科れい、ぞ屯ァれ政ーが治タ身・等近経をな済集地・め域農ての村話中女しで性合ののっ女問た性題.問な

岐阜

愛知 多環ワー境く)なクかっシらたョのたッ資めプ料がパ県中ネ関心ル係展部示局(の民関生係.資衛科生が. 

滋賀

二塁
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開催の状況
自治体名 何年9月 10 11 12 何年1月 z 3 日開なし 回数合計 開催せ喧
札幌 2 2 
仙台

千葉市

川崎

m浜
名古鼠

京E同1

大阪iIi

神戸市

l広:~'ò iIi 
~t:JL州
問問iIi
政令指定郎ilI合計 。6 2 13 。2 。 1. 0833 。
総百十 7 26 120 113 1 8 1 8 11 3 
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表16 報告会
自治体名 何年9月 10 11 12 何年1月 2 3 日時なし 回数合計 開催せず
北海道 2 
青森

秋田

山形

岩手

H.tJ& 
樋島 2 3 

新潟

寓wa
宮山b

石川la 。
石Jilb 2 4 
制)1: 。
長野

茨減

栃木

群馬

崎玉 2 6 

千栄

東京 。
神奈川

山梨 2 
岐阜

愛知 2 4 
滋賀 2 

ー盛

京都 3 

大阪

奈良

兵庫

岡山 2 4 
広島

鳥取

111仁l 4 
香川 2 

福岡 2 

大分

佐賀 2 

鹿児烏

i'I'純 3 3 5 12 
郎道府県合計 7 20 18 ¥0 8 6 11 ¥. 875 3 
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表17 報告曾作成について
都道府県 はい いいえ 慨歎 総予算 残あり 残なし 有料 然科

北尚道

青森 220 240，000 
秋1日
111M 
rt守1 100 コピー代のみ

新潟 1000 503， 000 
石川 200 168， 000 
制:It-
長野 500 
茨城 1100 900， 000 
栃木 2000 800， 000 
r.n~ 550 475， 000 
t町五 500 781. 688 
千葉 500 850， 000 
神奈川

Ill~ 400 519，000 
岐J;¥ 1500 750，000 
滋賀 100 か

ニ虫 500 750，000 
五((，11 1500 
奈良 600 297，000 
r..~取 800 400，000 
汚川 1000 1，200，000 
大分 500 450，000 
佐賀 500 500，000 
II附 600 900，000 
鹿児向 600 宮11，720
N1k1ll 
郎道J(fY，~ 合計 24 4 11 6 19 
政令指定都市名

札幌 400 463， 500 
仙台 500 267， 800 
千mm 100 200， 000 
f員浜 1000 派遣事聾費に含む
名古原 3000 
京lmili 300 87，000 
広J:古市 500 321. 360 
北九州 500 721. 000 
政令指定締市合計 B 。 5 3 。8 
総百十(平均) 32 4 719 498，373 16 9 27 
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表18報告書の配布先
都道府県 配布先

北海道

青森 県内市町村、他県、政令指定都市、関係機関等

秋田

山形

岩手 参加l団員、女性団体、市町村、関係機関等

新潟 市町村、団体

石川 女性団体、グループ、市町村、各都道府県等

長野 市町村、女性団体

茨城 都道府県、市町村、女性団体

栃木 市町村.他県、公立機関、報道機関、学校等

/l'f.馬 女性団体等

}奇玉 団員、庁内関係課所、協議会委員、女性団体、議会、他都道府県、国機関等

千葉 行政機関、図書館.女性施策推進懇談会委員、女性団体など

神奈川

山梨 性各都団体道府長県、、各指女定性都セ市ン女タ性ー行、政や主ま管な課し長女性、各い市き町い村き長推進、懇各地話方会進委員行事務局、 女

岐阜 他県、県内市町村、女性団体

滋賀 県内市町村他

二塁 各都道府県、県内市町村、{也公共施設、各女性センター

Ji'，都 女性団体、 般に販売{ 附1000円}
大阪

奈良 各都道府県、県内市町村、県内図書館、県内女性団体など

香川 総理府、各都道府県、女性センター、各市町、各種団体等

大分 市町村、女性団体、女性リーダ一、庁内関係課等

佐賀

長崎 各市町村、女性団体、参加者、県関係

札幌 各体短な大ど ・大学、他都府県、指定都市、女性行政担当課等関係部局、市内女性団

仙台 各自治体、北京会議・女性海外研修参加者、{也

千~市 女性団体、庁内関係課

償浜 関係者、他都市、園、図書館、報道機関等

名古屋 都道府県、指定都市、女性センター.庁内各局、女性団体等

京都市 市内市民団体、他都市等

大阪市

広島市 関係団体.行政機関、協力者等

北九州 各自治体、関係機関.報告会参加者等
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自治体との関わり

自治体名 行動計画曹・畳員 センター限立 センター周師 その他 派遣なし その他町内曹

札幌 女舗イ性へベのンリー出卜等席ダーで.女のと性補して助政行策な政際ど関.主償係会の

仙台 女事性業企の阿企燥闘運で行営なに重っ量て加いる曽党

千葉市

川崎

横浜 各種線告会に聖書加

名古尽 か純各事情し業て脅作実に成お行.後い純てn:白とそ会して開の料1償5.品E買h他を生lこ

京都市

広r.~ïIî
北九州

政令指定書官市合計 2 2 7 。
総百十 6 12 22 5 

60 



4項目に分類して調査・集計した.
1、自治体の女性施策行動計画審議{策定)委員会に参加
2、自治体の女性センター設立に参画
3、女性センターの講座を企爾・講座の講師など
4.その他
自治体名 行動計画書.蚕員 セン?-股立 センター瞬師

北海道(記載なし)

青森

秋田

山形

岩手

新潟

石川|

初JI:
長野

茨械

栃木

群馬

I奇玉

千葉

神奈川

山梨

静岡

岐E詳

滋賀

京都

大阪

奈良

兵廊

鳥取

香川

徳島

大分

佐賀

長崎

熊本

宮崎

鹿児島

沖縄

都道府県合計 4 。 10 
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その他

15 

表19 その後の団員と

派遣なし その他の内容

審議会委員に登用

山形県女性施策推進忽話会

福井女性財団研修会総師など

女ム性等施で策の推締師進のためのフォーラ

かながわ女性会議の活動として

ヰ性女性政策の2銀11の世紀調委査員研会究J審の査委機員関

委市町員村、締の師女性な政ど.策担当者.各種

県画で・t開障催師すなるど講演会や講座の企

女性センタ一事業の実行委員

県実.地行の委域『国員で際のと交報し流て告.女重量性加.の所つ属どい団J体
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表20 代表団メンバーの活動継続のために自治体が銀助しているか
都道府県 はい いいえ 具体的な内容

~tìH辺
青森

秋山
IlJJr~ 
u手
新潟

石川 事に後研究報賓告会嘱のし開助催成 ((53回カ)年)N GO石川ネットワーク

筒井

艮!I'f
茨城

栃木

11M.!;) 女な性グループのネ参ッ加トワしーク化ただを考くえており、有力
メンバーとして てい

}市玉

千旋

神奈川 かながわ女性会挑に対して補助金の交付(浬付費等
)を行っている

Illm 『や室烈まな女性し女性海ば外さセ迎しミナ協ーJ会動参支加(援者事-で務組局織す次る 『
策山 県)のメのンつバーと 給ての制治 Jを してい:る性.政

岐1;¥

滋t1
J，C(，B 
奈良
Jb. X~1 
i"fllI 

佐E!即両fET sa 

沖縄

FEERF道H府県合dl' 4 22 

IlJ台
千栄iIi
悦1兵
名目Lt!
JX(，II市
!ぷ附ili
~t九州
政令指定初日iIi合計 2 6 
総百十 6 28 
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表21 北京会穏で海外とのネットワークはできたか
都道府県 はい いいえ その盤

北海道
青森

秋田
山形

岩手 参し加団員なのその後の交流状況については抱鐙
ていい

新潟
石川

同)1:
長野

茨城

栃木
ll'f.馬

ルワンダの女知性代表合と派遣域団員と『がグ北京のプN・GO 
フォーラムでりい、地で ルー
フォー・ Friendof 

t奇玉 RwandaJダを結関す成世界女性交みッ流プらい企続会画議け参J で
ルワンに るダ大ワー館クショ を 加
.現在もルワン 使との を てい
る.

千葉
神奈川l |報告書参照
山梨

岐阜
滋賀

一塁
京都
奈良

鳥取
香川 把鋸していない
佐賀
長崎

|鹿児島
沖縄 平和や環境問題でネットワークしている.
r.~道府県合計 2 22 3 
政令指定都市名
札幌

山台

千葉市
険1兵
名口屋
京都市
広島市
~tJL州
政令指定都市合計 。 8 。
総書t 2 30 3 
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どう生かしているか

都道府県 北京会磁の成果をどのように生かしているか

香川 現在改定作業を巡新めている周本県をの女自E性に関する行込動ん計画に北京定会挑あ行動綱領におい
て明らかにされたたな煤 可な限り盛り でいく予でる.

佐賀
県の行動計画「さが女性プラン21 Jの改定に当たり、行動綱領の内容に沿うよう
配慮、した.

長崎 記載なし

鹿児島 -今後改定予定の「県の行動計画Jに反映 -各組研修会での啓発 -市町村への|
啓発

沖縄 NGOで参110した人が県のフォーラム等に出席してもらったりしている.

報告昔、 報告会第新を通じて女性広性〈市動民に北点京会織の意性義や人本内際1湾容を周立中知やし性た.また.北京
札幌 会総で示されたしい 浬の視である女けの の際 盛女のエだンパワー

メントなどを、 二女センターの設立に向たili1i 想のに り込ん

仙台 女性行動計画の改定作業の中で参考にしている

千葉市 当室主慌のiげm演、会のテーマとして『女上性のエンパワー成メントJ rパートナーシップ
Jをとりあ 市民の女性の地位向の怠織改革の般 を図った.

倣浜 次回の『ゆめはま男女共同参両プランJ改灯時に北京会腕後の新たな視点を入れる
予定

名古屋 2t宅22プ;ラ:Tン34混在ど集長踏長まJZ京共忠的明z策a・ン好採やむ計常し談話く芸予吟000年 jなを え、具体さたな施 綱事の及展開を検の討てい 定で
ある.

京都市 今年度が本検市討の女れ性行動計図の中間見通しに当たり、世界女性会織の動きを取り入
れるよう さている

広島市 字暦2000年に向けた『ひろしま21世紀女性プランJの改定及び鰍の実施に資
る.

北九州 『北京宣百参及考び行動本綱市領女性Jにプ2ラ3づいて作定成しされたく図の『男女共同参画2000年プ
ランJを に、 ンも改 てい予定
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表22 北京会議の成果を
都道府県 北京会議の成果をどのように生かしているか
北海道 記載なし
青森 採択された行動綱領にもとづき、県の行動計画の見直しを検討中

秋田 特別には取り上げていない

民間レベルで女性領のj(地平のづ位成活く向動上ととし1{福て平0祉成月(増県82進で8運の目9活営年、動度費を行補助世)う団界)体の・文山『新性形や女の性地まが位のたひ社ゅとー会現まん山形 らいふフォ一言ム を 地向域上の為を
の「自らの行綱 りキ i 状
考えるフォーラム 7 日県催

岩手 特になし

続鵬では・齢寛への参加賀補自といF盤:加せプ?F者んロ 童書への産民と舗対を毒め喜のEは
な〈参胴 船 i1して ii! きをむi加の為の使を図 で、モ 参加 ラム にし示し、その新潟 参資を負担したもので って、 的的に参 るい しまとまで
した事に対して成果するを求.目めた内ものではありカま .結果 は百て名ほどの参つ加参者が
あり、そのネットワークは県でも大きな となっていす.

「第4回世平界デ女成ィ性会議フォローア総ップと国境を越県外えたパートOナし人ーかがわシ参女ッ加性プ.基の形金成J主催を石川 テーマに、 8年6月22"日に理開府催・石川内 ・(財約)い の
で『国際レ ースフォーラムjを .県 から 1.00

長野 信州女性修プフン21に反映 ・推進取体制の整備( ・公年職への女性登用 -海外
派遣研においてWIDの視点を り入れる平成9 予定}

茨城 団員が各地境で個別に報告会等を行い、意識の普及に努めた.

栃木
とちぎ新時代女性プラン三期計画{平成8年3月策定)に行動綱領の内容を反映さ
せている

群馬
北京会議に参加した民宮人を中主にして「ぐんま女性会議96Jを開催するなど、
民間における女性団体動の活化が図られている

崎玉 平-県成内8年5レか4月2所日に・官で開世派で催界遣6女7し団団性、員体モみがにンら参よゲい加る会ラ報氏議告、にを・サNt実奇Gン施玉チOFャ・ゴ国氏際ら会を議紹問よ(世、う界県な女民ワ性ーにみ直クら銭シいそョ会のッ議趣プ}旨をを
アピーJ フ ク を取
り入れ、 日 団体が参加 t奇玉県計ォ画ーにラ反ム映の

千葉 -県主催のフォーラム等で、テーマとして取り上告げた ・広町村報紙等で県配布民にPR(行
動綱領・北京宣言概要掲載) ・総理府発行の報番を市 に

現椛在改定作『参業中の『女め性プランJの中に北ト京会議どで採考択えされ具た体行動的綱な施領の 『女し性の
神奈川 人 jれや 画のたのエンパワーメン Jなの 方を 策とて取

り入ていく

『やまなし女性いきいきプランJがの平紡改訂成 ・『やまなし女性海派外遣セミナーJとはこ
山梨 れまで欧米への派遣を行ってきた、 8年度からアジアへ すること し、

今年度はインド、タイ、マレーシアを関した.

岐阜 平成10年度に改定する次期プランに反映させたい.
滋賀 行動綱領のァーマに沿った連続講座の開催

一重 記載なし

京都 京都府女性行動計画 (KYOあけぼのプラン)に反映
奈良 記載なし

鳥取 -男女共同参画プラン策定の参考とした -女性団体の自主活動を高めるための支
f反策を推illl
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表23自治体独自の行動綱領の計図
自治体名 何年 何年 97年 98年 現在の物継続 未定 予定なし 紀臓なし
iヒifij道
青森

秋m
11 l1f~ 
zt手
宮城
h'.I.C{， 
新潟
1;';LIJ 
li I11 
制jl:
長野

茨城
栃木

ßH~ 
両豆
千葉

*京
I~II奈 JII
111梨
!主J;¥
愛知
滋賀
:::m 
京都
大阪

4宅iミ
約1歌山
民/ile
問111
広島

鳥取
防相
111日
rt川
f:t.~~{l， 
愛媛

高知l
初阿

大分

{I~n 
長附

熊本

|宮鹿児崎日

N'純
都道府県合計 5 9 7 3 16 4 
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記録・北京会議シリーズ

I 

そ
れ
ぞ
れ
の
旅

II 
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遣
の
実
情
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T
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E
-
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T
E
E
-
-

N
G
Oフ
ォ
ー
ラ
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で
語
ら
れ
だ
こ
と

N 

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
何
を
伝
え
だ
か

V 

政
府
間
会
議
の
討
議
と
資
料

VI 

ポ
ス
ト
北
京

問
題
点
と
行
動

これからの行動、そして5年後の会議を目指して
北京会議の総括をしています。

皆様の印象記、報告会の桟子、おもしろかった外

国のワークショップ等々、原稿・写真・資料をお

待ちしています。

〒160東京都新宿区新宿1-9-4-303
あごら「北京会議記録集J係
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令場。や場。やや令令今場。og。令やや。号。令場。。ややや場。令場。令場。。ややや令令令場。。号。令令。やややややや

さまざまな序列に紳られ、その便利さにどっぷりつかってもいる。タテ社会の目胤りもしっか

り持っていて、初めてたずねた会社や学校でも、何気なく耳に入る会話から役職や庁，列をすば

やくキャッチし、上下をはかるタテ目盛りの11Iへ無意識にはめ込んでいる自分の性癖に気づ

いた次第。敬語が先述し、気配りがこまやかな元もこれかもしれないと考えたりもした。続々

に批判などできないという典文化体験。これも!

Holland (オランダ)は俗称、を説明しようとして速く脱線してしまったが、正式名はth巴

Nether1ands、表題の語である。 nether(低い)と lands(土地)の合体した語だから、これ

も本来は普通名詞。ベルギーも時にそう呼ばれ、われわれには紛らわしいが、もともと人名も

地名も分解して普通名詞化してしまえば似たようなもので、そのJ.Q界はごくわずかともいえ

る。戦争のたびに変わる領主の名をいちいち党え直すのは煩わしかったろうが、それ以上に

「だれが領主でもわれわれの生活-は変わらんjの思いは領民たちの問で強かったろう。領主は

領地の名で呼ぶほうが、何かと便利なのである。日本とは気配が少し巡ったとしても、同じこ

とは起こるのだ。

オランダ人は、 NetherlandかDutchman。オランダ語がDutchで、その形符詞形「オラ

ンダ(人、語)の」も、 Dutch。

オランダの旅でキンデルダイクへ行った。アムステルダムに観光用にすこしある以外はほ

とんど今見られなくなった風車が、ここにはふんだんにある。風車の町として保存された景観

よりも、私はキンデル(赤ちゃん)ダイク(堤)という名の由来や、ここで作られた成臨丸(か

んりんまる)の造船所はどのあたりかなとキョロキョロしてしまった。

地名についての伝説がある。昔、この堤に赤ちゃんが流れ若いた。洪水の後のことだろう、

と司馬遼太郎氏はいう。「赤ちゃんが乗っていたのは丸い板で、一匹の猫と一緒だった。赤ちゃ

んが寝返りを打って板が傾くと、猫が索早く体重を他に移して平衡を保ちながら流れ打いた」

という。流れ着いた猫にちなむカツケン(猫)ダイク(堤)という地名も、キンデJレダイクの

近くにあり、日本に来て勝海舟らを教えたカッケンディーケ少佐はこの村の生まれだという。
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令令令。*'令や令やや令令令令令令令4気になる英語争令や令令令やや。*'や令や令やや令令

オランダ(TheNetherlands) 

奥川睦

Holland (オランダ)が俗称に過ぎないと知っている人は、意外に少ないし、知っていても

実感は湧かない。そのくらい、日本語の中でオランダということばは、どっしりと根を張り存

在感をもってしまっている。

なにしろ300年近い鎖国の日本が唯一付き合った相手である。われわれの受けた恩恵ははか

りしれない。『ターへJレ・アナトミア(解体新書)Jを、国語の教科書で読んだだけでワクワク

ドキドキしてしまった子ども時代、杉田玄白や前野良沢の名が輝いていた。「顔の真ん中のこ

んもり盛り上がっている部分を鼻という」という、たったそれだけの鼻の定義の一文に、半日

(一日?)を費やしてしまったという苦労話も新鮮だった。もしかすると外国も外国語も、私

のあこがれのルーツはそのあたりだったのかもしれない。

「オランダ」が流通するようになったのは、ホランダー公爵(だか伯爵)の領地でその名を

つけたのが始まり、と、旅の途中で聞いたような気がするのだが、自信はない。なにしろ、自

分の好奇心を追っかけるのに忙しく、ろくにガイドさんの説明を聞いていないことが多い。た

だ、言えるのは、わが国でも昔、伊予の守とか備後の守のように地名と役職を固有名調がわり

に使った。それは英語でも同じ。かの有名なサンドイツチ公爵(食事をする間も惜しんでチェ

スに興じた)も人名だと思われているが、これも、もともとは地名なのだ。伊予の守・松平な

にがし、と、名は別にあるように、サンドイツチ公爵にもれっきとした固有の名は、別にある。

日本のように忌み名の伝統があり、むきだしに人の名を呼ぶのは失礼とされる風土では、地

名や役職で遠回しに人を呼ぶ習わしも当然かもしれない。でも、外国のそれは少し違うのでは

ないか、と思わなくもない。なにしろ、ちょっとしたアメリカ体験の中でも戸惑うことは多い。

学校を例に取れば、生徒たちは皆、「校長先生Jとか「教頭先生」とは呼ばない。ほかの先生

たちと全く同じにミスター・モリス、ミスター・クルームと気やすく呼ぶ。モリス氏が校長で

クルーム氏が教頭だとわかるまでのー苦労をしてみて、課長とか部長とか日常的に呼びあっ

ているわが文化の便利さに気づかされてしまった。個がなく、自立できず、議論ぺたH ・H ・と、

日本にも日本文化にも批判的なスタンスで生きてきたつもりでいて、その突、長幼の序その他
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介
護
保
健
法
つ
い
巳
成
立

「
第
二
の
消
費
税
」
と
、
福
祉
関
係
者
か
ら
は
深
く
憂
慮
さ
れ
て

い
た
介
護
保
但
法
が
、
十
二
月
九
日
、
共
産
党
以
外
の
野
党
欠
席
の

ま
ま
衆
議
院
を
通
過
、
成
立
し
た
。
介
護
介
助
者
の
不
足
、
賢
治
体

の
整
備
不
足
等
々
、
問
題
山
積
の
中
で
、
業
者
の
み
は
次
々
に
名
来

り
を
あ
げ
て
お
り
、
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。
「
い
っ
た
ん
導
入
さ
れ
れ
ば

必
ず
税
率
が
上
が
る
」
と
言
わ
れ
た
消
費
税
は
、
そ
の
と
お
り
上
が
っ

た
。
四
十
歳
以
上
が
毎
月
約
二
千
五
百
円
を
負
担
す
る
介
護
保
険
料

も
、
す
ぐ
に
値
上
げ
に
な
る
だ
ろ
う
と
う
わ
き
さ
れ
て
い
る
。
申
施

は
二

0
0
0年
の
四
月
か
ら
だ
が
、
あ
と
二
年
三
か
月
し
か
な
い
。

欠
陥
解
消
の
た
め
に
は
具
体
的
な
行
動
を
。
ま
ず
次
の
参
院
選
に
、

私
た
ち
の
「
本
当
の
代
表
」
を
当
選
さ
せ
た
い
。

地
価
税
・
育
価
証
券
取
引
税
等
、
廃
比
の
動
き

金
融
業
の
倒
産
の
中
で
、
宋
・
況
」
「
絶
不
況
」
の
声
は
ま
ず
ま
ず
大

き
く
な
っ
た
。
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
、
地
価
税
や
有
価
証
券
取
引
税
率

の
廃
止
や
軽
減
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
た
。

う
っ
か
り
す
る
と
、
介
護
保
険
法
同
様
、
野
党
欠
席
の
国
会
を
通

過
す
る
か
も
。

「
絶
不
況
」
な
の
は
、
パ
プ
ル
で
し
こ
た
ま
も
う
け
た
人
た
ち
。

一
般
の
市
民
は
物
価
が
下
が
っ
て
生
活
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
朝

日
新
聞
は
社
説
で
ヌ
7

は

d
H況
。
」
を
打
ち
出
し
た
が
、
バ
ブ
ル
が

終
わ
っ
た
今
こ
そ
豆
日
通
の
状
況
」
。
小
手
先
の
小
細
工
で
は
な
く
、

パ
プ
ル
を
生
ん
だ
壇
画
を
改
め
る
こ
と
こ
そ
急
務
だ
ろ
う
。

1I 
通改

需言

寄り
求
め

E 
レ

ケ
ク

十
一
月
十
三
日
、
〈
変
え
よ
う
均
等
法
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉
〈
パ

l
ト
研

究
会
〉
〈
働
く
女
性
の
た
め
の
弁
護
団
〉
が
共
同
で
、
労
働
宣
別
で
リ

レ
l
ト
l
ク
を
開
催
し
た
。

街
頭
宣
伝
取
の
前
に
は
大
き
く
「
労
基
法
改
悪

No--」
の
文
字
。



一
時
間
半
の
聞
に
十
五
人
の
女
性
が
「
パ

1
ト
の
べ

l
ス
は
正
社
員

の
半
分
」
「
勝
手
に
労
働
時
間
を
延
長
す
る
会
社
も
あ
る
」
「
労
働
が
き

つ
く
な
っ
て
体
調
を
崩
し
た
ら
解
雇
さ
れ
た
」
「
企
業
は
女
性
の
有
期

雇
用
を
増
や
そ
う
と
し
て
い
る
」
「
政
府
は
I
L
O
-
5
6号
条
約
を

批
准
し
た
の
に
守
つ
て
な
い
」
「
労
働
省
は
ま
る
で
通
産
省
の
分
局
の

よ
う
」
な
ど
と
次
々
に
訴
え
た
。
〈
女
性
ユ
ニ
オ
ン
墓
与
に
は
、
こ

う
し
た
労
基
法
無
視
の
ひ
ど
い
雇
用
主
の
実
態
が
数
多
く
持
ち
込
ま

れ
て
い
る
。
〈
働
く
女
性
の
た
め
の
弁
護
団
〉
の
阿
部
弁
護
士
は
「
労

働
省
は
働
く
人
た
ち
を
守
る
最
低
限
の
権
利
を
放
棄
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
働
く
人
で
は
な
く
、
企
業
を
守
る
立
場
に
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
働
く
人
自
身
が
声
を
あ
げ
て
い
こ
う
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

十
一
月
二
十
日
に
は
、
三
団
体
で
労
働
省
交
渉
を
実
施
。
十
一
月

二
十
七
日
に
は
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
「
異
義
あ
り
!
労
働
基
準
法

改
悪
」
日
・
幻
全
国
集
会
が
聞
か
れ
た
。

女
勝
手
連
で
岡
崎
ト
ミ
子
さ
ん
当
選

守
円
城
の
参
院
選
補
選
に
立
っ
た
岡
崎
ト
ミ
子
さ
ん
(
あ
ご
ら
会
員
)

は
、
浅
野
知
事
を
押
し
出
し
た
女
勝
手
連
や
〈
あ
ご
ら
伯
台
〉
な
ど

市
民
派
の
応
援
の
中
、
大
差
で
当
選
し
た
。

日
頃
の
活
動
に
加
え
、
知
事
選
に
岡
崎
さ
ん
自
身
も
全
力
投
球
し

た
勢
い
の
勝
利
で
あ
っ
た
が
、
社
会
党
か
ら
民
主
党
へ
の
転
身
を
、

い
ま
だ
に
「
納
得
で
き
な
ど
と
、
棄
権
に
回
っ
た
純
粋
派
の
女
性

も
い
た
。
し
か
し
、
も
と
も
と
市
民
派
の
ト
ミ
子
さ
ん
。
現
在
の
国
会
に
多

く
の
問
題
意
識
も
持
っ
て
い
る
。
女
た
ち
の
声
援
を
背
に
、
混
迷
の

国
会
に
一
陣
の
風
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
。

東
墓
両
裁
は
十
一
月
二
十
六
日
、
日
本
国
籍
の
な
い
職
員
登
用
試

験
受
験
を
墓
京
都
が
拒
ん
だ
こ
と
に
対
し
て
当
否
が
争
わ
れ
た
訴
訟

の
控
訴
審
判
決
で
、
都
の
置
自
に
違
憲
判
決
を
下
し
た
。

原
告
は
在
日
韓
国
人
二
世
の
鄭
香
均
(
チ
ョ
ン
・
ヒ
ャ
ン
ギ
ュ
ン
)

さ
ん
。
一
九
八
六
年
に
都
が
保
健
婦
の
採
用
要
件
か
ら
国
籍
条
項
を

撤
廃
し
た
の
を
受
け
て
、
八
八
年
に
外
国
人
と
し
て
初
め
て
職
員
採

用
さ
れ
た
。
九
四
年
に
管
理
職
選
考
苛
ロ
験
に
申
し
込
ん
だ
が
、
日
本

国
籍
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
拒
否
さ
れ
た
た
め
、
受
験
資
格
の
確
認

と
二
百
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
て
提
訴
し
た
。
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昨
年
五
月
の
一
審
判
決
で
は
原
告
の
諦
求
は
退
け
ら
れ
た
が
、
二

審
で
は
「
外
国
籍
職
員
の
管
理
職
選
考
の
受
験
機
会
を
一
律
に
奪
う

こ
と
は
、
法
の
下
の
平
等
と
職
業
選
択
の
自
由
を
定
め
た
部
法
に
反

す
る
」
と
い
う
判
決
。
四
十
万
円
の
賠
償
支
払
い
を
都
に
命
じ
た
。

鄭
香
均
さ
ん
は
「
大
き
な
前
進
で
す
」
と
判
決
を
評
価
。
支
援
者

に
固
ま
れ
て
笑
顔
を
見
せ
た
。
一
方
都
側
は
、
依
然
と
し
て
外
国
籍

職
員
の
登
用
に
消
極
的
な
姿
勢
で
あ
る
。

児
童
福
祉
手
当
削
減
で
は
な
く
「
鉱
充
」
を
!

母
子
家
庭
に
出
る
児
童
扶
ず
J
Eコ
が
、
来
年
度
の
予
算
で
削
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
不
況
と
離
婚
の
増
加
で
児
童
扶
詫
手
当
の
予
算

は
毎
年
百
億
円
増
加
し
て
い
た
が
、
厚
生
省
は
財
政
型
画
改
革
の
一

貫
と
し
て
、
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求
で
児
童
扶
養
手
当
の
仲
び
を

ゼ
ロ
に
押
さ
え
、
今
年
と
同
じ
二
四
O
O億
円
で
出
し
た
。

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
は
子
ど
も
一
人
の
場
合
、
所
得
に
よ
り
四

て
三
九
O
円
か
二
六
、
七
九
O
円
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
生
別
母

子
家
庭
の
平
均
年
収
は
二

O
二
万
円
で
、
生
活
は
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
。

審
議
会
で
は
子
ど
も
の
父
親
か
ら
徴
収
す
る
制
度
の
導
入
も
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
か
ら
ん
で
難
し
い
。

パ
ー
ト
を
二
つ
も
一
一
一
つ
も
か
け
も
ち
し
て
や
っ
と
の
母
子
家
庭
が

多
い
中
、
む
し
ろ
手
当
「
盤
庄
の
ほ
う
が
必
盟
と
、
〈
し
ん
ぐ
る
ま

ざ
あ
ず
・
ふ
ぉ

l
ら
む
〉
な
ど
全
国
八
団
体
が
中
央
児
童
福
祉
審
議

会
見
亙
扶
義
手
当
部
会
に
「
児
童
扶
護
手
当
削
減
で
は
な
く
拡
充
を

求
め
る
要
望
者
」
を
提
出
し
た
。
現
在
、
要
望
へ
の
賛
同
を
募
っ
て

い
る
。
連
絡
先
は
〈
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
・
ふ
ぉ

l
ら
む
〉
事
務
所

(
F
A
X
0
3
・3
3
1
5
・4
5
1
8
)
。
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努
ィ
ド
フ
イ
ン

占
霊
益
λヒ

女
定
ち
が
大
反
論

九
月
に
最
終
報
告
が
さ
れ
た
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
拘
罫
(
新

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
)
は
、
認
一
方
支
援
」
の
名
の
も
と
に
、
米
軍
の
戦
略

へ
の
積
極
的
協
力
を
宣
言
し
た
。
日
本
政
府
は
そ
れ
に
沿
っ
た
法
整

備
(
い
わ
ゆ
る
有
事
法
制
)
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
戦

争
に
備
え
て
民
間
動
員
を
可
能
に
す
る
「
国
家
総
動
員
体
制
」
を
作

り
上
け
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
事
実
、
自
衛
隊
と
米
軍
の
軍
事

一
体
化
を
進
め
る
日
米
軍
事
一
演
習
、
米
軍
艦
船
の
民
間
港
入
港
、
実

弾
射
撃
演
習
に
伴
っ
た
民
開
業
者
に
よ
る
米
軍
物
資
・
兵
士
輸
惑
な

ど
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
先
取
り
し
た
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
危
険
な
動
き
に
反
対
し
よ
う
!
と
、
戦
争
へ
の
道
を
許
さ
な



い
女
た
ち
の
連
絡
会
〉
と
〈

No--レ
イ
プ

No--べ
l
ス

女

た
ち
の
会
〉
が
共
同
で
「
女
た
ち
の
ア
ピ
ー
ル
」
を
出
し
た
。
沖
縄

の
戸
を
踏
み
に
じ
り
、
ア
ジ
ア
を
標
的
に
す
る
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
強
い
盛
誠
を
表
明
し
て
い
る
。
十
一
月
末
に
賛
同
者
の
第
一
次
集

約
を
行
な
っ
た
が
、
現
在
引
き
続
き
賛
同
者
を
募
っ
て
い
る
。

A
V連
絡
先
F
A
X
0
3
・
3
4
0
1
・
3
4
5
3

来
年
二
月
一
目
、
「
積
刀
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
反
対
す
る
集
い

「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
反
対
し
て
、
全
国
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
団

体
・
市
民
団
体
が
声
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
芦
を
ひ
と
つ
に
ま
と

め
て
大
き
い
も
の
に
し
て
い
く
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

十
月
十
八
日
に
、
い
く
つ
か
の
市
民
団
体
が
墓
尽
・
神
宮
の
日
本

青
年
館
に
集
ま
っ
て
連
絡
会
を
結
成
し
、
来
年
二
月
一
日
に
共
回
行

動
を
行
な
う
と
い
う
基
本
方
針
が
固
ま
っ
た
。
場
所
は
代
々
木
公
園

を
予
定
、
今
ま
で
個
々
に
集
会
や
抗
議
行
動
を
行
な
っ
て
き
た
団
体

が
結
集
し
て
、
大
行
動
を
起
こ
す
日
に
し
た
い
と
計
画
し
て
い
る
0

.
連
絡
先
憲
法
を
活
か
す
会

(
3
2
2
6
・
8
7
6
5
)

市
民
の
意
見
三

O
の
会
・
墓
尽

(
3
4
2
3
・
0
1
8
5
)

全
国
F
A
X通
信

(
5
2
7
5
・5
9
8
9
)

戦
争
へ
の
道
を
許
さ
な
い
女
た
ち
の
連
絡
恕
耳
(
3
8
1
6
・1
8
6
2
)

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
協
議
会

(
3
4
9
4
・
8
5
5
7
)

日
本
婦
人
会
議

(
3
8
1
6
・
1
8
6
2
)

No--レ
イ
プ

No--べ
1
ス
女
た
ち
の
会
(
同
)

宝33
井三F

努文
子権

人足
量三， ;"向、

民
自の

52 
んE
ン
タ

ア
ジ
ア
人
権
基
金
で
は
、
昨
年
発
足
し
た
、
ア
ジ
ア
で
人
権
問
題

に
取
り
組
む
団
体
・
個
人
を
支
援
す
る
「
第
二
回
ア
ジ
ア
人
権
賞
」

の
な
か
の
「
ア
ジ
ア
人
権
賞
」
と
、
特
に
女
性
の
問
題
に
関
す
る
「
土

井
た
か
子
・
人
権
賞
」
の
受
賞
者
を
決
定
し
、
十
一
月
十
二
日
に
記

者
会
見
を
行
な
っ
た
。
受
賞
者
は
、
「
ア
ジ
ア
人
権
賞
」
は
タ
イ
で
子

ど
も
の
売
買
春
・
強
制
労
働
な
ど
を
調
査
、
救
出
、
ロ
ビ
l
活
動
を

行
な
っ
て
い
る
〈
C
P
C
R
(子
ど
も
の
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
)
〉
、
「
土

井
た
か
子
・
人
権
賞
」
は
、
沖
縄
で
女
性
の
人
権
問
題
・
米
軍
基
地

問
題
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て
い
る
〈
基
地
・
軍
隊
を
許
さ
な
い
行
動

す
る
女
た
ち
の
会
〉
の
高
里
鈴
代
さ
ん
。

士
一
月
士
百
(
金
)
に
墓
尽
・
飯
田
橋
の
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
墓
尽

で
午
後
六
時
か
ら
受
賞
記
念
会
が
行
な
わ
れ
、

c
p
C
R
の
デ
ィ
レ
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ク
タ
l
の
サ
ン
パ
シ
ッ
ト
氏
と
タ
イ
の
子
ど
も
代
表
二
名
、
そ
し
て

高
里
鈴
代
さ
ん
が
記
今
持
削
演
を
行
な
う
。

A-連絡
先
ア
ジ
ア
人
権
基
金

(
5
5
7
0
・
5
5
0
3
)

多
田
謡
子
・
反
権
力
人
権
賞
に
宋
神
道
さ
ん

人
権
運
動
や
女
性
運
動
に
尽
く
し
て
い
る
人
に
贈
ら
れ
る
多
国
諸

子
・
反
権
力
人
権
賞
。
第
九
回
は
、
在
日
「
慰
寓
附
」
と
し
て
た
だ

ひ
と
り
名
乗
り
を
あ
げ
、
日
本
政
府
の
「
謝
坪
と
補
償
」
を
求
め
て

裁
判
を
続
け
て
い
る
宋
神
道
(
ソ
ン
・
シ
ン
ド
)
さ
ん
に
贈
ら
れ
た
。

「
戦
争
を
二
度
と
し
て
は
い
け
な
い
。
自
分
の
よ
う
な
体
験
を
こ
れ

か
ら
の
女
性
に
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
訴
え
続
け
て
き
た
宋
さ
ん
。

そ
の
志
を
、
日
本
の
女
性
も
受
け
継
い
で
い
き
た
い
。

愛
知
万
博
の
賛
否
を
問
う
「
市
民
投
票
」
を
求
め
る
動
き

愛
知
県
瀬
戸
市
「
海
上
の
森
」
で
計
画
さ
れ
て
い
る
「
愛
知
万
博
」

に
、
市
民
側
か
ら
異
義
市
し
立
て
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

「
海
上
の
森
」
の
計
画
は
貴
重
な
自
然
の
破
壊
や
莫
大
な
財
政
支

出
な
ど
た
く
さ
ん
の
問
題
が
あ
り
、
必
ず
し
も
県
民
の
賛
成
を
得
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
県
は
県
民
に
情
報
を
公
開
せ
ず
、
万

現
訂
阿
は
以
民
の
な
志
と
は
関
係
な
く
ど
ん
ど
ん
推
し
進
め
ら
れ
て

い
る
状
態
だ
と
い
う
。
こ
の
状
況
を
製
庖
し
た
市
民
の
中
か
ら
「
県

民
投
票
で
賛
否
を
問
う
べ
き
だ
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、
県
民
投
票

を
求
め
る
署
名
活
動
が
行
な
わ
れ
た
。
十
一
月
二
十
日
現
在
五
万
七

千
四
百
十
一
人
分
が
集
ま
っ
て
い
る
。

-
辿
絡
先
森
山
涜
子

(
0
5
6
4
・
2
3
・
3
8
8
2
)
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女
性
の
た
め
の
政
治
ス
ク
ー
ル

第
五
期
開
講

九
八
年
一
月
二
十
四
日
(
土
)
か
ら
十
月
三
日
(
土
)
ま
で
毎
週

土
曜
日
連
続
十
回
の
予
定
で
「
女
性
の
た
め
の
政
治
ス
ク
ー
ル
第

五
期
」
が
行
な
わ
れ
る
。
名
誉
校
長
は
加
藤
シ
ズ
エ
さ
ん
、
校
長
は

加
藤
タ
キ
さ
ん
、
事
務
局
長
は
円
よ
り
子
さ
ん
(
参
議
院
議
員
)
。

会
場
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
永
田
町
(
地
下
鉄
永
田
町
駅
)
、
時
間
は
午
後

一
時
半
か
ら
四
時
五
十
分
。
「
女
性
の
手
で
日
本
の
政
治
文
化
を
変
え

よ
う
」
を
テ
l
マ
に
、
坂
東
真
理
子
さ
ん
(
埼
玉
県
副
知
事
)
小
宮

山
洋
子
さ
ん

(
N
H
K解
説
委
員
)
な
ど
に
よ
る
詰
我
を
予
定
し
て

い
る
。
質
問
は
入
営
金
一
万
円
・
授
業
型
且
万
円
。

A

マ
迎
絡
先

3
5
0
8
・
8
7
3
8
(円
よ
り
子
事
務
所
)



カ通

「
戦
争
と
女
性
へ
の
暴
力
」
国
際
会
議

来
春
、
胃
連
「
女
性
へ
の
暴
力
特
別
墾
口
官
」
ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
さ

ん
が
「
戦
時
・
武
力
紛
争
下
の
女
性
へ
の
暴
力
」
墾
暑
を
関
連
人

権
委
員
会
に
提
出
す
る
。
こ
れ
に
ア
ジ
ア
の
実
情
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
「
戦
争
と
女
性
へ
の
暴
力
」
国
際
会
議
が
叩
月
紅
白
か
ら
日
月

3
日
ま
で
墓
思
で
開
催
さ
れ
た
。
は
じ
め
の
三
日
間
は
墓
尽
ウ
ィ
メ

ン
ズ
プ
ラ
ザ
で
国
際
セ
ミ
ナ
ー
(
専
門
家
会
議
)
、
最
終
日
は
お
茶
の

水
の
全
電
通
ホ
l
ル
で
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
な
わ
れ
た
。

パ
ネ
ラ
l
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
約
二
十
か
国
の
代
表
。
西
野
瑠
美

子
さ
ん
の
開
会
あ
い
さ
つ
、
松
井
や
よ
り
さ
ん
の
国
際
会
議
開
催
の

意
義
説
明
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
〈
女
性
の
人
権
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
〉
の
イ

ン
ダ
イ
・
サ
ホ
l
ル
さ
ん
の
専
門
家
会
議
報
告
に
続
き
、
五
つ
の
パ

ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
。

①
目
本
軍
性
奴
隷
制
と
佳
苗
凶
強
か
ん
(
司
会
金
重
J
)

ωシ
ン
・
へ
イ
ス
(
韓
国
挺
身
隊
問
題
対
策
協
議
会
)

日
本
政
府
が
民
間
に
や
ら
せ
る
「
国
民
基
金
」
の
た
め
に
、
国
家

補
償
を
求
め
る
運
動
に
分
断
が
生
じ
た
。
日
本
政
府
が
「
慰
安
婦
」

に
対
す
る
国
家
犯
罪
を
認
め
、
調
査
し
、
公
式
謝
罪
し
、
教
科
書
に

正
確
に
載
せ
、
記
念
碑
を
つ
く
り
、
関
係
者
を
処
罰
し
、
被
害
者
へ

の
国
家
補
償
を
行
な
う
ま
で
私
た
ち
は
闘
う
。

ω王
清
峰
公
口
湾
/
台
北
婦
女
救
援
社
会
福
利
事
業
基
金
会
)

日
本
政
府
は
法
的
責
任
を
取
ら
ず
、
単
な
る
民
間
基
金
で
解
決
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
台
湾
の
被
害
者
も
多
整
仔
在
す
る
が
、
彼
女
ら

の
尊
厳
を
重
視
し
て
い
な
い
。

ω康
健
(
中
国
人
「
慰
安
婦
」
裁
判
弁
護
士
)

中
国
で
も
少
な
く
と
も
二
十
万
人
の
女
性
が
「
慰
安
婦
」
に
さ
れ

た
。
被
害
女
性
の
日
本
政
府
に
対
す
る
賠
償
請
求
権
は
、
時
効
に
よ
っ

て
消
滅
す
る
も
の
で
は
な
い
。
被
害
者
は
も
う
高
齢
な
の
で
、
裁
判

の
審
理
期
間
は
三
年
を
超
え
な
い
よ
う
要
請
す
る
。

ωイ
ン
ダ
イ
・
サ
ホ
l
ル
(
女
性
の
人
権
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
)

な
ぜ
「
民
間
基
金
」
が
被
害
者
に
拒
否
さ
れ
る
の
か
。
民
間
と
い

う
名
の
も
と
に
国
家
と
切
り
離
さ
れ
、
国
一
家
責
任
を
あ
い
ま
い
に
す

る
も
の
だ
か
ら
だ
。
女
性
へ
の
暴
力
に
対
す
る
鈍
感
さ
は
、
ル
ワ
ン

ダ
や
セ
ル
ピ
ア
な
ど
現
代
と
共
通
す
る
。

ωス
リ
ア
・
リ
ン
(
米
国
/
世
塁
机
日
戦
争
史
維
持
連
合
会
)
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直
尽
大
虐
殺
で
の
強
か
ん
事
例
。

明
シ
ュ

l
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
(
女
性
の
人
権
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
)

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
パ
ン
パ
ン
ガ
州
マ
タ
ニ
キ
村
の
日
本
軍
に
よ
る
虐

殺
(
一
九
二
三
)
で
の
強
か
ん
事
例
。

②
南
ア
ジ
ア
の
紛
争
(
司
会
ア
リ
ア
l
ヌ
・
ブ
ル
l
ネ
ッ
ト
)

ωス
ル
タ
ナ
・
カ
マ
ル
(
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
/
人
椋
法
律
協
会
)

パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
独
立
過
程
で
の
女
性
の
強
か
ん
多
発
、
独
立

後
の
イ
ス
ラ
ム
原
理
キ
義
軍
事
政
権
下
で
の
女
性
抑
圧
。

ωサ
ロ
ジ
ャ
・
シ
ハ
チ
ャ
ン
ド
ラ
(
ス
リ
ラ
ン
カ
/
女
性
の
開
発

セ
ン
タ
ー
)
少
数
民
族
タ
ミ
ル
人
へ
の
抑
圧
と
拷
問
・
暴
力
。
男
尊

女
卑
的
文
化
の
中
で
の
夫
に
よ
る
妥
へ
の
暴
力
。

ωア
ッ
パ
ス
・
フ
ァ
イ
ズ
(
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
/
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
)
イ
ス
ラ
ム
原
理
士
事
語
以
事
政
権
下
の
女
性

へ
の
抑
圧
、
暴
力
、
進
学
や
就
邸
主
別
、
医
療
上
の
差
別
。

③
米
軍
基
地
問
題
・
国
連
P
K
O
(司
会
エ
レ
ノ
ア
・
コ
ン
ダ
)

ωチ
ョ
ン
・
ユ
チ
ン
(
韓
国
/
在
韓
米
軍
犯
罪
根
絶
運
動
本
部
)

一
九
九
ニ
|
九
六
年
に
七
人
の
女
性
が
米
兵
に
よ
り
殺
害
。
夫
を

殺
さ
れ
た
女
性
も
い
る
が
、
法
で
裁
か
れ
な
い
し
謝
罪
も
な
い
。

ω高
里
鈴
代
(
基
地
・
軍
隊
を
許
さ
な
い
行
動
す
る
女
た
ち
の
会
)

米
兵
の
犯
罪
は
個
人
の
暴
力
で
は
な
く
、
軍
隊
自
体
が
模
U
的
な

暴
力
で
あ
る
こ
と
へ
の
明
絡
が
必
莞
日
本
主
品
、
米
軍
駐
開
国

に
女
性
を
性
掠
力
か
ら
守
る
法
俸
が
な
さ
渇
き
る
の
も
問
題
。

ωケ
オ
・
キ
l
ナ
ン
(
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
権
タ
ク
ス
フ
ォ
l
ス
)

一
九
七
O
|
七
三
年
の
米
国
に
よ
る
大
規
模
爆
撃
と
、
そ
の
後
の

ポ
ル
ポ
ト
時
代
に
起
こ
っ
た
大
量
虐
殺
、
女
性
の
人
身
売
買
、
難
民

化口

U
N
T
A
C兵
士
の
犯
罪
、
エ
イ
ズ
蔓
延
な
ど
。

④
女
性
の
国
際
護
士
司
会
宵
沢
希
空
d
)

ωマ
リ
ア
・
ド
ゥ
・
セ
ウ
・
フ
ェ
デ
レ
l
ル
(
東
チ
モ
l
ル
国
際

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
)
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
軍
政
に
よ
る
東
チ
モ

1
ル
抑

圧
で
、
一
九
七
六
|
八
O
年
に
人
口
の
三
分
の
一
が
犠
牲
に
。
生
き

埋
め
や
性
奴
隷
に
さ
れ
た
女
性
も
多
い
。

ωリ
パ
・
ム
ラ
ジ
ェ
ノ
ピ
ッ
チ
(
セ
ル
ピ
ア
/
女
性
へ
の
暴
力
自

立
女
性
セ
ン
タ
ー
)
紛
争
で
二
二
O
万
人
の
う
ち
四
O
万
人
が
犠
牲
。

P
K
O軍
も
女
性
へ
の
暴
力
に
加
わ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
女
性
を

輸
諸
す
る
ル

1
ト
も
あ
っ
た
。
通
信
手
段
が
分
断
さ
れ
た
と
き
、
ド

イ
ツ
の
平
和
活
動
家
が
E
メ
I
ル
を
開
設
し
て
く
れ
て
助
か
っ
た
。

ωア
リ
ア
l
ヌ
・
ブ
ル
l
ネ
ッ
ト
(
カ
ナ
ダ
/
人
権
民
主
主
義
国

際
セ
ン
タ
ー
)
ル
ワ
ン
ダ
内
戦
で
八
O
万
人
虐
殺
。
現
在
人
口
の
七

割
が
女
性
で
、
女
性
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
動
き
が
あ
る
。

ωマ
リ
エ
ム
・
エ
リ
l
・
ル
カ
ス
(
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
/
イ
ス
ラ
ム
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法
下
の
女
性
)
女
性
を
抑
圧
し
た
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
リ
ー
ダ
ー
の

一
人
を
、
反
原
理
主
義
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
告
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
在
十
人
を
訴
え
て
い
る
。

⑤
女
性
の
人
権
活
動
(
司
会
星
野
昌
子
)

ωテ
ィ
ナ
・
ド
ル
コ
ポ
ル
(
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
/
国
際
法
律
家
委

員
会
)
日
本
軍
か
ら
連
合
軍
が
押
収
し
た
墾
口
書
、
戦
犯
の
尋
問
な

ど
の
沓
蒋
が
か
な
り
見
つ
か
り
、
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

慰
安
婦
に
関
す
る
資
料
も
あ
り
、
利
用
価
値
は
大
き
い
。

ωフ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ブ
テ
グ
ワ
(
ウ
ガ
ン
ダ
/
ア
ソ
シ
エ

l
ツ・

フ
ォ
l
・
チ
ェ
ン
ジ
)
ウ
ィ
ー
ン
人
権
会
議
で
ロ
ビ
l
活
動
を
し
、

女
性
の
人
権
を
ア
ピ
ー
ル
。
カ
イ
ロ
人
口
会
議
、
北
京
女
性
会
議
へ

も
引
き
継
が
れ
、
国
際
会
議
上
で
女
性
が
発
言
す
る
場
が
で
き
た
。

ωサ
ミ
ヤ
・
パ

1
ネ
イ
(
米
国
/
人
権
ウ
ォ
ッ
チ
女
岱
ノ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
)
国
際
犯
罪
法
廷
を
こ
の
二
年
間
国
連
で
準
備
し
て
い
る
が
、

妨
害
の
動
さ
も
あ
る
。
九
八
年
六
月
を
目
途
に
設
立
予
定
。
女
性
へ

の
暴
力
の
問
題
を
入
れ
さ
せ
る
た
め
、
各
国
に
働
き
か
け
て
い
る
。

ωス
ニ
ラ
・
ア
ベ
セ
ケ
ラ
(
ス
リ
ラ
ン
カ
/
I
N
F
O
R
M
)

ウ
ィ
ー
ン
人
権
広
豆
蹴
で
、
人
権
に
対
す
る
こ
つ
の
原
則
(
普
遍
性
・

非
可
視
性
)
が
確
認
さ
れ
た
。
人
権
は
各
国
で
異
な
る
と
い
う
考
え

方
は
、
各
国
指
導
者
の
恋
意
的
考
え
で
、
普
遍
性
に
反
す
る
。

同
リ
ト
ゥ
・
メ
ノ
ン
(
イ
ン
ド
/
カ
リ
・
フ
ォ

l
・
ウ
ィ
メ
ン
)

カ
シ
ミ
l
ル
地
方
で
の
イ
ン
ド
軍
に
よ
る
レ
イ
プ
事
件
に
女
性
組

織
が
抗
議
し
た
と
き
、
政
府
は
女
性
側
を
攻
撃
し
た
。
情
報
が
ゆ
が

め
ら
れ
て
い
る
現
実
に
抵
抗
を
。

最
後
に
、
国
際
会
議
の
東
京
宣
言
を
採
択
し
て
終
了
し
た
。
こ
の

ム
亙
蹴
が
ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
墾
口
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
ま
ず
当
事
者
の
女
性
が
声
を
あ
げ
る
こ
と
、
戸
を
あ
げ
た
女

性
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
、
あ
げ
や
す
い
国
際
的
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
、
皆
で
確
認
し
た
会
議
で
あ
っ
た
。
(
す
)

組
織
的
犯
罪
対
策
法
法
案

上
程
是
か
非
か
ー
を
め
ぐ
っ
て

歌
と
踊
り
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

法
務
省
が
国
会
上
程
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
「
組
織
的
犯
罪
対
策

法
案
」
。
日
月
初
日
(
日
)
午
後
、
御
茶
ノ
水
の
明
治
大
堂
夫
学
院
南

聾
且
で
〈
破
防
法
・
組
対
法
に
反
対
す
る
市
民
連
絡
会
〉
主
催
で
、

こ
の
問
題
を
考
え
る
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

官
頭
に
日
本
消
費
者
連
盟
の
富
山
洋
子
さ
ん
か
ら
「
豊
か
な
感
性

を
も
っ
て
、
こ
の
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
そ
の
あ
と
第
一
部
「
世
界
の
歌
と
踊
り
」
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
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定
塚
才
恵
子
さ
ん
(
ギ
タ
1
)
&館
野
公
一
さ
ん
(
マ
ン
ド
リ
ン
)
の

「
反
戦
・
平
和
を
歌
う
」
。
次
に
、
美
し
い
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
を
ま
と
っ

た
韓
国
の
朴
百
愛
(
パ
ク
・
キ
エ
)
さ
ん
の
歌
と
カ
ヤ
グ
ム
(
韓
国

の
琴
)
。
力
強
い
カ
ヤ
グ
ム
と
朴
さ
ん
の
歌
声
に
励
ま
さ
れ
た
。
最
後

に
ア
フ
リ
カ
ン
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
〈
ジ
ャ
ン
ボ
〉
。
セ
ネ

ガ
ル
の
ア
ッ
サ
ム
さ
ん
と
カ
メ
ル
l
ン
の
ワ
ッ
シ
ー
さ
ん
の
打
楽
器

演
奏
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、
合
的
助
も
大
ノ
リ
だ
っ
た
。

第
二
部
は
「
市
民
と
議
員
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
。
司
会

は
弁
護
士
の
海
渡
雄
一
さ
ん
。
議
員
は
保
坂
展
人
さ
ん
(
社
会
民
主

党
衆
議
院
議
員
・
衆
議
ι伊
法
務
委
員
会
委
呂
と
筑
紫
建
彦
さ
ん
(
新

社
会
党
政
策
委
員
長
)
。
新
進
党
の
上
田
勇
さ
ん
、
民
主
党
の
佐
々
木

秀
典
さ
ん
は
文
書
参
加
、
二
院
ク
ラ
ブ
の
佐
藤
道
夫
さ
ん
が
『
S
A

p
-
O』
に
書
か
れ
た
法
案
反
対
の
文
章
も
秤
科
と
し
て
配
ら
れ
た
。

ま
ず
筑
紫
さ
ん
が
、
組
織
犯
罪
対
策
法
の
三
つ
の
側
面
合
組
織

犯
罪
法
@
益
聴
法
@
刑
事
訴
訟
法
の
「
改
正
」
)
を
解
説
。
「
殺
人
・
内

乱
・
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
な
ど
の
凶
悪
犯
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
い

犯
罪
の
範
囲
、
ま
た
は
犯
罪
の
疑
い
を
も
た
れ
た
だ
け
で
盗
聴
が
合

法
に
な
る
」
と
指
摘
。
広
範
に
、
し
か
も
あ
い
ま
い
な
形
で
、
既
成

の
秩
序
や
権
力
に
異
義
申
し
立
て
を
す
る
も
の
を
作
娯
が
押
さ
え
こ

む
と
い
う
、
考
え
ら
れ
な
い
法
案
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
制
し
た
。

保
坂
さ
ん
は
「
自
民
党
は
実
際
に
法
を
つ
く
る
情
万
は
あ
ま
り
な

く
、
法
務
付
楽
に
お
ん
ぶ
し
て
い
る
」
と
発
言
。
「
違
法
な
盗
聴
な
ら

も
う
す
で
に
や
ら
れ
て
い
る
。
共
産
党
の
緒
方
的
夫
議
民
へ
の
盗
聴

事
件
は
珍
し
く
発
見
さ
れ
た
ケ
1
ス
で
、
大
部
分
は
み
つ
か
ら
な
い
」

と
、
盗
聴
に
「
法
的
根
拠
」
を
与
え
た
い
幹
・
M
M
側
の
な
凶
を
話
し
た
。

海
渡
さ
ん
か
ら
は
「
も
し
、
犯
罪
と
ま
っ
た
く
関
係
な
い
通
信
を

傍
受
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
録
音
は
し
て
は
い
け
な
い
が
、
か
聞
い

て
も
い
い
。
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
m
H
・M
M
は
そ
れ
を
も
ら
し

て
も
罪
に
は
問
わ
れ
な
い
。
こ
れ
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
れ
な
い
」

と
指
摘
が
あ
っ
た
。

会
場
か
ら
は
「
団
体
・
組
織
の
活
動
の
方
が
個
人
よ
り
刑
が
重
く

な
る
(
刑
の
加
重
)
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
質
問
が
あ
り
、
海

渡
さ
ん
か
ら
「
例
え
ば
殺
人
な
ら
個
人
犯
出
だ
と
最
低
三
年
の
懲
役
。

団
体
だ
と
最
低
五
年
。
ど
ん
な
犯
罪
で
も
最
低
線
が
上
が
る
こ
と
に

な
る
」
と
説
明
。
ま
た
「
上
程
の
可
能
性
は
?
」
と
い
う
質
問
に
保

坂
さ
ん
は
「
社
民
党
は
法
務
省
に
三
十
項
目
の
質
問
を
提
出
し
て
い

る
が
、
法
務
省
は
い
ま
だ
に
会
蔀
答
え
終
わ
っ
て
い
な
い
。
時
間
は

引
き
伸
ば
し
た
が
、
反
対
の
世
論
が
ま
だ
盛
り
上
が
っ
て
い
な
い
。

来
年
の
参
議
院
選
に
向
け
、
組
対
法
の
危
険
が
一
般
の
人
た
ち
に
も

及
ぶ
ん
だ
と
い
う
世
論
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
」
と
、
市
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民
側
の
運
動
に
エ

l
ル
を
送
っ
た
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
盗
聴
の
対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

十
二
月
九
日
(
火
)
に
は
「
異
義
あ
り
!
盗
聴
法
/
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
危
な
い
」
が
〈
J
C
A反
盗
聴
法
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
主
催
で
渋

谷

区

勤

労

福

祉

会

館

で

開

催

さ

れ

た

。

(

あ

)

一
九
九
六
年
度
東
京
女
性
財
団

自
主
活
動
・
自
主
研
究
助
成
報
告
会

ロ
月
6
日
(
土
)
に
行
な
わ
れ
た
墾
尽
耳
は
今
年
で
四
回
目
。
報

血尽
E

は
全
体
報
告
と
分
野
別
墾
口
に
分
か
れ
、
全
体
会
で
は
自
主
活

動
十
八
組
、
自
主
研
究
二
十
三
組
の
中
か
ら
遷
は
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
二

組
が
発
表
を
行
な
っ
た
。

自
主
活
動
は
〈
女
性
施
策
を
考
え
る
会
〉
の
「
『
都
内
女
性
セ
ン
タ
ー

情
報
何
』
の
作
成
」
と
今
ノ
ラ
ウ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
の
「
ジ
ェ
ン

ダ
1
の
視
点
に
よ
る
男
女
平
等
教
育
・
開
発
教
育
教
材
の
制
作
」
。

蔀
内
女
性
セ
ン
タ
ー
情
報
%
』
は
都
内
二
十
七
館
の
女
性
セ
ン

タ
ー
を
直
接
訪
問
し
、
行
政
担
当
者
と
利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
、
結
果
を
分
析
し
て
四
項
目
(
ハ

l
ド

面
・
ソ
フ
ト
面
・
行
政
の
姿
勢
・
個
性
的
ポ
イ
ン
ト
)
を
五
段
階
相

対
評
価
し
て
二
十
点
満
点
に
ま
と
め
た
労
作
。
調
査
の
結
果
、
総
合

評
価
一
位
に
輝
い
た
の
は
「
足
立
区
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
L
・ソ

フ
ィ
ア
)
」
で
十
八
・

τ白吋

今
ノ
ラ
ウ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
の
作
成
し
た
冊
子
『
ひ
ら
け
ご

ま
イ
ラ
ス
ト
で
よ
む
北
京
女
性
会
議
「
行
動
綱
領
」
』
は
、
イ
ラ
ス

ト
で
行
動
綱
領
の
各
項
目
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
、
自
治
体
に
も
評

判
が
高
い
。
「
チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
カ
ッ
ト
に
大
い
に
利

用
し
て
ほ
し
い
」
と
作
成
者
は
語
っ
た
。

自
主
研
究
は
三
井
マ
リ
子
さ
ん
ほ
か
四
名
の
「
ス
テ
イ
ト
・
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
の
国
ノ
ル
ウ
ェ
ー
」
と
〈
あ
ご
ら
〉
の
「
北
京
会
誠
に
お

け
る
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
・
地
方
自
治
体
・
N
G
O
の
活
動
霊
巴
。

三
井
さ
ん
は
現
地
の
写
真
を
折
り
交
ぜ
な
が
ら
、
ク
オ
l
タ
制
・

女
性
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
選
挙
制
度
な
ど
に
つ
い
て
報
告
。
す
で
に

閣
僚
の
四
五
%
が
女
性
と
い
う
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
実
態
に
、
会
場
か
ら

た
め
息
が
も
れ
た
。

〈
あ
ご
ら
〉
は
地
方
向
戸
治
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
し
ぼ
っ
て
斎
藤

千
代
さ
ん
と
芦
津
礼
子
さ
ん
が
霊
口
(
内
容
は
こ
の
号
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
)
。

分
野
別
墾
口
は
「
労
働
」
「
N
P
O活
動
・
地
域
活
動
」
「
女
性
と
暴

力
」
の
三
分
野
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
三
組
が
豊
口
を
行
な
っ
た
。
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沖縄から

川

女

定

ち

は

立

ち

上

が

る

!

州

川

l
l溜
工

ヘ

阻

比

ヘ

向

け

て

I

|
川

普
天
間
基
地
返
還
の
代
替
施
設
と
さ
れ
る
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト

(
新
た
な
海
上
基
地
)
建
設
の
是
非
を
問
う
名
護
市
民
投
票
の

申
布
施
(
十
二
月
一
干
一
日
)
笠
間
に
、
反
対
・
賛
成
双
方
の
動

き
が
激
し
く
な
る
中
で
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
予
定
現
地
(
名
護
市
東

海
岸
H
旧
久
志
村
)
を
は
じ
め
沖
縄
県
各
地
で
女
た
ち
が
立
ち

上
が
っ
て
い
ま
す
。
「
経
済
振
興
」
を
エ
サ
に
、
カ
ネ
さ
え
与
え

れ
ば
ど
ん
な
基
地
も
受
け
入
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
、
沖
縄
住
民

を
あ
ま
り
に
も
愚
弄
し
た
日
本
政
府
に
対
す
る
怒
り
、
女
や
子

ど
も
た
ち
の
人
権
が
ま
す
ま
す
脅
か
さ
れ
る
こ
と
へ
の
危
機

感
、
暮
ら
し
と
自
然
を
こ
れ
以
上
破
壊
し
た
く
な
い
と
い
う
切

実
な
思
い
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
述
動
に
か
か
わ
っ
て
き
た
女
た

ち
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
秒
速
励
。
と
縁
の
な
か
っ
た
女
た
ち
が
、

津
々
浦
々
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
動
き
は
じ
め
た
の
で
す
。

現
地
の
〈
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
建
設
阻
止
久
志
十
三
区
女

性
の
会
〉
、
名
護
巾
内
外
の
市
民
に
よ
る
公
叩
ど
う
宝
・
ウ
ー
マ

ン
パ
ワ
l
ズ
(
愛
称
・
や
る
き
l
ず
)
〉
、
意
見
広
告
で
反
対
の
窓

見
を
示
そ
う
と
呼
び
か
け
る
〈
へ
リ
恭
地
N
O
-
-女
性
た
ち
の

会
〉
、
普
天
間
基
地
周
辺
に
住
む
女
た
ち
を
中
心
に
多
く
の
女
た

グ
ヲ

1

ち
の
声
を
集
め
た
い
と
つ
く
ら
れ
た
〈
カ
マ
ド
ゥ
小
の
集
い
(
カ

マ
ド
ゥ
は
沖
縄
の
古
い
女
性
名
)
〉
、
〈
基
地
・
軍
隊
を
許
さ
な
い

行
動
す
る
女
た
ち
の
会
〉
な
ど
市
民
グ
ル
ー
プ
で
構
成
す
る
〈
海

上
基
地
な
ん
て
と
1
ん
で
も
な
い
、
沖
縄
女
た
ち
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
〉
、
立
場
を
超
え
て
女
の
力
を
結
集
し
よ
う
と
結
成
さ
れ

た
〈
海
上
基
地
建
設
に
反
対
す
る
女
性
の
会
〉
な
ど
が
次
々
に

誕
生
し
、
生
活
レ
ベ
ル
か
ら
側
窓
工
夫
を
こ
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
述
動
、
た
た
か
い
を
同
開
閉
し
て
い
ま
す
。
各
グ
ル
ー
プ
の
横

の
連
携
も
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
名
護
巾
と
市
外
の
女
性
と
が

ペ
ア
を
組
ん
で
の
戸
別
訪
問
や
、
市
外
か
ら
も
で
き
る
電
話
に

よ
る
反
対
呼
び
か
け
な
ど
、
市
民
投
開
閉
の
勝
利
に
向
け
て
全
力

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

沖
縄
で
は
古
く
か
ら
「
イ
ナ
グ
ヤ
イ
ク
サ
ヌ
サ
チ
パ
イ
(
女

は
い
く
さ
の
先
駆
け
)
と
言
わ
れ
、
女
が
た
た
か
い
の
先
頭
に

立
て
ば
必
ず
勝
て
る
、
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
「
い
く
さ
」
を
豆
a

和
」
に
読
み
換
え
て
「
イ
ナ
グ
ヤ
へ
イ
ワ
ヌ
サ
チ
パ
イ
」
と

も
言
わ
れ
ま
す
。
全
国
の
女
た
ち
の
声
や
思
い
を
ど
う
ぞ
寄
せ

て

下

さ

い

。

(

浦

良

債

子

)
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沖縄から

川
ヘ
リ
ポ
ー
ト
い
ら
な
い
名
護
市
民
の
会
の
給
は
が
き
酬

辺
野
古
の
海
は
命
を
育
む
豊
か
な
美
ら
(
ち
ゅ
ら
)
海
、
み

ん
な
で
こ
の
海
を
守
ろ
う
!
と
、
〈
ヘ
リ
ポ
ー
ト
い
ら
な
い
名
護

市
民
の
会
〉
が
「
命
育
む
美
ら
海
」
の
絵
は
が
き
を
作
成
し
た
。

辺
野
古
の
海
は
、
一
度
死
滅
し
た
サ
ン
ゴ
が
最
近
新
た
に
蘇
生

し
て
、
今
年
六
月
に
は
産
卵
も
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
天
然
記

念
物
ジ
ュ
ゴ
ン
が
生
息
し
、
美
し
い
海
の
な
か
に
豊
か
な
生
態

系
が
息
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
一
・
五
キ
ロ
×

0
・
六
キ
ロ

と
い
う
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
が
建
設
さ
れ
た
場
合
、
こ
れ
ら

の
貴
重
な
生
物
の
住
む
場
所
が
破
壊
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

騒
音
・
水
質
汚
染
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
破
壊
が
予
想
さ
れ
、

生
態
系
に
悪
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

辺
野
古
の
美
ら
海
と
、
貴
重
な
動
植
物
の
宝
庫
・
山
原
(
ゃ

ん
ば
る
)
を
守
り
、
未
来
に
残
し
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て

作
成
さ
れ
た
「
命
育
む
美
ら
海
」
の
絵
は
が
き
は
五
枚
組
で
、

写
真
家
の
守
最
康
博
さ
ん
が
撮
影
し
た
上
空
か
ら
の
海
・
対
岸

か
ら
の
海
・
海
中
の
サ
ン
ゴ
な
ど
の
写
真
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
る
。
美
し
い
マ
リ
ン
ブ
ル
l
の
海
の
絵
は
が
き
を
友
人
・
知

人
に
送
っ
て
、
辺
野
古
の
海
の
こ
と
を
伝
え
て
ほ
し
い
と
、
市

民
の
会
は
訴
え
て
い
る
。
絵
は
が
き
は
一
セ
ッ
ト
五
百
円
。
申

し
込
み
は
「
ヘ
リ
ポ
ー
ト
い
ら
な
い
市
民
の
会
宮
城
康
博
さ

ん
」
ま
で
。
干
9
0
5
沖
縄
県
名
護
市
名
護
1
5
9
1

F
A
X
 n
u
n
u
d口
δ
n
u
-
R
u
s
ι
τ

・n
d
P
O
S
H
-
q
d

酬
額
刀
イ
ド
ラ
イ
ン
巳
異
義
あ
り
l
全
国
縦
断
キ
ャ
ラ
バ
ン
川

十
一
月
一
日
沖
縄
で
の
「
チ
ャ
ン
プ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

i
n
沖

縄
」
を
出
発
点
に
交
流
の
輸
を
広
げ
て
き
た
〈
新
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
異
義
あ
り
!
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
〉
。
反
戦
地
主
会
会
長
の
照

屋
秀
侍
さ
ん
、
〈
基
地
・
軍
隊
を
許
さ
な
い
行
動
す
る
女
た
ち
の

会
〉
の
高
国
語
代
さ
ん
な
ど
八
人
が
実
行
委
員
会
の
共
同
代
表

に
な
り
、
全
国
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
団
体
の
協
力
で
進
め
ら
れ
て

き
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
十
一
月
三
十
日

(
日
)
に
「
ち
ゃ
ん
ぷ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

i
n
東
京
」
が
行
な
わ

れ
た
。
津
田
塾
大
の
ダ
グ
ラ
ス
・
ラ
ミ
ス
さ
ん
、
独
協
大
の
山

内
敏
広
さ
ん
に
加
え
、
北
海
道
・
別
海
町
か
ら
〈
米
軍
く
る
な

女
性
の
会
〉
の
菅
名
ま
ち
子
さ
ん
が
米
軍
演
習
場
整
担
に
基
耐

を
訴
え
た
。
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阪神から

川
「
災
害
被
災
者
等
支
農
産
実
現
ヘ
国
会
議
員
も
動
く
川

士
月
四
日
(
さ
昼
士
一
時
半
か
ら
、
今
臨
時
国
会
で
の

「
災
害
被
災
章
受
扱
法
」
成
立
を
目
。
し
て
、
法
案
賛
同
の

超
党
派
国
会
議
員
た
ち
が
有
楽
町
・
マ
リ
オ
ン
前
で
リ
レ
ー

ト
l
ク
。
そ
の
直
後
〈
「
被
災
者
に
公
的
援
助
を
!
」
市
民
H
議

員
立
法
推
進
本
部
〉
の
主
催
で
、
参
議
院
議
員
会
館
で
、
記
者

会
見
を
兼
ね
た
撃
口
会
を
行
な
っ
た
。

ま
ず
参
議
院
災
害
特
別
委
員
会
の
本
岡
昭
次
議
員
(
民
主
党
)

が
、
「
災
害
特
別
委
員
会
で
は
理
事
懇
談
会
を
三
回
ほ
ど
持
っ
て

論
議
を
し
た
。
浦
田
勝
委
員
長
は
『
全
国
知
事
会
が
出
し
て
き

た
〈
被
災
者
担
且
支
援
基
金
〉
と
合
わ
せ
て
勉
強
会
を
聞
く
の

は
ど
う
か
』
と
提
案
し
、
新
進
党
も
独
自
案
を
出
し
た
い
窓
向

な
の
で
、
ま
ず
は
勉
強
会
と
い
う
こ
と
で
合
意
し
た
。
し
か
し
、

知
事
会
案
に
対
し
て
自
民
党
が
修
正
案
を
出
し
た
の
だ
が
、
そ

れ
に
対
す
る
知
事
会
と
し
て
の
窓
見
が
ま
と
ま
っ
て
お
ら
ず
、

現
在
知
事
会
案
は
論
議
で
き
な
い
状
態
。
そ
れ
さ
え
ま
と
ま
れ

ば
勉
強
会
に
入
れ
る
」
と
、
現
在
の
状
況
を
説
明
。
衆
諮
緊

害
特
別
委
員
会
の
方
か
ら
は
、
生
方
幸
夫
議
員
(
民
主
き
が

「委
H
H
会
で
の
現
地
視
察
を
提
案
し
、
謀
本
的
に
了
承
さ
れ
た
。

m

国
会
終
了
後
で
は
な
味
が
な
い
の
で
、
そ
の
前
に
行
な
う
よ
う

要
請
し
た
。
ま
た
、
特
別
小
委
員
会
を
つ
く
る
こ
と
を
提
案
し
、

自
民
党
も
一
応
強
削
の
方
向
」
と
霊
口
し
た
。

推
進
本
部
代
表
の
小
田
実
さ
ん
は
「
空
気
は
明
ら
か
に
審
議

の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
法
案
は
正
式
に
提
出
さ

れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ま
ず
は
審
議
し
て
ほ
し
い
。
新
進
党
や

知
事
会
の
案
も
拒
否
す
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
発
言
。
引
き
続

き
芳
運
動
、
賛
同
団
体
・
個
人
の
受
け
付
け
、
兵
庫
県
知
事
・

控
戸
市
長
と
の
連
現
地
方
議
会
で
の
支
援
法
」
支
持
の
意

見
書
採
択
推
進
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

川

成

立

を

目

指

し

座

り

込

み

酬

会
期
末
が
近
づ
く
十
二
月
五
日
か
ら
十
二
日
に
か
け
て
、
参

議
院
議
員
会
詰
前
で
被
災
者
が
交
替
で
座
り
込
み
、
支
援
法
の

成
立
を
訴
え
た
。
ま
た
、
参
議
契
害
特
別
委
員
会
が
聞
か
れ

る
十
二
月
十
日
に
は
飽
戸
か
ら
十
七
人
の
被
災
者
が
上
京
し
、

国
会
前
で
訴
え
た
。
災
虫
特
別
委
員
会
の
勉
強
会
は
午
後
二
時

か
ら
四
時
、
市
民
側
か
ら
代
表
の
小
田
突
さ
ん
と
弁
護
士
の
伊



阪神から

賀
興
一
さ
ん
が
出
席
し
て
法
案
の
説
明
を
行
な
っ
た
。

本
岡
昭
次
議
員
は
、
勉
強
会
後
の
墾
尽
E
で
「
市
民
日
議
員

立
法
」
の
ほ
か
に
自
民
党
案
、
野
党
三
党
案
、
員
原
兵
庫
県
知

事
ら
発
案
の
「
基
金
制
度
」
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
議
論
が
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
、
「
災
害
特
別
委
員
会
の
浦
田
委

員
長
が
、
勉
強
会
の
最
後
に
国
会
上
程
へ
の
前
向
き
な
決
意
表

明
を
し
た
。
今
国
会
で
は
日
程
的
に
上
程
は
無
理
だ
が
、
来
年

の
通
常
国
会
へ
継
続
審
議
に
も
っ
て
い
け
る
見
通
し
」
と
、
目

途
が
つ
い
た
こ
と
を
墾
口
し
た
。
小
田
実
さ
ん
と
共
に
共
同
発

案
者
と
し
て
委
員
会
で
発
言
を
行
な
っ
た
田
英
夫
議
員
は
「
私

は
二
十
七
年
間
国
政
に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
う
い
う
形
の
勉

強
会
は
初
め
て
。
委
員
長
が
市
民
代
表
を
招
い
て
発
言
さ
せ
る

よ
う
な
形
は
極
め
て
異
例
で
画
期
的
な
こ
と
。
党
同
士
の
垣
根

も
こ
う
い
う
場
合
は
越
え
て
い
く
べ
き
」
と
、
学
習
会
の
意
義

を
高
く
評
価
し
た
。
市
民
側
の
小
田
実
さ
ん
は
「
と
も
か
く
全

党
の
案
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
で
や
っ
と
公
的
支
援
の
必
要
性

が
前
提
に
な
っ
た
。
日
本
に
は
こ
れ
ま
で
そ
う
い
う
考
え
す
ら

な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
私
た
ち
の
運
動
で
こ
こ
ま
で
持
っ
て
こ

ら
れ
た
の
は
よ
か
っ
た
。
し
か
し
、
自
民
党
案
は
阪
神
大
震
災

に
遡
及
さ
れ
な
い
内
容
で
、
し
か
も
給
付
額
も
百
万
円
が
上
限

な
の
は
不
十
分
。
野
党
案
は
阪
神
大
震
災
の
み
に
適
用
さ
れ
る

内
容
で
恒
久
的
で
は
な
い
し
、
基
金
制
度
は
阪
袖
被
災
者
に
は

適
用
さ
れ
な
い
。
や
は
り
私
た
ち
が
考
え
て
き
た
案
が
一
番
現

状
に
合
っ
て
い
る
の
で
は
」
と
発
言
。
伊
賀
さ
ん
は
「
個
人
保

障
は
で
き
な
い
と
政
府
は
言
う
が
、
憲
法
で
は
何
ら
規
制
さ
れ

て
い
な
い
。
今
ま
で
そ
う
い
う
政
策
が
な
か
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
、
こ
の
法
案
が
被
災
者
へ
の
恩
恵
な
の
か
、
そ
れ
と
も
被

災
者
の
権
利
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
議
論
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
今
後
の
課
題
を
分
析
し
た
。

被
災
地
か
ら
は
〈
公
的
援
助
法
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉
の
中
島
絢

子
さ
ん
が
「
私
た
ち
は
や
は
り
、
こ
の
国
会
で
も
法
案
が
か
つ

る
し
。
に
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
」
と
厳
し
い
発
言
。
推
進
本

部
事
務
局
長
の
玄
香
美
さ
ん
は
「
前
回
の
国
会
で
継
続
審
議
に

な
っ
た
と
き
、
私
た
ち
は
喜
ん
だ
が
、
今
度
は
喜
ば
な
い
。
そ

れ
は
か
あ
た
り
ま
え
u

だ
か
ら
」
と
結
ん
だ
。
と
も
か
く
廃
案

は
避
け
ら
れ
そ
う
だ
が
、
次
期
通
常
国
会
で
は
金
額
の
問
題
も

含
め
、
「
公
的
援
助
」
の
中
身
の
議
論
で
も
め
る
こ
と
に
な
り
そ

う
。
被
災
者
の
一
人
の
「
自
分
が
自
殺
し
た
ら
保
険
金
で
家
族

が
食
べ
て
い
け
る
と
考
え
た
が
、
未
遂
に
終
わ
っ
た
。
法
案
成

立
が
心
の
支
え
」
と
い
う
発
言
が
、
重
く
心
に
残
っ
た
。
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〈
シ
リ
ー
ズ
・
母
を
語
る

母
と
父
l

育
て
あ
い
、

5 
、〆

84 

磨
き
あ
っ

た
人
生

寿
岳

章
子

家
が
没
若
し
、
女
学
校
を
中
退
し
芝
田

私
は
〈
あ
ご
ら
〉
の
斎
藤
さ
ん
か
ら
「
母
を
語
る
」
を
頼
ま
れ
ま
し
た
と
き
、
語
り
た
く
て
仕
方
が
な
い
も
の
で
、
い

い
お
話
だ
と
思
っ
て
た
ち
ど
こ
ろ
に
お
受
け
し
て
、
京
都
か
ら
東
京
に
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。

母
が
死
に
ま
し
て
今
年
↑
七
回
忌
を
迎
え
ま
す
。
死
ん
で
長
い
月
日
が
経
つ
の
だ
け
れ
ど
、
昨
日
ま
で
い
た
よ
う
に
、

今
で
も
一
緒
に
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
ほ
ど
、
母
と
共
に
長
い
人
生
を
暮
ら
し
た
と
思
う
の
で
す
。

母
が
生
ま
れ
た
の
は
一
九
O
一
年
で
す
。
父
が
一
九
O
O年
で
わ
か
り
や
す
く
て
、
母
が
一
つ
下
に
な
り
ま
す
。
満
七

十
九
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
七
十
歳
か
ら
先
は
ほ
と
ん
ど
病
床
に
つ
き
、
足
掛
け
三
年
の
入
院
生
活
で
、
そ
の
時
の
切

な
か
っ
た
こ
と
は
言
い
難
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
こ
と
は
『
永
遠
の
水
汲
む
我
が
母
』
と
い
う
私
の
本
に
か
な
り
書
き
ま

し
た
。母
の
実
家
は
元
々
か
な
り
高
禄
の
紀
伊
の
田
辺
諸
の
武
士
の
出
だ
っ
た
ら
し
い
の
で
す
。
や
が
て
維
新
に
な
っ
て
大
阪

に
出
ま
し
た
が
、
母
の
父
、
つ
ま
り
私
の
祖
父
は
鉱
山
の
こ
と
を
研
究
し
て
い
て
、
初
め
の
う
ち
は
羽
振
り
よ
く
暮
ら
し



て
い
た
の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
暮
ら
し
が
立
ち
に
く
く
な
り
ま
し
た
。

母
も
小
さ
い
時
は
女
中
さ
ん
も
い
て
お
乳
母
日
傘
で
育
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
暮
ら
し
が
階
段
を
転
げ
落
ち
る
よ
う
に

悪
く
な
り
、
母
が
女
学
校
に
行
き
か
け
た
時
に
家
の
経
済
状
態
が
破
滅
的
に
な
り
、
女
学
校
に

一
年
と
何
か
月
し
か
行
か

れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
学
歴
は
小
学
校
卒
で
す
。

祖
母
が
家
計
を
助
け
る
た
め
に
小
さ
な
文
房
具
屋
を
聞
い
て
、
家
事
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
全
部
母
に
か
ぶ
さ
っ

て
き
た
の
で
す
。
母
は
十
三
、
四
歳
の
頃
か
ら
家
事
を
全
部
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
今
ど
き
の
ぼ
け
っ
と
し

た
女
の
子
を
見
る
に
つ
け
、
母
は
大
変
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

女
学
校
は
一
応
受
け
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
も

一
人
で
受
け
に
い
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
も
そ
の
時
に
最
初

の
メ
ン
ス
が
起
こ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
カ
ッ
と
な
っ
て
今
の
大
手
前
宣
同
校
、
当
時
の
梅
田
女
学
校
は
落
ち
た
わ
け
で
す
。

そ
し
て
金
蘭
会
と
い
う
梅
田
女
学
校
の
同
窓
会
が
作
っ
て
い
る
女
学
校
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
良
い
成
績
の
者

一
人

が
梅
田
女
学
校
に
入
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
母
は
そ

の
一
人
に
選
ば
れ
て
大
手
前
に
入
り
ま
し
た
。

で
も
、

喜
ん
で
勉
強
を
始
め
た
の
に
中
退
す
る
羽
田
に

な
り
、
そ
の
あ
と
は
家
の
こ
と
に
追
わ
れ
る
生
活
に
な
り

ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
家
事
を
よ
く
や
り
、
裁
縫
も
習
っ
た

こ
と
は
な
い
の
に
器
用
な
人
で
、
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
ま

し
た
。
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母
は
い
ろ
い
ろ
悲
し
か
っ
た
こ
と
を
話
し
て
い
ま
し

た
。
例
え
は
祖
母
が
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
を
漬
け
る
と
き
、
母
は
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瓶
に
入
れ
た
酢
を
嬰
ら
な
い
と
思
っ
て
拾
て
て
し
ま
っ
た
。
祖
父
が
怒
っ
て
ピ
シ
ャ
ツ
と
叩
か
れ
て
本
当
に
悲
し
か
っ
た
。

「
知
っ
て
い
れ
ば
捨
て
な
か
っ
た
の
に
」
と
言
っ
て
ま
し
た
が
、
ま
だ
子
ど
も
で
す
か
ら
ね
、
司
4

哀
相
に
」
と
思
い
ま
し
た
。
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失
明
し
た
兄
の
絶
望
を
み
て

そ
の
う
ち
大
変
な
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。
母
は
長
女
で
す
が
、
上
に
兄
が
い
ま
し
た
。
跡
継
ぎ
と
い
う
こ
と
で
、
早
稲

田
大
学
の
理
工
学
部
に
入
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
突
然
失
明
し
た
の
で
す
。
東
京
に
下
宿
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
河
本
病

院
と
い
う
翠
尽
で
は
随
一
の
眼
科
病
院
で
手
術
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
積
周
目
は
明
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
兄
の
看
病
に
、
最
初
は
母
親
(
祖
母
)
が
つ
い
た
の
で
す
が
、
商
売
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
私
の
母
が
十
四
、
五
歳

で
代
わ
り
に
つ
い
た
の
で
す
。
そ
の
辺
の
こ
と
は
母
が
最
初
に
書
い
た
小
説
罰
』
に
詳
し
く
書
い
て
あ
り
ま
す
。

一
時
は
少
し
良
く
な
り
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
先
生
が
目
の
包
帯
を
取
っ
て
「
こ
の
指
何
本
あ
り
ま
す
か
」
と
聞
く

と
河
本
」
と
答
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
あ
る
時
、
「
今
日
は
何
も
見
え
な
い
。
曇
っ
て
い
る
の
か
」

と
言
う
の
で
す
。
母
が
空
を
見
る
と
容
の
美
し
い
朝
で
、
澄
み
き
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
「
あ
っ
」
と
思
っ
た
け
ど
、
「
う
ん
、

少
し
ぼ
ん
や
り
し
て
る
わ
」
と
答
え
た
の
で
す
。

先
生
が
回
診
で
「
何
も
見
え
な
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
て
、
そ
れ
で
決
定
的
に
。
も
う
手
術
し
て
も
永
久
に

目
が
見
え
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
病
名
は
虹
彩
脈
絡
膜
な
ん
と
か
と
い
う
、
舌
を
噛
み
そ
う
な
金
則
で
、
今
で
も

そ
の
宮
司
に
な
る
と
治
り
に
く
い
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
大
阪
の
実
家
に
帰
る
羽
田
に
な
り
ま
し
た
。

す
，

そ
の
聞
の
こ
と
が
母
の
小
説
に
出
て
い
ま
す
。
母
は
娘
ら
し
く
桃
割
れ
に
結
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、
髪
を
杭
い
て

い
る
と
、
兄
が
「
何
を
し
て
い
る
ん
だ
」
と
怒
る
。
そ
の
時
の
悲
し
さ
な
ど
を
書
い
て
い
て
、
今
の
中
堂
生
が
そ
ん
な
こ
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と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
・
・
:
:
と
思
わ
ず
に
お
れ
ま
せ
ん
。

大
阪
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
、
兄
は
毎
日
号
泣
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
ち
ゃ
ぶ
台
に
突
っ
伏
し
て
お
ん
お
ん
と
泣
き
通
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
中
す
ぽ
み
の
と
こ
ろ
に
涙
が
溜
ま
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
母
は
そ
の
時
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
が
、
「
ほ
ん
ま
に
人
間
ゅ
う
た
ら
、
な
ん
ぼ
で
も
涙
が
出
る
ん
え
」
と
。
煩
悶
し
て
煩
悶
し
て
、
あ
る
時
は
武
士
の
家

で
す
か
ら
騒
注
し
が
箪
笥
に
入
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
喉
に
突
き
刺
そ
う
と
し
た
立
別
に
祖
母
が
す
が
り
つ
い
て
、

「
目
が
見
え
ん
で
も
、
あ
ん
た
が
生
き
て
る
だ
け
で
私
も
生
き
て
る
ん
だ
か
ら
」
と
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

兄
の
再
起
ー
ー
ー
再
び
学
問
の
道
ヘ

そ
の
う
ち
泣
い
て
ば
か
り
い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
と
、
兄
も
次
の
道
を
探
し
始
め
ま
し
た
。

ま
ず
は
誠
灸
あ
ん
ま
を
始
め
た
の
で
す
が
、
二
十
歳
過
ぎ
て
途
中
で
失
明
し
た
者
は
う
ま
く
い
か
な
い
し
、
も
と
も
と

大
学
で
学
ん
で
い
る
よ
う
な
イ
ン
テ
リ
で
す
か
ら
ピ
ン
と
来
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
急
に
や
っ
て
も
う
ま
く
も
な
り
ま

せ
ん
。
や
は
り
勉
強
し
た
い
。
盲
人
が
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
で
き
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
に
か
ら

れ
ま
し
た
。
ど
こ
か
入
れ
る
大
学
は
な
い
か
い
な
と
い
う
こ
と
で
、
専
門
学
校
で
す
が
関
西
学
院
と
い
う
私
立
校
に
入
り

ま
し
た
。
束
大
、
京
大
は
、
今
も
そ
う
い
う
人
を
入
れ
る
こ
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
よ
。
東
大
、
京
大
は
何
し
ろ
女
も
入

れ
る
こ
と
を
考
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
か
ら
ね
。
戦
後
の
新
憲
法
で
や
っ
と
渋
々
入
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
東
大
に

も
占
尽
大
に
も
す
ご
く
恨
み
が
あ
り
ま
す
(
笑
)
。
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私
が
行
っ
た
東
北
大
学
は
、
大
正
二
年
に
す
で
に
女
を
入
れ
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
鰐
し
い
こ
と
で
し
た
。

な
の
に
文
部
省
が
怒
っ
て
き
て
|
|
こ
こ
に
文
部
省
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
で
し
ょ
う
ね
(
笑
)
。
私
は
教
科
書
裁
判

の
集
会
の
時
も
言
い
ま
し
た
が
、
「
何
で
女
を
入
れ
た
」
と
も
の
す
ご
く
大
学
に
対
し
て
怒
っ
た
の
で
す
。
文
部
省
が
お
か

し
い
の
は
あ
の
辺
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
「
女
が
帝
国
大
学
に
な
ぜ
行
か
ね
ば
な
ら
ん
」
と
か
「
前
例
こ
れ
無

き
こ
と
に
候
」
と
か
候
文
で
告
い
で
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
盲
人
も
国
立
の
大
学
に
入
れ
る
と

こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
関
西
学
院
に
は
、
す
で
に
熊
谷
さ
ん
と
い
う
、
や
は
り
盲
人
で
牧
師
に
な
ら
れ
た
方
が
入
っ
て
お
ら
れ
た
実
績

が
あ
っ
た
の
で
す
。
小
さ
い
小
さ
い
大
学
で
す
が
、
専
門
部
位
ザ
科
の
英
文
学
科
に
伯
父
は
入
っ
た
の
で
す
。

母
は
今
度
は
身
の
周
り
の
世
話
、
そ
れ
か
ら
本
を
読
ん
で
あ
げ
た
り
、
大
阪
か
ら
祖
戸
ま
で
洗
濯
物
を
取
り
に
行
っ
た

り
、
し
ん
ど
い
思
い
を
し
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
の
ち
に
こ
の
兄
、
私
の
伯
父
で
あ
る
岩
橋
武
夫
は
、
日
本
の
最
初
の
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
|
|
世
界
十
三
番
目
だ

そ
う
で
す
が
l
ー
を
作
り
、
日
本
で
近
代
的
な
盲
人
の
歩
み
を
し
た
最
初
の
改
革
者
と
な
っ
た
の
で
す
。

私
は
今
日
午
前
は
京
都
で
、
岩
橋
伯
父
を
助
け
た
鳥
井
徳
次
郎
さ
ん
と
い
う
方
が
設
立
し
た
鳥
井
貨
を
さ
し
上
げ
る
会

が
あ
っ
た
の
で
出
て
い
た
の
で
す
。

鳥
井
先
生
も
苦
労
な
さ
っ
て
京
都
で
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
作
ら
れ
た
の
で
す
。
今
日
、
貨
を
取
ら
れ
た
の
は
キ
ム
チ
ン
フ

さ
ん
と
い
う
韓
国
の
方
な
ん
で
す
。
金
さ
ん
は
韓
国
の
盲
学
校
を
出
て
日
本
に
来
ら
れ
て
、
蹴
灸
あ
ん
ま
で
盲
人
の
暮
ら

し
が
立
つ
の
は
日
本
だ
け
な
の
で
す
が
、
そ
れ
を
韓
国
で
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
の
で
、
来
日
し
て
根
を
下
ろ
し
た
方
な

の
で
す
。
世
界
レ
ベ
ル
で
ネ
パ

1
ル
や
ス

l
ダ
ン
な
ど
か
ら
盲
人
を
呼
び
集
め
て
勉
強
さ
せ
て
、
生
き
て
い
け
る
よ
う
な

手
助
け
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
う
い
う
す
ば
ら
し
い
方
に
貨
を
差
し
上
げ
た
の
で
す
。
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頑
張
つ
だ
回
へ
の
ご
褒
美
|
|
父
と
の
出
会
い

母
の
一
生
を
思
う
と
、
運
命
と
い
う
の
は
頑
張
る
と
き
に
輝
く
も
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。
母
も
友
達
は
女
学
校
で
楽
し

い
思
い
を
し
て
い
る
時
に
自
分
の
楽
し
み
は
何
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
兄
を
助
け
て
頑
張
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
そ

の
た
め
に
と
い
う
か
、
ご
褒
美
が
あ
っ
た
の
で
す
。
串
稿
武
夫
が
入
っ
た
学
年
に
、
私
の
父
、
寿
岳
文
章
が
入
っ
て
い
た

の
で
す
。
寿
岳
文
章
も
辛
い
少
年
・
青
年
時
代
を
過
ご
し
た
人
で
す
。
寺
の
出
身
で
、
姉
の
嫁
い
だ
寺
に
養
子
に
入
っ
た
の
で
す
。

今
ま
で
の
姉
夫
婦
が
親
に
な
っ
た
の
で
す
。
姉
夫
婦
に
子
ど
も
が
い
な
い
の
で
跡
継
ぎ
に
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
し

ば
ら
く
し
て
姉
夫
婦
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

立
場
が
な
く
な
っ
て
そ
こ
を
出
て
、
東
寺
中
学
会
寸
の
盗
回
目
寝
)
に
入
っ
て
、
そ
の
頃
か
ら
自
分
で
収
入
を
得
て
暮

ら
し
て
い
た
と
申
し
ま
す
。
そ
の
聞
い
ろ
い
ろ
考
え
て
「
や
は
り
学
問
を
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
高
等
学
校
を
受
け

て
落
ち
た
の
で
す
。
そ
れ
で
関
西
学
院
の
英
文
科
に
入
り
ま
し
た
。
お
坊
さ
ん
の
学
校
か
ら
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
学
校
に
行

く
の
で
す
か
ら
、
妙
な
の
で
す
が
(
笑
)
。

父
も
欝
屈
し
た
青
春
時
代
を
送
っ
て
い
て
、
関
西
学
院
に
入
っ
て
も
他
の
友
達
が
わ
い
わ
い
騒
い
で
い
る
時
に
、
じ
っ

と
う
つ
む
い
て
い
る
よ
う
な
人
だ
っ
た
ら
し
い
で
す
。
そ
こ
に
岩
橋
武
夫
が
い
ま
し
た
。
岩
橋
武
夫
も
悩
み
が
多
く
、
二

人
は
と
て
も
仲
良
く
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
出
稿
武
夫
に
は
素
敵
な
妹
が
い
た
。
素
敵
と
い
う
の
は
:
:
:
ま
ず
ウ
ル
ト
ラ
美
人
な
ん
で
す
よ
、
私
の
母
は
。
私

は
父
似
な
の
で
、
似
て
も
似
つ
か
な
い
の
で
す
が
。
「
何
で
お
母
さ
ん
に
似
な
か
っ
た
の
よ
」
と
友
達
に
言
わ
れ
た
も
の
で
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す
。
本
当
に
た
お
や
か
で
、
目
が
大
き
い
人
で
し
た
。
こ
の
写
其
は
戦
後
す
ぐ
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
で
撮
っ
た
も
の
で
す
。

若
い
時
は
も
っ
と
き
れ
い
で
し
た
。
匂
う
よ
う
な
乙
女
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
し
か
も
志
が
あ
っ
て
、
キ
リ
ッ
と
し
て
健
丸

で。

90 

「
健
気
」
と
い
う
言
葉
は
こ
の
頃
の
若
い

O
Lは
知
ら
な
い
で
す
よ
。
私
が
あ
る
会
社
で
講
演
し
て
「
健
気
な
」
と
言

う
と
、
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
る
。
「
あ
ん
た
、
健
気
っ
て
知
っ
て
る
」
と
聞
く
と
「
知
り
ま
せ
ん
」
(
笑
)
と
言
う
ん
で
す
。

健
気
な
子
っ
て
あ
ま
り
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
健
丸
っ
て
、
分
に
担
仙
し
た
以
上
に
頑
張
っ
て
気
張
っ
て
る
と
い
う
姿
で

す
が
、
母
は
ま
さ
に
健
河
そ
の
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
き
れ
い
と
い
う
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

美
し
い
人
と
い
う
の
は
得
し
ま
す
ね
。
そ
の
う
え
気
性
が
良
い
し
、
声
も
き
り
っ
と
き
れ
い
だ
し
、
言
う
こ
と
な
し
だ
っ

た
の
で
す
。
父
も
密
か
に
母
を
思
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
母
も
舟
岳
文
章
が
好
き
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
兄
へ
の
読
み
聞
か
せ
」
が
、

も
の
を
書
く
下
地
に

萌
』
と
い
う
母
が
結
婚
し
て
す
ぐ
書
い
た
小
説
は
、
母
と
父
の
愛
が
い
か
に
育
っ
た
か
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
小
説
な

の
で
す
が
、
こ
れ
は
寿
岳
文
章
・
し
づ
著
作
集
に
入
っ
て
い
ま
す
し
、
倉
田
百
三
さ
ん
が
作
っ
て
い
た
『
生
活
者
』
と
い

う
雑
誌
に
載
せ
て
、
そ
れ
を
岩
波
書
庖
か
ら
小
説
と
し
て
出
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
し
か
出
て
い
な
い
の
に
も
の
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
兄

の
世
話
を
し
て
、
し
た
い
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
ろ
う
け
ど
、
兄
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
だ
の
で
す
。
ト
ル
ス

ト
イ
も
、
大
河
小
説
も
音
読
し
て
聞
か
せ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
母
を
育
て
た
と
思
い
ま
す
。
大
正
の
良
き
時
代
の

終
わ
り
で
す
し
、
人
生
を
物
語
阿
る
小
説
が
た
く
さ
ん
出
て
い
た
の
で
す
。
翻
訳
小
説
が
多
い
の
で
す
が
、
マ
ル
タ
ン
・
デ
ュ
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ガ
ー
ル
の
『
チ
ポ
1
家
の
人
々
』
も
読
ん
だ
よ
う
で
す
。

暑
い
日
、
ク
ー
ラ
ー
も
な
い
時
に
、
兄
の
た
め
に
汗
を
ダ
ラ
ダ
ラ
か
き
な
が
ら
本
を
読
ん
で
、
「
あ
せ
も
の
芯
が
で
き
て

し
も
う
た
わ
」
と
言
っ
て
ま
し
た
。
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面
白
い
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
っ
て
ご
存
じ
で
す
か
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
で
有
名
で
、
し
か
も
日

本
で
も
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
が
思
い
外
閏
訪
問
思
想
を
植
え
付
け
る
も
の
だ
と
左
翼
扱
い
さ
れ
た
人
で
す
。
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
も
苦

労
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
彼
を
出
穂
家
で
預
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
み
ん
な
で
火
鉢
を
囲
ん
で
い
る
写
真
さ
え
あ

る
の
で
す
。

エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
の
面
倒
を
ど
う
し
て
み
た
か
と
い
う
と
、
彼
を
ど
こ
か
で
預
か
る
話
に
な
っ
た
時
、
お
祖
母
ち
ゃ
ん
が

「
武
夫
も
ど
こ
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
人
に
お
世
話
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
」
と
、
一
か
月
か
二
か
月
、
う
ち
で
預
か
っ

た
そ
う
で
す
。

彼
を
銭
湯
に
連
れ
て
行
く
の
も
母
だ
っ
た
の
で
す
。
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
は
母
の
こ
と
を
「
私
の
小
鳥
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い

た
そ
う
で
す
。
目
が
見
え
な
く
て
も
雰
囲
気
は
感
じ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
大
阪
の
下
町
で
外
人
と
歩
い
て
目
立
っ
た
で

し
ょ
う
が
、
全
く
平
気
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

母
と
い
う
人
は
可
憐
で
、
で
し
ゃ
ば
る
こ
と
が
嫌
い
な
ひ
っ
そ
り
し
た
人
で
し
た
が
、
堂
々
と
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、

不
思
議
な
性
格
を
融
合
的
に
持
っ
て
い
る
人
で
し
た
。

固
か
ら
父
ヘ
、

画
期
的
な
プ
ロ
ポ
ー
ズ

そ
ん
な
生
活
の
中
で
母
は
父
を
好
き
に
な
っ
て
い
く
。
向
こ
う
も
好
き
で
は
な
い
か
と
行
き
交
・

2
珂
持
ち
は
あ
る
の
で
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す
が
、
父
は
グ
ジ
ャ
ー
と
し
て
い
て
な
か
な
か
申
し
込
ま
な
い
ん
で
す
よ
。

母
の
偉
い
と
こ
ろ
は
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
か
ら
手
紙
を
書
い
た
の
で
す
。
つ
ま
り
女
の
方
か
ら
申
し

込
ん
だ
の
で
す
。
今
は
た
く
さ
ん
い
る
で
し
ょ
う
が
、
当
時
は
女
は
黙
っ
て
い
る
も
の
だ
と
決
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
思

い
詰
め
て
、
良
い
手
紙
を
書
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
送
っ
て
、
あ
る
人
を
介
し
て
父
の
方
も
母
が
大
好
き
だ
と
わ
か
っ

た
の
で
す
。

「
ど
う
し
て
、
父
さ
ん
の
方
か
ら
言
わ
な
か
っ
た
の
」
と
、
母
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
聞
い
た
の
で
す
が
、
ま
た
グ
ジ
ャ
ー

と
し
た
顔
を
し
て
、
「
自
分
の
よ
う
な
も
の
が
、
母
さ
ん
を
幸
せ
に
で
き
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
(
笑
)
。

「
幸
せ
に
す
る
と
い
う
考
え
が
ま
ち
ご
う
て
る
ね
ん
」
と
私
は
言
い
ま
し
た
。
「
二
人
で
幸
せ
を
築
い
て
い
く
の
が
、
結

婚
な
ん
だ
か
ら
」

二
人
が
婚
約
し
て
結
婚
に
至
る
ま
で
も
、
大
量
の
手
紙
を
や
り
取
り
し
て
い
る
の
で
す
。
今
た
く
さ
ん
の
ぺ
ア
を
見
る

け
れ
ど
、
「
こ
の
人
た
ち
結
婚
し
た
ら
ど
ん
な
暮
ら
し
す
る
ん
だ
ろ
う
な
」
と
思
う
ん
で
す
。
新
婚
旅
行
の
新
幹
線
の
中
で

も
ポ
ケ
ー
と
し
て
、
食
べ
た
り
、
ま
ん
が
を
見
た
り
す
る
だ
け
で
、
「
ど
う
な
っ
て
る
の
」
と
い
う
感
じ
で
す
。

う
ち
は
本
当
に
よ
く
喋
る
う
ち
で
し
た
。
結
婚
式
挙
げ
る
ま
で
山
の
よ
う
に
手
紙
を
や
り
取
り
し
て
、
そ
れ
も
た
だ
「
好

き
だ
わ
」
と
い
う
の
で
な
く
、
人
生
そ
の
も
の
を
論
じ
て
い
る
の
で
す
。
母
は
そ
れ
に
対
応
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
父
は

高
等
教
育
を
受
け
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
母
は
「
出
発
点
か
ら
違
う
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

も
し
父
に
断
ら
れ
た
ら
、
「
一
生
独
身
で
い
よ
う
、
兄
の
よ
う
な
人
を
お
世
話
す
る
よ
う
な
仕
事
を
一
生
し
よ
う
」
と
考

え
て
い
た
そ
う
で
す
。
親
に
も
相
談
も
し
な
い
で
一
人
で
決
め
た
そ
う
で
す
。
「
考
え
て
考
え
て
、
考
え
抜
い
た
よ
」
と
、

言
っ
て
い
ま
し
た
。
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私
が
生
ま
れ
た
と
き
の
大
騒
動

父
は
夜
学
で
先
生
を
し
て
い
て
、
自
活
し
て
い
ま
し
た
。
着
る
も
の
も
な
く
て
結
婚
し
て
か
ら
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

父
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
父
の
あ
ら
ゆ
る
着
物
を
洋
服
に
仕
立
て
た
の
で
す
。
そ
れ
で
「
父
さ
ん
と
一
緒
に
い
る
み
た
い
」

と
涙
ぐ
む
思
い
で
岩
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
な
と
思
っ
た
も
の
に
、
父
の
冒
蕊
柿
祥
が
あ
っ
た
の

で
す
。
女
っ
ぽ
い
生
地
で
紫
に
麻
の
葉
の
模
様
が
入
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
を
服
を
縫
っ
て
く
れ
る
人
に
渡
し
て
、
コ
ノ

ラ
ウ
ス
か
何
か
に
な
ら
な
い
」
と
た
の
ん
だ
ら
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
人
が
「
こ
れ
を
ほ
ど
い
て
み
て
わ
か
り
ま
し
た
が
、
女
物
の
羽
織
で
す
よ
」
と
。
私
の
母
は
そ
ん
な
羽
織
持
つ
て

な
か
っ
た
し
、
考
え
た
の
で
す
が
、
よ
そ
行
き
の
長
樹
祥
を
持
つ
て
な
く
て
、
実
家
に
行
っ
て
祖
母
の
羽
織
を
も
ら
っ
て

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
に
何
も
な
く
て
、
羽
織
の
紐
は
シ
デ
紐
で
く
く
っ
て
い
た
く
ら
い
貧
乏
で
、

本
を
買
う
だ
け
で
精
一
杯
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

二
人
は
め
で
た
く
婚
約
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
父
が
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
と
肋
間
神
経
痛
に
な
っ
て
静
養
し
て
、
よ
う
や
く

結
婚
し
た
の
が
大
正
十
二
年
で
す
。
す
ぐ
私
が
で
き
た
ら
し
い
ん
で
す
が
、
し
ん
ど
か
っ
た
ら
し
い
で
す
。
お
医
者
さ
ん

は
「
堕
せ
」
と
ま
で
言
っ
た
そ
う
で
す
が
、
「
そ
れ
も
あ
ん
ま
り
だ
と
頑
張
っ
て
生
ん
だ
ん
や
」
と
、
さ
ん
ざ
ん
思
を
着
せ

ら
れ
ま
し
た
。

私
の
誕
生
日
は
大
正
十
三
年
一
月
二
日
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
当
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。
前
の
年
の
十
二
月
二

十
八
日
な
の
で
す
。
昔
は
数
え
年
で
す
か
ら
、
す
ぐ
二
歳
に
な
る
の
で
そ
れ
は
可
哀
相
だ
と
。
本
当
は
一
月
の
末
に
生
ま

れ
る
は
ず
だ
っ
た
の
で
す
が
早
産
し
た
の
で
す
。
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母
は
実
家
に
帰
っ
て
お
産
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
十
二
年
の
暮
れ
に
お
な
か
が
し
く
し
く
痛
く
な
っ

た
。
陣
痛
だ
っ
た
の
で
す
が
、
初
め
て
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
父
が
「
冷
え
た
ん
だ
ろ
」
と
カ
イ
ロ
買
っ
て
き
て

入
れ
た
ん
だ
そ
う
で
す
。
経
験
の
あ
る
方
は
わ
か
る
で
し
ょ
う
が
、
た
ま
ら
な
く
痛
く
な
っ
て
、
実
家
に
帰
る
ひ
ま
も
な

い
か
ら
、
未
明
に
近
所
の
産
院
に
行
っ
た
け
ど
先
生
は
ま
だ
来
て
な
い
。
来
ら
れ
る
頃
に
な
っ
て
、
母
を
連
れ
て
行
っ
た

の
で
す
。
お
医
者
さ
ん
が
診
察
し
て
「
四
時
頃
、
産
ま
れ
ま
す
な
」
と
言
っ
た
ら
し
い
の
で
す
。

父
は
、
も
う
祖
母
に
電
報
を
打
つ
で
あ
る
の
だ
か
ら
母
の
側
に
い
て
や
れ
ば
い
い
の
に
、
祖
母
を
迎
え
に
行
っ
た
の
で

す
。
お
医
者
さ
ん
も
ど
こ
か
行
っ
て
し
ま
っ
た
し
、
み
ん
な
い
な
く
な
っ
た
ん
で
す
。
す
る
と
私
が
ピ
ヤ
!
と
出
て
し
ま
っ

た。

官
ほ
ん

母
は
だ
れ
か
呼
ぽ
う
と
思
っ
て
も
声
も
出
な
い
。
側
に
膿
盆
か
洗
面
器
か
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
カ
ン
カ
ン
叩
い
た
ら
看

護
婦
が
来
て
、
「
わ
ー
っ
」
と
叫
ん
で
、
ひ
っ
く
り
返
る
騒
動
だ
っ
た
の
で
す
。

私
は
未
熟
児
で
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
、
そ
れ
が
今
で
は
こ
う
な
る
の
か
(
笑
)
と
人
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
出
産
だ
っ
た
の
で
す
。

で
も
お
金
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
父
が
あ
ち
こ
ち
の
講
師
を
し
て
い
て
、
京
都
暮
ら
し
に
入
っ
た
の
は
父
が
京
大
の
専

科
生
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
関
西
学
院
の
大
学
部
で
は
な
く
高
等
部
を
出
て
い
ま
ず
か
ら
、
も
っ
と
勉
強
し
た
か
っ
た
の

で
す
。そ
れ
で
京
大
生
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
は
生
ま
れ
て
ま
す
し
、
妻
は
養
わ
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
い
う
の
で
、
走

り
回
っ
て
講
師
を
し
て
、
楽
し
い
大
学
生
活
な
ん
て
な
か
っ
た
の
で
す
。
ま
だ
二
十
二
、
三
歳
で
す
が
大
変
大
人
っ
ぽ
い

堂
止
中
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
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自
転
車
操
業
で
英
語
教
師

母
も
近
所
の
人
の
縫
い
物
を
し
た
り
し
て
一
生
懸
叩
働
い
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
が
母
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
経
済

的
に
も
の
を
考
え
る
人
で
、
お
針
で
苦
労
し
て
一
若
縫
い
上
げ
て
も
、
大
し
た
収
入
に
も
な
ら
な
い
。
も
っ
と
追
う
形
で

お
金
を
儲
け
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

向
学
心
も
非
常
に
強
か
っ
た
の
で
、
父
が
英
文
科
だ
か
ら
、
|
|
そ
れ
ま
で
兄
の
受
験
の
時
も
英
語
が
読
め
な
く
て
、

T
、
h
、
i
、

s
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
し
か
読
め
な
か
っ
た
の
で
す
ー
ー
も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
、
父
に
頼
ん

で
研
究
社
の
本
を
取
り
寄
せ
て
勉
強
を
始
め
た
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
私
を
お
ん
ぶ
し
な
が
ら
勉
強
し
て
い
る
姿
を
近
所
の
人
に
見
ら
れ
て
、
「
う
ち
の
子
に
も
英
語
を
教
え
て

や
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
頼
ま
れ
た
の
で
す
。
当
時
は
京
都
の
南
座
の
哀
の
借
家
に
い
て
、
周
り
は
京
都
の
庶
民
そ
の
も

の
と
い
う
人
た
ち
で
、
「
う
ち
の
子
が
勉
強
ち
っ
と
も
で
き
へ
ん
か
ら
、
見
た
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
て
、
母
は
す
さ
ま
じ

い
こ
と
に
、
父
に
教
わ
っ
た
こ
と
を
自
転
車
操
業
で
そ
の
ま
ま
教
え
た
の
で
す
(
笑
)
。

「
ょ
う
、
そ
ん
な
こ
と
し
た
な
あ
」
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
れ
で
だ
ん
だ
ん
と
芸
詰
の
力
が
付
い
て
、
府
立
第
一
高
女
高

等
科
に
ま
で
行
っ
た
人
の
英
語
を
見
て
あ
げ
る
ま
で
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
最
後
ま
で
自
転
車
操
業
で
、
お
嬢
さ
ん
が
「
先

生
が
こ
こ
は
飛
ば
し
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
で
す
」
と
言
う
と
わ
か
ら
な
い
。
真
っ
赤
に
な
っ
て
「
今
日
は
休
ん
で
、
ま
た

や
り
ま
す
」
と
言
う
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
、
通
し
て
、
少
し
は
お
針
よ
り
良
い
収
入
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

母
は
そ
の
芸
詣
で
翻
訳
ま
で
や
っ
た
の
で
す
か
ら
「
す
ご
い
な
」
と
思
い
ま
す
。
し
っ
と
り
と
し
た
文
体
で
丁
寧
に
書

く
人
で
し
た
。
母
は
岩
波
文
庫
を
た
く
さ
ん
訳
し
て
い
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
時
は
父
に
教
わ
っ
た
の
で
す
が
、
よ
く
喧
嘩
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し
て
い
ま
し
た
。
「
そ
の
訳
は
父
さ
ん
の
言
う
よ
う
で
は
な
い
」
と
。
父
は
英
文
の
先
生
で
す
か
ら
「
い
や
、
こ
っ
ち
の
方

が
正
し
い
」
と
言
う
の
で
す
。
で
も
関
西
学
院
の
ア
メ
リ
カ
人
に
聞
く
と
、
母
の
方
が
正
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
母
は
鼻
高
々

で
し
た
。
直
観
的
に
文
章
の
い
い
も
の
は
わ
か
る
人
だ
っ
た
の
で
す
。

一
番
母
の
文
体
の
良
さ
が
表
れ
た
翻
訳
は
ハ
ド
ソ
ン
の
『
遥
か
な
回
伊
達
い
昔

(224司
a
g
ι
z
aぉ
。
)
』
で
す
。

母
は
英
語
に
通
暁
し
て
い
る
わ
け
で
も
、
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
が
多
い
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
が
、
字
引
を
引
き
引
き
丁
寧
に

訳
し
て
、
三
十
二
、
三
歳
の
頃
に
出
し
て
い
ま
す
。

『
若
草
物
語

(
F
E
Z
巧
。
目
。
巴
』
も
訳
し
て
い
ま
す
。
随
筆
も
か
な
り
書
い
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
寿

岳
文
章
・
し
づ
著
作
集
」
に
入
っ
て
い
ま
す
。

「
お
前
」
「
主
人
」
は
使
わ
な
か
っ
た
両
親

だ
け
ど
そ
う
い
う
勉
強
の
素
晴
ら
し
き
よ
り
母
が
一
番
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
は
、
寿
岳
文
章
と
の
愛
を
生
涯
買
い
た
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
類
を
見
な
い
夫
婦
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
徹
底
的
な
愛
が
二
人
の
聞
に
存
在
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
夫
婦

の
形
が
あ
り
ま
す
し
、
私
は
離
婚
も
認
め
ま
す
が
、
二
人
は
絶
対
に
離
れ
な
い
愛
に
生
き
た
人
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
も
べ
っ
た
り
と
「
あ
つ
な
た
l
」
と
い
う
感
じ
で
は
な
い
の
で
す
。
母
が
死
ん
だ
時
に
豆
・
塚
ら
い
て
う
の
運
動

は
ど
う
で
し
た
か
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
方
面
で
は
な
い
の
で
す
。
で
も
、
自
分
で
考
え
て
自
分
で
結
論
を

出
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
は
誰
に
も
劣
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
子
ど
も
の
時
、
よ
そ
の
家
に
行
く
と
び
っ
く
り
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
も
の
す
ご
く
お
父
さ
ん
が
威
張
っ
て
い

る
ん
で
す
ね
、
「
お
ー
い
、
ナ
ン
ト
カ
」
と
か
。
私
の
と
こ
ろ
な
ど
絶
対
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ん
で
す
。
母
と
父
は
完
全
に
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対
等
だ
っ
た
の
で
す
。
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う
ち
で
は
「
お
前
」
と
い
う
言
葉
は
誰
も
使
わ
な
い
。
「
お
前
と
言
わ
れ
て
、
ょ
う
平
気
で
い
ら
れ
る
な
」
と
今
で
も
思

い
ま
す
。
ド
ラ
マ
見
て
い
て
も
や
た
ら
に
使
う
で
し
ょ
う
。

そ
れ
と
、
「
主
人
」
と
い
う
言
葉
も
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

近
ご
ろ
主
人
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
人
は
増
え
ま
し
た
が
、
一
九
O
O年
と
一
九
O
一
年
生
ま
れ
の
夫
婦
の
聞
に
そ

う
い
う
言
葉
が
な
か
っ
た
の
は
、
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「
主
人
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
な
ら
「
お
前
」
と
言
わ
れ
で
も
仕
方
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
母
は
絶
対
に
そ
う
い

う
夫
婦
で
あ
り
た
く
な
か
っ
た
。
「
愛
し
て
い
る
な
ら
名
川
は
ど
う
で
も
え
え
や
ん
」
と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、
母
は
言
葉

は
思
想
を
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

樋
口
恵
子
さ
ん
が
指
摘
さ
れ
た
「
ワ
タ
シ
作
る
人
、
ボ
ク
食
べ
る
人
」
み
た
い
な
C
M、
あ
あ
い
う
も
の
は
す
ぐ
わ
か

る
。
「
な
ん
で
そ
う
言
わ
な
あ
か
ん
の
」
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
な
く
て
も
、
ピ
ピ
ッ
と
感
じ
る
力
の
あ
る
人
で
し
た
。

母
の
育
っ
た
家
は
、
父
親
が
力
も
無
い
の
に
威
張
っ
て
い
た
家
な
ん
で
す
が
、
そ
ん
な
中
で
考
え
る
こ
と
は
考
え
て
い

た。
そ
し
て
愛
す
る
人
と
生
活
を
始
め
た
時
に
、
自
分
の
思
想
を
貫
き
通
し
た
わ
け
で
す
。
父
も
「
お
い
」
と
呼
び
掛
け
た

こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
絶
対
過
さ
せ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

私
の
う
ち
で
は
母
が
死
ん
だ
後
で
も
、
私
に
電
話
が
掛
か
っ
て
く
る
と
父
が
「
今
日
は
章
子
は
ど
こ
そ
こ
に
出
か
け
て
、

何
時
ご
ろ
帰
る
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
」
と
、
と
て
も
丁
寧
な
応
対
を
す
る
と
評
判
で
し
た
。
父
は
そ
う
い
う
意
味
で
、

女
性
に
対
し
て
美
し
く
話
を
す
る
人
で
し
た
。
同
じ
レ
ベ
ル
の
話
を
父
と
母
が
し
て
い
て
、
片
方
が
威
張
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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夫
婦
喧
嘩
は
い
つ
も
自
の
勝
ち

て
し
ば
ら
く
の
こ
と
で
し
た
。

と
き
ど
き
夫
婦
喧
嘩
も
し
て
い
ま
し
た
。
母
が
怒
っ
た
ら
す
ご
い
ん
で
す
よ
。
た
と
え
ば
あ
る
日
、
私
が
女
学
校
に
入
つ

う
ち
は
晩
御
飯
を
勝
手
に
食
べ
て
く
る
こ
と
は
有
り
得
な
い
の
で
す
。
外
で
食
べ
る
時
は
そ
う
言
う
し
、
そ
う
で
な

か
っ
た
ら
家
で
食
べ
る
の
で
す
。
そ
の
頃
は
テ
レ
ビ
が
な
か
っ
た
せ
い
も
あ
り
ま
す
が
、
良
い
食
事
タ
イ
ム
で
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
話
を
し
な
が
ら
、
和
や
か
に
食
べ
て
い
た
の
で
す
。

で
も
、
そ
の
晩
、
父
が
い
く
ら
待
っ
て
も
帰
っ
て
こ
な
い
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
ゃ
ね
え
や
は
先
に
食
べ
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
で
も
母
が
食
べ
ん
と
待
っ
て
い
ま
し
た
。
母
は
だ
ん
だ
ん
険
し
い
顔
に
な
っ
て
く
る
の
が
見
て
い
て
わ
か
る

ん
で
す
。
「
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
な
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

父
が
十
時
頃
あ
た
ふ
た
と
帰
っ
て
き
て
、
「
す
ま
ん
す
ま
ん
、
今
日
は
誰
そ
れ
に
会
っ
て
、
め
し
食
う
て
き
た
」
と
言
う

と
、
母
は
も
の
す
ご
く
怒
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
抵
の
方
は
ご
理
解
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
男
性
は

理
解
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
「
一
回
く
ら
い
、
え
え
ゃ
な
い
か
」
と
思
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
け
ど
。
母
は
烈
火
の
ご
と
く

徹
夜
で
(
笑
)
怒
り
ま
し
た
。
私
ら
、
う
る
そ
う
て
寝
ら
れ
へ
ん
か
っ
た
く
ら
い
。
最
終
的
に
父
が
「
わ
し
が
悪
か
っ
た
」

と
謝
り
ま
し
た
。

う
ち
の
喧
嘩
は
最
終
的
に
必
ず
父
が
謝
る
羽
田
に
陥
る
の
で
す
。
さ
っ
さ
と
謝
れ
ば
い
い
の
に
、
父
も
強
情
な
人
で
す

か
ら
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
と
弁
解
す
る
の
で
す
が
、
母
は
貫
き
通
す
の
で
す
。
い
い
加
減
で
終
わ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で

す
。
済
ん
だ
あ
と
は
さ
っ
ば
り
し
て
い
る
の
で
す
が
。
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そ
う
い
う
喧
嘩
は
一
年
に
一
、
二
回
必
ず
あ
り
ま
し
た
。
私
ら
慣
れ
て
ま
ず
か
ら
平
気
で
、
弟
な
ん
か
部
屋
の
柱
に
「
何

月
何
日
何
事
件
」
と
書
い
て
お
く
の
で
す
(
笑
)
。
今
で
も
鉛
筆
の
跡
が
へ
こ
ん
で
い
て
、
懐
か
し
く
て
仕
様
が
あ
り
ま
せ

ん。
な
ぜ
母
が
勝
つ
か
と
い
う
と
母
に
常
に
理
が
あ
る
の
で
す
。
そ
こ
が
凄
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

私
の
母
は
学
歴
が
な
い
で
す
か
ら
、
「
マ
マ
さ
ん
は
学
校
に
行
っ
て
へ
ん
し
、
こ
の
辺
の
こ
と
は
知
ら
ん
や
ろ
う
け
ど
」

と
言
う
と
、
も
の
す
ご
く
怒
り
ま
し
た
。
母
は
も
っ
と
勉
強
し
た
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
は
終
生
残
り

ま
し
た
。
辛
い
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
だ
け
ど
よ
く
勉
強
す
る
人
で
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
「
学
歴
な
ん
か
ど
う
で

も
い
い
や
ん
か
」
と
私
な
ん
か
思
う
の
で
す
が
、
や
は
り
行
き
た
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

「
和
歌
と
か
俳
句
は
果
た
し
て
文
学
た
り
得
る
か
、
ど
う
か
」
と
い
う
こ
と
で
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
喧
嘩
し
て
い
ま
し
た
。

歌
は
、
『
朝
』
に
も
歌
が
出
て
く
る
の
で
す
が
、
父
の
方
が
う
ま
い
の
で
す
。
倉
田
百
三
さ
ん
が
「
奥
さ
ん
は
歌
が
あ
ま
り

う
ま
く
な
い
か
ら
、
も
っ
と
勉
強
し
な
い
と
」
と
言
っ
た
の
で
カ
ッ
と
し
て
、
歌
そ
の
も
の
を
否
定
し
よ
う
と
い
う
癖
が

あ
る
の
で
す
。
お
も
し
ろ
い
喧
嘩
で
し
た
ね
。
父
は
短
詩
を
そ
れ
な
り
に
認
め
て
い
る
の
で
す
が
、
母
は
「
あ
ん
な
も
ん
、

文
学
と
違
う
」
と
む
き
に
な
る
の
で
す
。

そ
う
い
う
喧
嘩
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
飯
の
喧
嘩
の
時
は
私
も
「
そ
ん
な
に
怒
ら
ん
で
も
、
一
回
く

ら
い
え
え
や
ん
か
」
と
思
っ
た
の
で
す
。
六
十
年
前
の
光
景
を
あ
り
あ
り
と
覚
え
て
い
ま
す
が
、
母
が
鏡
に
向
か
っ
て
美

し
い
髪
を
杭
い
て
い
る
時
、
私
は
「
マ
ー
ち
ゃ
ん
、
こ
の
あ
い
だ
は
パ
ー
ち
ゃ
ん
は
可
哀
相
ゃ
っ
た
。
あ
ん
な
に
怒
ら
ん

で
も
え
え
や
ん
か
」
と
言
っ
た
の
で
す
。
母
が
何
と
答
え
た
か
。
「
あ
ん
た
、
考
え
と
お
み
。
結
婚
し
て
か
ら
二
人
で
一
緒

に
暮
ら
す
日
は
一
日
一
日
と
減
っ
て
る
ん
や
で
。
そ
れ
な
ら
愛
す
る
人
と
一
ぺ
ん
で
も
多
う
に
御
飯
食
べ
た
い
と
思
う
の

は
当
た
り
前
ゃ
な
い
か
」
と
申
し
ま
し
た
。
す
ご
い
返
事
で
、
私
も
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。
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愛
す
る
人
と
押
枯
ら
し
て
も
毎
日
死
に
近
づ
い
て
い
く
。
父
も
そ
の
こ
と
を
二
度
と
忘
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
後
は
そ

う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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「
パ
パ
さ
ん
と
一
緒
巳
な
っ
た
こ
と
」
が
最
高
の
幸
せ

私
の
家
庭
は
そ
れ
ほ
ど
愛
す
る
と
い
う
こ
と
が
基
盤
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
お
茶
漬
け
の
味
と
か
、
年
取
っ
た
夫
婦

が
笠
智
衆
さ
ん
み
た
い
に
淡
々
と
や
る
の
も
良
い
で
す
が
、
う
ち
で
は
最
後
ま
で
話
し
て
話
し
て
話
し
抜
い
て
い
ま
し
た
。

喧
嘩
は
体
力
が
要
り
ま
ず
か
ら
、
母
の
晩
年
は
体
が
弱
っ
て
噴
嘩
が
減
っ
て
寂
し
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
七
十
歳
を

渇
き
て
ま
も
な
く
、
す
ご
い
喧
嘩
を
や
っ
た
と
き
は
、
み
ん
な
菩
び
ま
し
た
(
笑
)
。

死
ぬ
直
前
で
す
が
、
母
が
病
院
か
ら
一
時
帰
休
し
た
時
、
母
は
動
脈
硬
化
で
頭
が
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
時
で
す
が
、
父

と
母
と
私
で
矩
縫
に
入
っ
て
い
た
時
で
す
。
母
に
何
か
し
ゃ
べ
ら
せ
ん
と
あ
か
ん
、
と
思
っ
て
「
小
さ
い
時
、
ど
ん
な
お

や
つ
食
べ
て
い
た
」
と
か
聞
い
て
い
て
、
ふ
と
「
ね
え
マ
マ
さ
ん
、
マ
マ
さ
ん
の
一
生
で
何
が
一
番
楽
し
か
っ
た
」
と
聞

い
た
の
で
す
。
母
は
ち
ょ
っ
と
父
を
見
て
「
パ
パ
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
た
こ
と
」
と
申
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
喧
嘩
し
て
も
、
愛
に
買
か
れ
て
い
た
か
ら
眠
略
し
た
の
で
す
。
喧
時
も
な
い
夫
婦
な
ん
て
あ
か
ん
と
思
い
ま
す
。

「
お
互
い
我
慢
し
て
い
る
」
と
聞
く
と
私
は
「
眠
時
せ
え
、
せ
え
」
と
け
し
か
け
る
の
で
す
。

喧
嘩
し
な
が
ら
育
て
る
べ
き
愛
を
育
て
、
こ
の
世
を
去
る
瞬
間
ま
で
「
父
と
一
緒
に
な
っ
て
良
か
っ
た
」
と
。
も
ち
ろ

ん
父
も
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
涙
で
潤
ん
だ
表
情
で
母
を
見
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
こ
と
を
考
え
る
と
今
で
も
涙
が

出
て
き
ま
す
。

そ
う
い
う
家
庭
で
し
た
か
ら
、
親
子
も
話
は
い
く
ら
で
も
す
る
し
、
遠
慮
な
く
楽
し
く
生
き
て
き
ま
し
た
。
母
は
い
さ
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さ
か
の
仕
事
を
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
あ
げ
つ
ら
う
よ
り
、
じ
っ
く
り
と
家
庭
と
い
う
も
の
を
育
て
た
。
そ
こ
に
自
分
の

一
生
の
輝
き
を
見
据
え
た
と
い
う
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
父
と
母
ほ
ど
類
い
ま
れ
な
愛
で
結
ぼ
れ
た
方
を
あ
ま
り
お
見
受
け
し
な
い
の
で
す
。
良
い
ご
夫
婦
を
た
く
さ
ん

知
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ど
こ
か
質
が
違
う
の
で
す
。
何
が
違
う
ん
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
が
。
大
空
高
く
星
を
眺
め
る

よ
う
に
愛
を
貫
き
通
し
た
と
い
う
生
活
者
、
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

行
儀
H

乙
H

の
私
に
、

真
っ
青
の
包

そ
の
母
は
子
ど
も
に
対
し
て
も
厳
し
く
、
し
か
も
可
愛
が
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

あ
る
晩
、
両
親
が
外
出
し
て
遅
く
帰
っ
て
き
た
の
で
す
。
私
は
寝
て
い
た
の
で
す
が
、
起
こ
さ
れ
て
寝
ぼ
け
眼
で
起
き

た
ら
「
宿
題
が
ま
ち
ご
う
と
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
て
、
「
あ
ん
た
が
え
え
加
減
ゃ
か
ら
」
と
怒
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
え
え
加

減
の
代
表
み
た
い
な
人
間
な
の
で
す
。
小
学
校
の
先
生
に
も
注
意
散
漫
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
確
か
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に

一
斉
に
気
が
い
く
の
で
す
。

度
が
渇
き
て
小
学
二
年
の
時
、
行
儀
か
乙
々
を
も
ら
っ
た
の
で
す
。
私
は
先
生
が
何
か
言
わ
れ
る
と
不
思
議
で
し
ょ
う

が
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
で
友
達
に
聞
い
て
回
る
の
で
す
、
「
先
生
、
あ
あ
言
わ
は
っ
た
け
ど
、
ほ
ん
ま
や
と
思

う
か
」
と
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て
い
る
の
で
す
。
た
く
さ
ん
の
計
器
を
い
っ
ぺ
ん
に
見
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
な
ら
い
い
ん
で
し
ょ
う
が
、
一
つ
の
こ
と
を
見
据
え
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
の
で
す
。
そ
う
い
う
タ
イ
プ
で
す
か
ら
行

儀
乙
を
も
ら
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
見
て
、
母
は
真
っ
青
に
な
っ
て
も
の
も
言
っ
て
く
れ
な
い
の
で
す
。

後
に
「
な
ん
で
行
儀
乙
一
回
く
ら
い
も
ら
っ
た
く
ら
い
で
、
行
操
乞
の
女
の
子
な
ん
て
面
白
い
ゃ
な
い
か
」
と
言
っ
た
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の
で
す
。
「
あ
ん
た
が
私
と
あ
ん
ま
り
述
う
か
ら
、
不
良
に
な
る
と
か
と
思
っ
た
」
と
。
こ
れ
が
不
良
と
い
う
な
ら
言
え
ば

い
い
と
思
い
ま
す
(
笑
)
。

母
は
一
生
懸
叩
に
な
り
渇
き
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
試
験
で
九
九
点
取
っ
て
も
怒
ら
れ
ま
し
た
。
「
こ
の
一
点
が
あ
ん
た

の
油
断
や
」
と
言
わ
れ
て
。
極
め
て
生
真
面
目
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
。
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着
物
の
鋪
布
に
田
の
面
影

母
は
き
れ
い
な
人
だ
っ
た
と
言
い
ま
し
た
が
、
今
日
は
母
が
着
て
い
た
着
物
の
端
布
を
持
っ
て
き
た
の
で
す
。
母
は
質

素
で
人
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
を
染
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
母
が
ど
う
し
よ
う
と
い
っ
て
い
た
の
を
私
が
「
買
い

よ
し
、
買
い
よ
し
」
と
言
っ
て
買
わ
せ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
黒
い
帯
を
し
て
参
観
に
来
て
く
れ
た
時
、
本
当
に
き
れ
い

で
、
み
ん
な
「
ゃ
あ
、
寿
岳
さ
ん
の
お
か
あ
さ
ん
、
き
れ
い
や
な
あ
」
と
言
っ
て
く
れ
て
大
得
意
で
し
た
。
私
は
不
細
工

な
不
細
工
な
娘
で
し
た
が
(
笑
)
。
こ
う
い
う
小
紋
の
可
愛
い
し
っ
と
り
し
た
の
が
似
合
う
人
な
ん
で
す
。

こ
れ
は
最
後
に
着
て
い
た
も
の
で
す
が
(
次
ぺ

l
ジ
写
真
)
。
紫
系
統
が
好
き
で
し
た
。
母
は
し
ゃ
っ
し
ゃ
っ
し
ゃ
と
見

事
に
着
付
け
る
の
で
す
が
、
私
は
い
つ
ま
で
も
帯
を
締
め
て
も
ら
っ
て
い
て
「
い
つ
ま
で
も
着
せ
て
も
ら
う
の
か
な
わ
ん

か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
教
え
て
な
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
「
も
う
え
え
が
な
。
美
容
院
に
行
っ
て
結
ん
で
も
ら
い
よ
し
」
と
言
わ

れ
て
、
今
は
そ
う
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
は
紅
型
風
の
帯
で
す
。
黒
い
着
物
に
こ
れ
を
締
め
ま
し
て
、
黒
い
帯
締
め
を
締
め
ま
す
と
素
敵
で
し
た
。

こ
う
い
う
柄
も
あ
り
ま
す
。
賀
沢
禁
止
令
と
い
う
賀
沢
な
も
の
は
売
っ
て
も
使
っ
て
も
い
か
ん
と
い
・
え
史
官
が
出
て
、

そ
の
直
前
に
叩
き
売
り
が
あ
っ
て
、
「
自
分
に
は
派
手
だ
け
ど
好
き
だ
か
ら
章
子
に
着
せ
て
や
ろ
う
」
と
買
っ
て
、
戦
後
ま



勺をそb号、号、をそ>~宅診をそ>~，~.. ~令官、号、守、号、司rずb~、.~，~，~，~ずeず~，'C'ず‘~，~ずe苛号、号、号、'c.-~号、号、そず‘月号、そそ診を

で
お
い
て
あ
り
ま
し
た
。
地
が
ト
ル
コ
ブ
ル
ー
で
花
の
と
こ
ろ
は
金
で
刺
繍
し
て
あ
っ
て
、
そ
れ
が
「
ぜ
い
た
く
禁
止
令
」

に
引
っ
掛
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
母
の
雰
囲
気
は
こ
う
い
う
も
の
で
し
た
。

本
人
は
き
れ
い
と
い
う
こ
と
に
か
な
り
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
面
白
か
っ
た
で
す
。
「
花
の
か
ん
ば
せ
も
衰
え
た

な
あ
」
と
か
六
十
の
頃
に
平
気
で
言
っ
て
ま
し
た
。
私
は
「
ま
だ
ま
だ
い
け
る
で
え
」
と
答
え
て
い
た
の
で
す
。

結
婚
し
て
し
ば
ら
く
し
て
、
「
エ
ラ
ン
ビ
タ
l
ル
」
と
い
う
劇
団
が
京
都
に
で
き
た
の
で
す
が
、
入
ろ
う
と
し
て
や
め
た

ら
し
い
の
で
す
。

「
ど
う
し
て
や
め
た
ん
」
と
聞
く
と
、
「
パ
パ
さ
ん
が
悲
し
そ
う
な
顔
し
た
か
ら
や
め
た
」
と
言
う
の
で
す
。

そ
れ
で
「
な
ん
で
お
芝
居
や
ろ
う
と
思
う
た
ん
」
と
言
う
と
「
き
れ
い
ゃ
か
ら
」
と
(
笑
)
。
自
信
だ
な
あ
と
笑
っ
て
し

で
も
母
は
台
調
回
し
は
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
親
た
ち
は
翻
訳
す
る
と
お
互
い
読
み
合
わ
せ
し
て
い
ま
し
た
。
父
が
セ

ル
ボ
ン
の
博
物
誌
を
訳
し
た
も
の
を
朝
早
く
か
ら
布
団
の

中
で
読
ん
で
い
ま
し
た
。

母
は
そ
れ
を

一
生
愛
叩
聞
い
て
い
て
、
家
庭
ナ
ル
シ
ズ

ム
に
近
い
も
の
で
し
た
。

ま
い
ま
し
た
。

お母さまσ糟物の端布をなつかしも漢揺さん

リ
ト
ル
ウ
ィ
メ
ン
な
ん
か
母
が
訳
し
た
も
の
を
自
分
で

読
む
わ
け
で
す
。
で
も
朗
読
が
棒
み
た
い
で
、
母
は
お
芝

居
や
っ
て
も
だ
め
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
私
と
弟
は
「
ウ
ィ
メ
ン
経
」
と
称
し
て
ま
し
た

が
(
笑
)
。
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厳
し
く
、

し
か
も
の
び
の
び
と
育
て
ら
れ
た
私
と
弟

教
育
に
関
し
て
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
が
一
人
で
い
よ
う
と
ど
う
し
よ
う
と
制
約
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
押
し
付
け
が
ま
し
い
こ
と
は
一
言
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
と
い
う
人
間
は
こ
う
な
っ
て
い
る
の
が
自
然
だ
と
思
い
ま
す
が
、
周
り
を
見
て
い
る
と
結
婚
せ
ん
で
良
か
っ
た
な
と

思
い
ま
す
。
私
は
女
に
は
迎
い
な
い
の
で
す
が
、
括
弧
付
き
の
「
女
ら
し
さ
」
と
は
無
縁
に
や
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
子

ど
も
の
頃
は
手
伝
い
は
よ
く
し
ま
し
た
。
働
く
の
は
大
好
き
で
、
薪
剖
り
で
も
台
所
仕
事
で
も
や
り
ま
し
た
。
今
で
も
お

料
理
な
ん
か
う
ま
い
で
す
し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
も
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
ま
す
。
で
も
結
婚
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
に
両
親
は
ま
っ
た
く
関
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
私
は
小
さ
い
時
か
ら
勉
強
が
好
き
で
し
た
か
ら
、
も
の
も
た
く
さ
ん
読
ん
だ
し
、
両
親
は
そ
う
い
う

性
格
を
育
て
る
よ
う
に
や
っ
て
く
れ
た
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。
「
勉
強
し
た
か
っ
た
ら
な
ん
ぼ
で
も
し
た
ら
え
え
」
と
言
わ

れ
で
も
、
「
女
だ
か
ら
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
す
べ
て
の
面
で
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
り
、
厳
し
く
叱
っ
て
く
れ

た
り
、
小
学
校
の
時
か
ら
「
女
の
行
け
る
大
学
も
あ
る
ね
ん
よ
」
と
聞
か
さ
れ
て
、
「
私
も
そ
こ
行
こ
う
」
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
東
北
大
学
が
大
正
二
年
か
ら
女
性
を
入
れ
て
ま
し
た
。
で
す
か
ら
私
は
よ
そ
の
方
が
苦
労
さ
れ
た
よ
う
な
悩
み
は

何
も
な
か
っ
た
の
で
す
。
の
ほ
ほ
ん
と
育
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
こ
ん
な
風
に
な
っ
て
(
笑
)
。

弟
も
一
人
い
ま
し
て
、
宮
命
以
mw
砲
を
専
攻
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
と
正
反
対
で
し
て
。
今
は
全
然
顔
が
違
っ
て
ま
す
が
、

子
ど
も
の
頃
は
美
少
年
で
、
そ
れ
が
ま
た
併
芯
だ
っ
た
ん
で
す
。
母
も
時
た
ま
「
な
ん
で
男
と
女
と
代
わ
ら
へ
ん
か
っ
た

ん
や
ろ
」
と
言
っ
て
ま
し
た
。
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中
学
の
時
、
「
上
級
生
が
ボ
ク
の
こ
と
苛
愛
ら
し
ゃ
っ
ち
ゃ
な
』
と
言
う
て
た
」
と
か
ば
か
り
言
っ
て
ま
し
た
。
椅
子

に
座
っ
て
首
を
か
し
げ
て
「
ボ
ク
え
え
顔
や
ろ
」
と
写
真
撮
っ
た
り
、
腹
が
立
つ
と
思
っ
て
ま
し
た
(
笑
)
。
体
が
弱
く
て

す
ぐ
病
気
に
な
る
タ
イ
プ
で
す
。
私
と
は
全
然
違
う
タ
イ
プ
で
す
が
、
両
親
は
そ
れ
ぞ
れ
に
見
事
に
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。

弟
に
関
し
て
も
「
結
婚
せ
え
」
と
は
一
言
も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
聾
ナ
し
た
時
は
「
青
い
目
の
人
で
も
、

な
ん
ぽ
で
も
連
れ
て
き
い
や
」
と
言
っ
た
の
で
す
が
、
連
れ
て
く
る
ど
こ
ろ
か
、
ア
メ
リ
カ
で
は
女
の
人
の
側
に
い
る
と

大
変
だ
と
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
「
女
の
人
が
出
る
時
は
パ
ツ
と
ド
ア
を
聞
け
な
な
ら
ん
し
、
服
も
着
さ
せ
な

な
ら
ん
し
、
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
」
と
言
っ
て
ま
し
た
。

弟
は
お
く
て
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
考
え
な
い
人
間
で
し
た
。
そ
れ
に
も
せ
っ
つ
か
な
い
。
「
好
き
に
お
し
」
と

言
っ
て
ま
し
た
。

弟
の
結
婚
巳
び
っ
く
り
仰
天

そ
の
弟
が
六
十
歳
で
結
婚
し
ま
し
た
。
す
ご
い
で
し
ょ
う
(
笑
)
。
墓
尽
に
来
て
い
た
時
ホ
テ
ル
に
電
話
が
き
た
の
で
す
。

「
ボ
ク
今
度
連
れ
合
い
と
暮
ら
す
こ
と
に
し
た
」

「
何
そ
れ
、
結
婚
す
る
ゅ
う
こ
と
?
」

「
そ
う
で
す
」

と
平
気
な
顔
を
し
て
い
る
の
で
す
。

私
は
弟
は
結
婚
に
向
か
な
い
人
間
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
冷
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
し
。
我
が
家
は
掃
除
も
家
族
一

斉
に
や
っ
て
い
て
、
父
は
掃
除
を
完
壁
に
や
る
人
で
し
た
。
弟
に
は
乾
拭
き
を
言
い
つ
け
た
の
で
す
が
嫌
が
っ
て
「
ポ
ク
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は
頭
脳
労
働
し
か
し
な
い
」
と
か
言
っ
て
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
草

4-入
れ
て
足
で
雑
巾
を
動
か
し
て
い
る
ん
で
す
。
通
信
簿
に

「
勤
ヂ
A
m仰
が
な
い
」
と
告
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
人
間
と
結
婚
し
た
ら
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
と
、
さ
っ
そ
く
お
相
手

の
方
と
お
会
い
し
ま
し
た
。

そ
の
時
彼
女
は
四
十
五
歳
で
、
出
会
っ
て
か
ら
十
二
年
が
か
り
だ
そ
う
で
す
。
二
の
丸
の
琵
子
技
術
博
物
館
で
部
長
代

行
を
な
さ
っ
て
い
る
方
で
、
そ
こ
で
弟
が
天
文
学
の
座
談
会
ゃ
っ
た
時
に
そ
の
方
が
係
で
、
弟
を
好
き
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
十
二
年
が
か
り
で
つ
い
に
志
を
遂
げ
ら
れ
た
。
と
て
も
良
い
方
な
ん
で
す
が
、
私
は
「
弟
は
こ
う
い
う
欠
点
が
あ
っ

て
、
結
婚
し
て
え
え
男
と
は
思
わ
れ
な
い
ん
だ
け
ど
」
と
言
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
方
は
「
私
、
お
姉
様
が
・
:
・
:
」

お
姉
様
で
す
よ
(
笑
)
「
お
姉
様
が
潤
さ
ん
の
欠
点
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
私
が
潤
さ
ん
の
大
好
き
な
と
こ
ろ
な

ん
で
す
」
と
言
わ
れ
る
か
ら
「
睦
子
に
せ
え
」
と
思
い
ま
し
た
(
笑
)
。

弟
も
も
は
や
七
十
に
な
ろ
う
と
し
て
ま
す
が
、
結
構
働
い
て
い
る
ん
で
す
。
私
が
電
話
を
か
け
て
「
奥
さ
ん
呼
ん
で
」

と
言
っ
た
ら
、
「
ハ
ニ

l
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
す
(
笑
)
。
そ
の
ハ
ニ

l
が
出
た
の
で
「
あ
ん
た
ん
と
こ
、
ハ
ニ

1
っ
て
呼

ぶ
の
」
っ
て
言
っ
た
ら
、
「
え
え
、
私
は
パ
ニ
!
と
呼
ん
で
ま
す
」
(
笑
)
と
ぬ
け
ぬ
け
と
。

父
に
電
話
し
て
「
お
父
さ
ん
、
潤
が
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
よ
」
と
言
っ
た
ら
、
父
は
そ
の
晩
眠
れ
な
か
っ

た
ら
し
い
で
す
。
母
は
あ
の
世
に
行
っ
て
ま
し
た
が
、
さ
ぞ
喜
ん
で
い
た
で
し
ょ
う
。
仮
に
弟
が
一
人
で
い
て
も
両
親
は

平
気
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
世
間
的
な
こ
と
は
「
好
き
に
お
し
」
と
い
う
感
じ
で
、
全
く
自
由
で
し
た
。
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回
無
く
し
て
父
無
し
、

父
無
く
し
て
由
無
し

父
の
世
話
も
母
の
世
話
も
十
分
に
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
寂
し
い
気
に
な
る
こ
と
が
多
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
だ
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け
密
着
し
て
生
き
て
き
ま
し
た
か
ら
、
死
な
れ
ま
す
と
、
私
は
め
そ
め
そ
し
な
い
タ
イ
プ
で
す
が
、
時
々
深
い
悲
し
み
と
寂

し
さ
に
襲
わ
れ
ま
す
。
で
も
頑
張
っ
て
生
き
て
る
こ
と
は
悪
く
な
い
な
、
親
た
ち
も
見
て
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す。
母
無
く
し
て
父
は
有
り
得
な
い
、
父
無
く
し
て
母
は
有
り
得
な
い
と
思
う
の
で
す
。
父
は
と
て
も
よ
く
働
く
人
で
、
昔

は
量
得
物
な
の
で
、
上
っ
張
り
も
白
衣
屋
で
ち
ゃ
ん
と
注
文
し
て
き
て
、
働
い
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
を
見
た
人
が
母
に
「
お

宅
の
ご
主
人
、
ホ
ン
ト
に
い
い
方
で
奥
様
お
幸
せ
ね
」
と
言
っ
て
ま
し
た
。
母
は
「
あ
あ
い
う
父
に
私
が
し
た
ん
だ
」

と
怒
っ
て
い
ま
し
た
(
笑
)
。

私
も
そ
う
思
い
ま
す
。

父
と
母
の
ど
ち
ら
が
偉
か
っ
た
か
な
ん
て
、
ば
か
げ
た
質
問
を
さ
れ
て
も
よ
う
答
え
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
母
無
く
し
て

父
は
有
り
得
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
深
い
影
響
を
父
は
母
か
ら
受
け
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
母
も
父
か
ら
影
響

を
受
け
ま
し
た
が
、
深
さ
と
い
う
点
で
は
母
の
方
が
一
枚
上
だ
と
思
い
ま
す
。
母
は
「
父
と
い
た
こ
と
が
最
高
の
幸
せ
だ
っ

た
」
と
言
っ
て
死
ん
だ
の
で
す
が
、
あ
の
よ
う
な
父
で
有
り
得
た
こ
と
に
母
の
力
が
あ
っ
た
と
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん。
母
亡
き
後
十
一
年
も
父
と
暮
ら
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
え
ら
い
こ
と
で
し
た
。

何
か
と
い
う
と
「
マ
マ
さ
ん
は
、
マ
マ
さ
ん
は
」
と
言
う
わ
け
で
す
。

「
私
は
マ
マ
さ
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
寿
岳
章
子
な
ん
だ
か
ら
一
緒
く
た
に
せ
ん
と
い
て
」
と
怒
る
ん
で
す
が
。
た
ま

ら
な
い
寂
宙
多
感
に
襲
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
い
く
ら
娘
と
一
緒
で
も
娘
と
母
は
違
い
ま
ず
か
ら
、
そ
の
辛
さ
は
耐
え
ら

れ
な
い
も
の
だ
っ
た
ろ
う
と
今
に
し
て
思
い
ま
す
。
女
っ
て
す
ご
い
な
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

私
が
結
婚
し
て
た
ら
ど
う
な
っ
て
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
誰
も
「
結
婚
し
よ
う
」
と
言
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
の
で
(
笑
)
、

109 
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そ
れ
は
そ
れ
で
え
ら
い
と
一
人
で
生
き
て
い
く
わ
け
で
す
が
。
弟
は
結
婚
し
て
も
子
ど
も
は
い
な
い
し
、
寿
岳
と
い
う
家

は
も
う
一
軒
、
父
の
弟
の
家
だ
け
で
、
こ
こ
も
子
ど
も
が
い
ま
せ
ん
の
で
、
寿
岳
の
家
は
無
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

か
そ
れ
は
困
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
。
と
か
、
長
子
を
u
と
か
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
寿
岳
と
い
う
家
が
パ
ツ
と
消
え
て

し
ま
う
の
は
、
か
え
っ
て
爽
快
だ
と
思
い
ま
す
。
生
命
力
と
い
う
点
で
は
、
は
か
な
く
生
き
た
一
家
で
は
あ
る
け
ど
、
私

は
短
い
期
間
で
も
一
生
懸
叩
、
家
族
と
し
て
生
さ
る
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
追
求
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

二
年
越
し
で
『
寿
岳
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
く
生
き
た
り
』
と
い
う
本
を
出
そ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
書
く

時
間
が
な
い
の
だ
け
ど
、
が
ん
ば
っ
て
今
年
中
に
は
出
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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平
和
を
愛
し
、

憲
法
を
守
る

母
に
関
し
て
付
け
加
え
ま
す
と
、
平
和
と
か
話
法
を
守
る
こ
と
に
抜
群
の
力
が
あ
り
ま
し
た
。
政
治
的
に
動
く
人
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
京
都
に
〈
鼠
法
を
守
る
婦
人
の
会
〉
と
い
う
崎
川
虎
三
さ
ん
時
代
に
で
き
た
会
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の

人
た
ち
が
母
に
会
長
と
い
う
か
束
ね
て
く
れ
と
言
い
に
き
た
の
で
す
。

母
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
す
ご
く
い
や
な
人
な
ん
で
す
。
私
が
、
事
窃
的
な
こ
と
は
私
が
や
る
か
ら
、
マ
マ
さ
ん
は
平

和
話
法
大
好
き
な
ん
ゃ
か
ら
、
女
が
が
ん
ば
ら
な
き
ゃ
」
と
説
得
し
て
や
ら
せ
た
の
で
す
。
母
は
全
く
の
無
所
属
な
ん
で

す
。
そ
の
意
味
で
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
は
雰
囲
気
が
い
い
で
す
か
ら
ね
、
た
お
や
か
で

し
か
も
シ
ャ
ン
と
し
て
い
て
。
「
え
え
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。
今
は
私
が
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。

母
は
さ
ら
に
小
さ
な
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
た
ん
で
す
。
〈
平
和
の
た
め
に
手
を
つ
な
ぐ
会
〉
と
い
う
金
別
で
し
た
。
長
い
間

月
一
回
集
ま
っ
て
話
し
合
っ
た
り
、
学
習
し
て
、
核
実
験
で
大
変
な
と
き
伺

4瞥
討
の
ウ
・
タ
ン
ト
さ
ん
に
「
平
和
の
た
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め
に
頑
張
り
ま
す
」
と
手
紙
を
書
い
て
、
父
が
英
訳
し
て
出
し
た
の
で
す
。

い
わ
ゆ
る
華
や
か
に
振
る
舞
っ
て
旗
振
っ
て
と
い
う
タ
イ
プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
密
か
に
志
を
育
て
る
人
で
し
た
。

よ
く
生
涯
を
生
き
抜
い
た
人
だ
と
思
い
ま
す
。
一
応
こ
れ
で
失
礼
し
ま
す
。
(
拍
手
)

「
主
人
」

の
か
わ
り
に
使
う
こ
と
ば
は
?

斎
藤
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
な
か
を
よ
じ
り
な
が
ら
も
ホ
ロ
リ
と
し
て
:
:
:
、
ほ
ん
と
に
い
い
お
話
で
し
た
ね
。

寿
岳
さ
ん
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
元
気
で
朗
ら
か
で
パ
ワ
ー
が
あ
っ
て
気
骨
が
お
あ
り
な
の
か
、
こ
れ
で
わ
か
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
ご
質
問
、
ご
感
想
、
何
で
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

先
生
は
ち
っ
と
も
お
変
わ
り
な
く
て
、
年
を
取
ら
な
い
方
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
。

春
面
こ
の
間
韓
国
に
行
こ
う
と
し
た
ん
で
す
が
、
旅
券
が
切
れ
て
更
新
す
る
の
に
忙
し
く
て
写
真
撮
る
暇
が
な
か
っ
た

の
で
、
あ
つ
か
ま
し
く
十
年
前
の
写
真
を
持
っ
て
い
っ
て
、
「
最
近
の
写
真
で
す
か
」
「
は
い
、
そ
う
で
す
」
(
笑
)
と
言
っ

た
ん
で
す
(
笑
)
。
太
っ
て
い
る
か
ら
ご
ま
か
し
が
利
く
ん
で
す
よ
。

A 

お
母
様
は
「
主
人
」
と
い
旨
ユ
一
一
口
い
方
は
な
さ
ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
外
の
人
に
自
分
の
お
連
れ
合
い
の
こ

と
を
何
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
で
す
か
。

春
缶
「
夫
」
で
す
。

で
は
お
父
様
は
お
母
様
の
こ
と
を
何
と
。

B B 
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申
宮
缶
書
く
時
は
小
姿
と
書
い
て
い
ま
し
た
。
男
は
言
い
や
す
い
で
し
ょ
う
、
妥
と
か
家
内
と
か
。
家
外
と
言
う
人
も
い

ま
す
が
(
笑
)
、
文
章
は
裂
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
姓
を
言
、
っ
人
も
い
ま
す
が
、
母
は
「
私
も
舟
岳
ゃ
か
ら
」
と
言
っ
て
ま

し
た
。
別
姓
の
思
想
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
。
出
穏
と
い
う
姓
が
好
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
喜
ん
で
寿
岳
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
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た
だ
今
も
困
る
こ
と
だ
け
ど
、
相
手
の
ハ
ズ
バ
ン
ド
を
呼
ぶ
時
は
「
ご
主
人
」
と
い
う
言
葉
は
便
利
で
す
ね
。
母
は
十

年
も
読
売
新
聞
の
身
の
上
相
談
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
「
ご
夫
君
」
と
書
い
て
い
ま
し
た
。
口
で
言
う
時
は

ど
う
し
て
た
ん
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
仲
間
で
は
「
夫
さ
ん
」
で
す
(
笑
)
。
笑
う
け
ど
、
と
て
も
良
い
呼
び
方
で
す
よ
。
お
連
れ
合
い
と
い
う
の
は

き
れ
い
だ
け
ど
現
代
的
で
は
な
い
で
す
ね
、
長
い
し
。
夫
さ
ん
と
い
う
と
「
オ
ッ
ト
セ
イ
か
」
(
笑
)
と
言
わ
れ
て
腹
が
立

つ
ん
で
す
が
。
私
の
知
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
使
い
始
め
て
、
私
た
ち
は
も
う
平
気
に
な
っ
て
ま
す
が
。

舎
の
子
育
て
は
グ
ニ
ャ
グ
ニ
ヤ

今
の
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
に
公
的
機
関
が
子
育
て
を
教
育
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
今
の
子
育
て
の
様
相
を
ど
う
思

わ
れ
ま
す
か
。

申
者
缶
私
の
家
は
今
で
い
う
核
家
族
で
す
が
、
母
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
、
独
り
ぽ
っ
ち
で
不
安
が
あ
っ
て

弱
い
お
母
さ
ん
が
多
い
で
す
ね
。

国
立
に
伊
藤
雅
子
さ
ん
と
い
う
す
ば
ら
し
い
社
会
教
育
主
耶
が
お
ら
れ
て
話
を
聞
い
た
の
で
す
が
、
弱
々
し
く
て
、
子

ど
も
一
人
だ
け
で
ヒ
l
ヒ
ー
い
っ
て
、
そ
れ
な
ら
外
に
出
て
知
識
を
得
れ
ば
い
い
の
に
、
う
ち
に
こ
も
っ
て
悩
ん
で
い
る

C 
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お
母
さ
ん
が
多
い
そ
う
で
す
。

そ
う
い
う
お
母
さ
ん
は
赤
ち
ゃ
ん
言
葉
で
話
す
そ
う
で
す
。
夫
が
帰
る
ま
で
子
ど
も
し
か
い
な
い
で
し
ょ
う
、
「
ぽ
う
や
、

ど
う
ち
ま
ち
ょ
う
ね
」
な
ん
て
ね
。
子
ど
も
言
葉
で
話
し
て
い
る
と
心
も
頭
も
子
ど
も
に
な
っ
て
く
る
と
言
っ
て
ま
し
た
。

「
保
育
も
あ
る
か
ら
出
て
き
て
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
」
と
言
っ
て
も
、
出
て
こ
な
い
。
そ
れ
で
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
っ
た
り

し
て
い
る
。

母
は
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
と
子
育
て
し
て
ま
し
た
ね
。
私
は
お
ん
ぶ
さ
れ
る
か
柱
に
つ
な
が
れ
て
ま
し
た
。
お
ん
ぶ
し
て
小

説
を
書
い
て
い
た
と
い
っ
て
ま
し
た
。

弟
が
生
ま
れ
た
時
は
、
い
っ
ぺ
ん
も
寝
床
で
ご
飯
た
べ
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
。
ね
え
や
さ
ん
が
一
人
い
た
け
ど
、
だ

れ
か
が
伊
勢
海
老
を
持
っ
て
き
た
の
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
母
が
、
弟
を
産
ん
で
す

ぐ
な
の
に
伊
勢
海
老
を
料
理
し
て
い
た
ら
、
産
婆
さ
ん
が
や
っ
て
き
て
「
奥
さ
ん
、
誰
が
お
産
し
は
っ
た
ん
で
す
か
」
と

え
ら
く
怒
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

私
は
塑
弟
二
人
で
し
ょ
う
。
母
に
「
産
児
制
限
し
た
の
か
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
す
る
と
「
し
な
か
っ
た
」

と
。
弟
が
生
ま
れ
た
後
、
無
理
を
し
た
の
で
工
長
屈
に
な
っ
て
、
そ
れ
が
自
ず
と
産
児
制
限
に
な
っ
た
と
。
そ
れ
ほ
ど

す
さ
ま
じ
く
働
い
た
の
で
す
。

今
は
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
の
赤
ち
ゃ
ん
の
仲
間
づ
く
り
、
。
公
喧
デ
ビ
ュ
ー
。
な
ん
で
あ
る
ん
で
す
っ
て
?
好
き
に
な

さ
れ
ば
い
い
で
す
が
|
l
ア
ホ
ら
し
い
と
は
思
う
け
ど
|
|
し
ゃ
ん
と
す
る
こ
と
が
も
っ
と
必
要
な
の
で
は
と
思
い
ま

す
。
七
十
三
歳
に
な
っ
た
の
で
そ
う
思
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
歯
が
ゆ
い
気
が
し
ま
す
。

私
の
と
こ
ろ
が
厳
し
か
っ
た
の
は
、
例
え
ば
電
車
の
中
で
寝
て
し
ま
う
子
ど
も
を
「
し
ょ
ー
が
な
い
な
あ
」
と
か
言
い

な
が
ら
だ
っ
こ
し
て
降
り
る
で
し
ょ
う
。
う
ち
は
「
歩
い
て
い
き
な
さ
い
」
言
わ
れ
ま
し
た
。
と
に
か
く
厳
し
か
っ
た
。
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汽
車
の
中
で
も
の
な
ん
か
食
べ
さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
点
き
り
り
と
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
今
は
自
由
な
の
は
い

い
け
ど
グ
ニ
ャ
グ
ニ
ャ
し
て
。
そ
れ
が
も
う
少
し
必
盟
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

家
庭
内
暴
力
は
我
が
家
で
は
起
こ
り
得
な
か
っ
た
で
す
、
学
校
は
あ
ま
り
大
事
に
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
庭
の

方
を
徹
底
的
に
信
じ
て
い
ま
し
た
。
私
の
日
記
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
を
相
判
き
た
れ
ど
去
ら
ぬ
日
々
』
と
い
う
本
に
書

き
ま
し
た
が
、
か
な
り
猛
烈
な
社
会
批
判
も
し
て
い
ま
す
。
学
校
で
習
う
こ
と
と
追
い
ま
し
た
が
、
平
気
で
し
た
。
学
校

は
適
当
に
あ
し
ら
っ
て
い
た
と
い
う
か
、
学
校
で
習
う
こ
と
に
は
強
烈
な
批
判
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
批
判
の
原
点
は

家
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
の
も
の
を
親
は
持
つ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
に
伝
え
る
べ
き
生
き
方
が
な
い
の
か

と
思
い
ま
す
。
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父
巳
対
す
る
「
屈
折
し
た
感
情
」

先
生
の
お
父
様
の
ご
本
を
読
ん
で
い
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
を
研
究
な
さ
っ
て
い
る
ん
で
す

ね
。
大
江
健
三
郎
さ
ん
も
心
酔
な
さ
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
た
の
で
す
か
。

者
缶
元
々
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
柳
宗
悦
な
ん
で
す
。
ど
こ
か
ア
ナ
ー
キ
ー
な
と
こ
ろ
で
深

い
宗
教
の
世
界
と
、
こ
の
世
の
権
力
に
は
動
か
さ
れ
な
い
思
想
。
宗
教
と
文
学
が
完
全
に
密
着
し
た
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
終
生
ブ
レ
イ
ク
を
愛
し
続
け
ま
し
た
か
ら
。
ブ
レ
イ
ク
は
『
神
国
と
関
係
あ
る
の
で
す
。
最
終
的

に
晩
年
の
仕
事
と
し
て
罰
拙
』
の
翻
訳
に
掛
か
り
ま
し
た
。

ブ
レ
イ
ク
は
神
曲
の
絵
を
描
い
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
窓
味
で
神
を
思
い
、
遠
く
高
い
世
界
を
描
き
抜
い
た
人
と
し
て

書
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

D 
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斎
藤
お
父
様
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
お
好
き
で
し
た
か
。

春
缶
実
は
父
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
完
全
に
母
の
方
が
好
き
で
し
た
ね
。
も
ち
ろ
ん
子
と
し
て
描
脅

は
あ
る
の
で
す
が
。

か
へ
ん
ね
し
。
と
い
う
関
西
弁
が
あ
る
ん
で
す
が
、
父
は
、
僻
ん
だ
り
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の

日
記
を
元
に
し
た
「
い
つ
か
来
た
道
」
と
い
う
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
し
て

l
lほ
と
ん
ど
嘘
っ
ぱ
ち
の
ド
ラ
マ
で
し
た
が

ー
ー
そ
の
中
で
人
か
ら
も
ら
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
父
を
除
い
て
み
ん
な
が
食
べ
て
、
父
が
僻
む
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
う
ち
で
は
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
食
べ
物
は
乏
し
い
時
で
も
必
ず
み
ん
な
一
緒
に
食
べ
ま
し
た

か
ら
、
脚
本
の
寺
内
小
春
さ
ん
を
恨
み
ま
し
た
。

寺
内
さ
ん
に
話
し
た
思
い
出
の
一
つ
で
す
が
、
戦
後
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
配
給
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
時
一
海
軍
の
靴
が

当
た
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
母
は
「
こ
れ
は
潤
に
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
の
で
す
。
弟
は
靴
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
。
父
は
「
ふ
ん
」
と
言
っ
て
出
て
行
っ
た
の
で
す
。
「
お
父
さ
ん
、
ど
こ
行
っ
ち
ゃ
っ
た
の
」
「
靴
は
自

分
が
ほ
し
か
っ
た
ん
や
な
」
「
ほ
し
け
り
ゃ
、
ほ
し
い
と
言
え
ば
い
い
の
に
な
あ
」
と
言
っ
て
た
の
で
す
。

一
時
間
ほ
ど
し
て
父
が
帰
っ
て
来
て
「
ど
こ
行
っ
て
た
の
」
と
言
う
と
、
「
嵐
山
行
っ
て
か
鰍
。
聞
い
て
き
た
」
と
言
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
鰍
の
テ
レ
ビ
が
あ
る
と
「
父
さ
ん
の
好
き
な
鰍
や
、
鰍
や
」
と
言
っ
て
か
ら
か
っ
た
の
で
す
(
笑
)
。

そ
の
話
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
た
話
に
化
け
た
と
思
う
の
で
す
。

父
は
ど
こ
か
心
の
底
で
そ
う
い
う
風
に
ひ
っ
か
か
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
だ
か
ら
言
っ
ち
ゃ
い
ま
す
が
、
私
は
父
に
恨
み
が
あ
っ
た
の
で
す
。
私
は
不
細
工
だ
っ
た
の
で
す
。
御
飯
食
べ
て

る
と
父
に
「
不
細
工
な
食
べ
方
や
。
ど
ぷ
猫
が
め
し
食
う
て
る
み
た
い
や
」
と
か
言
わ
れ
て
、
怒
っ
て
箸
を
投
げ
付
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
弟
は
、
自
分
は
可
愛
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
姉
の
こ
と
を
か
ら
か
っ
て
絵
な
ん
か
描
く
の
で
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す
。
お
姉
さ
ん
の
角
品
、
大
根
足
と
か
・
:
・
:
。

あ
る
日
の
こ
と
、
戦
争
市
・
で
す
が
、
故
郷
の
舟
岳
の
寺
に
物
資
を
も
ら
い
に
行
っ
て
い
た
の
で
す
。
母
に
は
絶
対
買
い

出
し
を
さ
せ
ず
に
父
が
全
部
ゃ
っ
た
の
で
す
。

父
と
私
と
弟
と
三
人
で
行
く
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
弟
が
私
の
こ
と
を
か
ら
か
っ
て
「
な
あ
パ
パ
さ
ん
、
こ
ん
な
不
細

工
な
の
連
れ
て
い
く
の
、
い
や
や
ろ
」
と
言
っ
て
、
父
も
「
あ
あ
、
そ
う
ゃ
な
」
と
か
言
っ
た
の
で
、
私
は
天
地
も
裂
け

ん
ば
か
り
に
泣
い
た
の
で
す
。
母
が
と
ん
で
来
ま
し
て
「
何
や
、
ど
な
い
し
た
ん
」
。
「
お
父
さ
ん
が
こ
う
言
っ
た
ん
」
と
言

う
と
、
母
が
も
の
す
ご
く
怒
り
ま
し
て
、
父
も
恐
か
っ
た
と
謝
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
終
生
恨
み
ま
し
た
(
笑
)
。

結
果
と
し
て
は
私
は
父
を
、
母
を
愛
し
た
人
と
し
て
間
接
的
に
評
価
し
て
い
る
の
で
す
。
最
後
の
十
一
年
間
は
言
い
た

い
こ
と
を
言
っ
て
大
げ
ん
か
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
父
が
泣
き
出
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
父
が
亡
く
な
っ

て
こ
ん
な
に
悲
し
い
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
『
想
父
記
』
と
い
う
本
を
出
し
ま
し
た
。
「
父
の
日
」
の
前
の
週
の
日
昭
日
に
講
演
で
宇
部
に
行
っ
た
の
で
す
が
、

飛
行
機
の
中
で
お
菓
子
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
「
父
さ
ん
あ
り
が
と
う
」
と
告
い
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
見
る
と
涙
が

出
て
止
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

別
の
意
味
の
感
魚
川
が
わ
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
母
へ
の
愛
と
違
っ
て
、
父
へ
の
愛
は
屈
折
し
て
い
る
の
で
す
。
そ

れ
で
も
や
は
り
、
母
を
あ
れ
ほ
ど
愛
し
た
人
と
し
て
、
誰
よ
り
も
素
敵
な
父
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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次
回
は
ぜ
ひ
リ
サ
イ
タ
ル
を

斎
藤

私
は
寿
岳
先
生
っ
て
、
可
愛
い
方
、
そ
し
て
催
し
い
方
な
の
で
大
好
き
な
ん
で
す
。
今
日
発
見
し
た
の
で
す
が
、
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お
声
も
す
ご
く
き
れ
い
な
ん
で
す
ね
。

春
告
は
い
。
声
は
き
れ
い
で
す
。
私
は
子
ど
も
の
時
か
ら
音
楽
が
大
好
き
で
、
歌
が
好
き
な
ん
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
し
た

い
な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
三
年
前
に
本
当
に
や
っ
た
ん
で
す
。
童
謡
を
歌
っ
た
ん
で
す
。
二
百
人
も
来
て
、
二
千
円

も
も
ら
っ
た
の
で
税
金
納
め
る
羽
目
に
な
り
ま
し
た
が
。

そ
の
時
は
十
七
曲
歌
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
ミ
ニ
講
演
が
つ
い
て
い
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
「
柴
の
折
戸
の
賎
が
家
の

1
」

と
い
う
子
守
歌
に
は
「
そ
の
頃
か
ら
役
割
分
担
が
あ
っ
た
の
で
す
」
(
笑
)
と
い
う
話
を
し
て
。
最
後
に
「
兎
追
い
し
か
の

山
」
を
み
ん
な
に
歌
っ
て
も
ら
っ
て
、
「
こ
れ
は
き
ら
い
な
歌
で
す
」
と
言
い
ま
し
た
。
志
を
果
た
し
て
い
つ
の
日
に
か
帰

ら
ん

1
帰
り
た
け
れ
ば
さ
っ
さ
と
帰
れ
ば
い
い
で
は
な
い
か
(
笑
)
。
志
を
果
た
す
な
ん
て
角
栄
を
思
い
出
す
け
ど
、
古

い
タ
イ
プ
の
男
の
歌
で
す
よ
と
意
地
悪
言
っ
た
の
で
す
が
。

テ
ー
プ
を
作
っ
た
の
で
す
が
、
五
十
本
即
売
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
朝
日
放
送
の
人
が
聞
い
て
、
私
こ
の
二
十
三
日
に
ラ

ジ
オ
で
歌
う
ん
で
す
。
残
念
な
が
ら
墓
尽
で
は
聞
こ
え
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
作
詞
も
し
た
ん
で
す
。
野
田
じ
ゅ
ん
こ
さ
ん
と
い
う
素
敵
な
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
が
曲
を
付
け
て
く

れ
ま
し
た
。
「
輝
く
日
々
に
」
と
い
う
こ
千
年
の
女
の
歴
史
を
詰
め
て
あ
る
の
で
す
。
ヌ
ワ
ま
で
悲
し
い
苦
し
い
と
泣
く
だ

け
だ
っ
た
け
ど
女
の
時
代
が
来
た
」
と
い
う
歌
な
ん
で
す
。
「
女
に
生
ま
れ
た
喜
び
の
歌
を
歌
お
う
1
と
」
い
う
歌
な
ん
で

す。斎
藤

こ
の
次
は
日
比
谷
公
会
堂
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
(
拍
手
)

(
一
九
九
七
年
九
月
十
一
日

四
谷
区
民
セ
ン
タ
ー
に
て
)

(
こ
の
方
に
「
母
を
語
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
ご
希
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
男
性
で
も
結
構
で
す
。
)
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語
。
か
け
た
い
あ
な
た
ヘ

自
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六
呈
知

子

ノマ

チ
ン
コ

不
自
由
じ
ゃ
な
い
人
の
す
る
こ
と
を
、
フ
ル
コ

1
ス
で
全
部
体
験
し
て
や
ろ
う
と
、
意
気
込
ん
で
い
た
時
か

ら
行
っ
て
い
た
ス
ナ
ッ
ク
も
パ
チ
ン
コ
庖
も
、
近
頃
は
す
っ
か
り
ご
無
沙
汰
を
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
す

べ
て
私
の
体
調
が
思
い
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。

そ
し
て
、
今
は
も
う
手
が
大
分
自
由
が
き
か
な
く
な
っ
た
た
め
、
パ
チ
ン
コ
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
上
な
い
残
念
な
こ
と
。
も
と
も
と
賭
け
ご
と
が
嫌
い
な
方
で
は
な
い
の
で
、
パ
チ
ン
コ
は
た
の
し
い
。

パ
チ
ン
コ
底
に
行
く
と
甲
高
い
歌
謡
曲
と
、
パ
チ
ン
コ
玉
を
ハ
ジ
ク
音
し
か
聞
こ
え
な
い
。
そ
う
い
う
中
で

自
分
の
パ
チ
ン
コ
台
の
玉
の
行
方
だ
け
を
、
ひ
た
す
ら
目
で
追
い
も
と
め
る
と
き
、
自
分
が
今
切
実
に
悩
ん
で

い
る
こ
と
も
、
く
よ
く
よ
考
え
て
い
る
こ
と
も
、
み
ん
な
き
れ
い
サ
ッ
パ
リ
と
忘
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
、
パ
チ

ン
コ
の
魅
力
な
の
だ
と
自
分
勝
手
に
解
釈
し
て
い
る
。

私
に
パ
チ
ン
コ
を
付
き
合
っ
て
く
れ
る
人
は
、
そ
ん
な
に
多
く
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
う
、
私
と
長
い
つ

き
あ
い
の
、
内
藤
新
次
さ
ん
、
門
脇
浩
さ
ん
、
姉
(
則
子
)
の
三
人
な
の
で
あ
る
。
パ
チ
ン
コ
底
の
椅
子
は
固
定
し

て
あ
る
の
だ
け
ど
、
一
か
所
、
ち
ゃ
ん
と
椅
子
が
取
り
は
ず
せ
て
車
い
す
が
入
れ
る
ス
ペ
ー
ス
が
出
来
て
い
る
。



パ
チ
ン
コ
は
、
玉
が
出
れ
ば
面
白
く
て
や
め
ら
れ
な
い
し
、
反
対
に
玉
が
出
な
け
れ
ば
、
も
う
す
こ
し
続
け

た
ら
勢
い
よ
く
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
、
や
め
ら
れ
な
く
な
る
不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い
る
と
思

う
。
私
は
、
玉
が
出
て
も
結
局
み
ん
な
な
く
な
る
ま
で
、
や
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
景
品
と
は
い
つ
も
な
か
な
か

と
り
か
え
ら
れ
な
い
の
だ
け
ど
、
一
度
だ
け
、
玉
を
三
千
円
買
っ
て
や
っ
て
い
た
ら
、
思
い
が
け
な
く
玉
が
出

て
六
千
円
ぶ
ん
く
ら
い
、
景
品
と
取
り
替
え
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
い
う
こ
と
は
後
に
も
先
に
も
、
こ
れ
っ
き

、J
2

・コ，.。

r
J
+れ
て
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あ
る
日
の
こ
と
、
電
動
車
い
す
で
街
を
駆
け
て
い
た
ら
、
ど
こ
か
の
知
ら
な
い
お
ば
あ
さ
ん
に
擦
れ
違
っ
て

声
を
か
け
ら
れ
た
。
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
右
手
の
親
指
を
立
て
上
下
に
動
か
し
て
「
こ
れ
さ
、
行
っ
て
き
た

の
か
?
」
を
連
発
し
た
。
で
も
、
私
は
と
っ
さ
の
こ
と
で
何
の
こ
と
か
分
か
ら
ず
、
た
だ
に
こ
に
こ
と
生
へ
ん

じ
を
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

そ
し
て
家
へ
帰
っ
て
き
て
か
ら
も
し
ば
ら
く
考
え
て
、
は
っ
と
「
そ
う
か
、
パ
チ
ン
コ
の
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
っ
」

と
気
が
つ
い
た
。
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そ
れ
か
ら
、
こ
れ
も
電
動
車
い
す
で
散
歩
し
て
い
る
時
に
、
私
が
以
前
入
っ
た

こ
と
の
あ
る
パ
チ
ン
コ
庖
の
前
を
通
り
か
か
る
と
、
ち
ょ
う
ど
水
ま
き
を
し
て
い

た
従
業
員
に
「
寄
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
声
を
か
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

車
い
す
で
入
る
か
ら
特
徴
が
あ
り
過
ぎ
て
、
一
度
で
印
象
づ
け
て
し
ま
う
の
か
も

品
し
れ
な
い
。
そ
の
反
面
、
車
い
す
で
パ
チ
ン
コ
庖
に
入
る
の
は
、
花
輪
で
は
私
ぐ

d

ら
い
の
も
の
か
と
思
う
と
、
少
し
寂
し
く
も
あ
る
。

こ
ん
な
た
の
し
い
こ
と
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
内
藤
新
次
さ
ん
、
門
脇
浩
さ

ん

、

姉

に

、

心

か

ら

感

謝

す

る

。

(

一

九

九

七

・

十

・

十

五

)
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ア
ジ
ア
の
平
和
を
「
蓮
」
と
「
星
」
と
「
太
陽
」
に
託
し
て

九
月
の
初
め
、
ブ
ル
ネ
イ
・
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ラ
オ
ス
・
マ
レ

イ
シ
ア
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
タ
イ
に
、
日
本
の
沖
縄

が
加
わ
っ
て
、

A
S
E
A
N三
十
年
を
祝
う
国
十
一
か
の
民
族
舞
踊
を
一
堂
に
観
る

機
会
に
恵
ま
れ
た
。

第
一
部
は
、
「
ア
ジ
ア
の
平
和
の
夜
明
け
」
。
虹
の
よ
う
に
美
し
い
色
彩
を
背
景
に
そ

れ
ぞ
れ
の
国
を
代
表
す
る
超
一
流
の
舞
踊
団
か
、
み
や
び
や
か
な
宮
窪
舞
踊
を
披
露

す
る
。
「
蓮
の
花
咲
く
固
か
ら
光
り
輝
く
平
和
へ
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ど
お
り
、
ど
の
国

も
ま
ば
ゆ
い
ほ
ど
の
美
し
さ
。
場
内
に
た
め
息
、立
の
ふ
れ
る
。

第
二
部
は
、
「
響
け
ア
ジ
ア
の
平
和
の
鐘
」
。
舞
台
狭
し
と
二
百
名
が
勢
ぞ
ろ
い
。

ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
の
リ
ズ
ム
の
民
族
の
踊
り
。
そ
の
い
の
ち
の
輝
き
に
、
害
席
で
手
を

振
り
足
を
動
か
す
人
も
い
る
ほ
ど
。

十
一
か
国
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
も
っ
た
楽
器
に
よ
る
「
ア
ジ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の

後
は
、
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
「
平
和
の
蓮
に
包
ま
れ
て
」
。

全
参
加
者
か
再
び
舞
台
に
出
て
、
舞
い
、
演
じ
、
最
後
は
踊
り
ま
が
ら
客
席
に
繰

り
出
す
。
踊
り
手
も
観
寄
も
一
体
に
。
か
ら
だ
を
心
の
中
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
よ
う

な
感
動
で
、
終
わ
っ
た
後
も
客
席
を
立
つ
人
が
い
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。
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ア
ジ
ア
だ
っ
た
。
ど
の
国
の
音
楽
も
、
ど
の
国
の
踊
り
も
、
私
た
ち
の
か
ら

だ
を
流
れ
る
血
と
、
た
し
か
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
杢
佐
代
表
し
て
凪
量
場

し
た
沖
縄
は
、
そ
の
優
雅
さ
で
、
ま
さ
に
A
S
E
A
Nそ
の
も
の
だ
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
文
犯
の
痕
を
濃
く
残
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ダ
ン
ス
を
除
い
て
は
、
ど
の

国
も
、
指
、
手
の
ひ
ら
の
使
い
方
の
美
し
い
こ
と
。
西
洋
が
ポ
半
身
の
舞
踊
だ
と
す

る
と
、
ア
ジ
ア
は
す
べ
て
卜
平
身
の
踊
り
。
そ
し
て
、
民
族
の
歓
喜
と
、
大
き
な
天

の
力
へ
の
祈
り
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

ず
っ
と
昔
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
ア
ジ
ア
諸
国
と
受
流
し
て
い
た
ら
、
日
本
は
あ
の

よ
う
な
無
謀
・
無
残
な
戦
い
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

A
S
E
A
N諸
国
に
は
、
A

フ
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
力
ン
ボ
デ
ィ
ア
・
テ
ィ
モ
ー
ル
の

よ
う
に
重
い
雲
に
包
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
け
れ
ど
、
五
十
二
年
前
、
こ
れ
ら

の
国
は
タ
イ
を
除
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン

Z
守
々
の

植
民
地
だ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
戦
舎
と
い
う
辛
苦
を
経
て
、
す
べ
て
か
独
立
国
に

な
っ
た
こ
と
、
苛
酷
な
植
民
地
支
配
を
受
け
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
そ
れ
ぞ
れ

の
伝
統
を
守
り
ぬ
い
て
い
た
こ
と
に
深
く
感
動
し
た
。

A
S
E
A
N三
十
周
年
を
祝
う
国
費
の
援
助
で
、
私
た
ち
も
阜
皇
皇
な
公
演

を
霞
号
室
谷
、
全
国
を
回
る
と
思
わ
れ
た
公
演
が
、
墓
尽
の
一
回

だ
け
で
終
わ
り
、
テ
レ
ビ
の
申
継
も
な
か
っ
た
の
は
、
残
念

だ
っ
た
。
(
い
)

¥れ

9

(
1
8
9
7年
9
月
4
・5
田

町
:

東
京
厚
生
年
金
会
館
大
ホ
ー
ル
)
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j住民が選択した j

秋
田
県
鷹
巣
町
は
人
口
二
万
三
平
人
。
町
と

し
て
は
秋
田
で
一
帯
穴
き
い
。
こ
の
町
で
若
き

町
長
、
出
荷
川
徹
氏
が
当
選
し
た
直
後
の
一
九
九

一
年
か
ら
話
は
始
ま
る
。

コ
初
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
初
当
選

し
た
町
長
は
、
町
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

に
積
極
的
。
さ
っ
そ
く
町
民
の
自
由
参
加
に
よ

る
「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
募
っ
た
。
集

ま
っ
た
町
民
は
百
人
以
上
。
七
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
老
人
や
障
害
者
に
対
す
る
町
の

問
題
点
を
調
べ
始
め
た
。
解
伏
法
は
、
①
す
ぐ

に
で
き
る
も
の
②
頑
張
れ
ば
で
き
る
も
の

@
前
の
予
算
化
が
必
要
な
も
の
に
分
け
ら
れ
、

政
策
に
反
映
さ
れ
た
。
家
庭
訪
問
の
有
部
へ
ル

パ
l
も
七
人
か
ら
四
十
一
人
に
増
え
、
ま
ず
は

順
調
な
滑
り
出
し
に
見
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
町
長
が
提
唱
し
た
「
ケ
ア
ボ
ー

ト
構
想
」
が
、
議
会
の
猛
烈
な
反
対
に
あ
っ
て

し
ま
う
。
こ
の
構
想
は
、
慣
川
財
団
か
ら
十
五

億
円
の
補
助
金
を
受
け
、
総
予
算
四
十
億
余
で

全
世
嗣
宝
の
特
別
控
護
老
人
ホ
1
ム
を
合
む
総

A
日
仰
祉
施
設
を
旭
設
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
説

会
は
、
こ
の
予
算
案
を
否
決
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
背
後
に
あ
っ
た
の
は
、
前
町
長
派
と
の
あ

つ
れ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
、
次
第
に
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
く
。
長
期
政
権
だ
っ
主
削
町
長
を
、

い
わ
ば
か
ま
ぐ
れ
。
で
破
っ
た
岩
川
町
長
だ
が
、

議
会
の
過
半
数
は
前
町
長
派
で
あ
る
。

次
期
町
長
選
を
ひ
か
え
た
九
三
年
、
前
町
長

派
は
「
地
方
-
自
治
法
臼
条
委
員
会
」
を
作
っ
て

町
長
の
行
動
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
激
し
く
糾
弾
し

た
。
岩
川
暫
討
の
対
抗
馬
に
は
、
前
町
長
直
系

の
藤
島
氏
が
立
っ
た
。

窮
地
に
立
た
さ
れ
た
山
市
町
長
を
支
え
た
の

は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
町
民
た
ち
。
九

四
年
、
激
し
い
選
挙
戦
に
町
は
燃
え
、
投
票
率

は
八
九
V
経
く
。
岩
川
町
長
は
大
差
で
再
選
さ

れ
た
。
こ
れ
が
町
民
の
出
し
た
答
え
だ
っ
た
。

し
か
し
、
町
議
会
の
過
半
数
が
前
町
長
派
で

あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
ケ
ア
ボ
ー
ト
構
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想
を
練
り
直
し
、
町
と
県
の
予
算
だ
け
で
、
よ

り
在
宅
ケ
ア
に
近
い
形
に
近
づ
け
た
「
ケ
ア
タ

ウ
ン
計
画
」
も
、
候
補
地
の
選
択
に
難
色
を
示

し
た
議
員
が
多
く
、
予
算
は
否
決
さ
れ
た
。

福
祉
推
進
に
期
待
す
る
町
民
た
ち
も
、
さ
す

が
に
苛
立
っ
た
。
四
百
人
が
甚
聾
宋
会
に
集
ま

り
、
「
議
会
を
変
え
よ
う
!
」
「
出
た
い
人
よ
り
出

し
た
い
人
を
」
と
、
熱
気
の
こ
も
っ
た
討
論
。

折
し
も
、
町
議
会
選
挙
直
前
だ
った。

九
六
年
の
町
議
会
選
挙
は
新
人
が
十
四
人
も

立
つ
激
戦
。
女
性
候
補
三
人
の
う
ち
二
人
は
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
関
わ
っ
た
女
性
だ
っ

た
。
今
ま
で
政
治
な
ど
関
わ
っ
た
こ
と
も
な
い

女
た
ち
が
、
候
補
を
支
え
て
ビ
ラ
を
ま
き
、
お

願
い
に
回
る
。
投
票
日
前
日
の
「
や
る
だ
け
や
っ

た
」
と
い
う
清
々
し
い
顔
、
顔
、
顔
。

投
票
が
済
ん
だ
。
開
票
が
始
ま
る
前
か
ら
、

開
票
所
に
つ
め
か
け
る
町
民
た
ち
。
開
票
速
報

に
い
ち
い
ち
「
ウ
ォ
l
!
」
「
エ
l
ッ
!
」
。
し
か

1ν

、

一
部
候
補
に
票
が
集
ま
り
す
ぎ
た
た
め
、

町
長
派
が
過
半
数
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
女
性

候
補
も
一
人
は
落
選
、
涙
を
飲
ん
だ
。

町
長
は
再
び
、
ケ
ア
タ
ウ
ン
計
画
を
議
会
に

提
出
。
応
援
派
町
民
が
議
会
に
つ
め
か
け
、
議

員
一
人
一
人
に
お
願
い
と
激
励
を
し
た
。
そ
の

結
果
・
・
:
:
中
間
派
議
員
が
町
長
支
持
に
動
き
、

つ
い
に
ケ
ア
タ
ウ
ン
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。
三

年
間
、
長
い
攻
防
の
末
だ
っ
た
。
こ
の
間
、
訪

問
へ
ル
パ
l
は
五
十

一
人
に
増
え
て
い
た
。

* 

鷹
巣
町
の
ほ
か
に
、
羽
田
監
督
は
二
つ
の
自

治
体
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
長
野
県
北
佐
久
郡

御
牧
村
と
、
東
京
都
板
橋
区
で
あ
る
。

御
牧
村
に
は
、
「
ケ
ア
ボ
ー
ト
み
ま
き
」
が
あ

る
。
こ
の
施
設
は
、
村
に
温
泉
が
出
た
と
き
に
、

そ
の
温
泉
を
観
光
で
は
な
く
村
民
の
た
め
に
使

え
な
い
か
・
・
:
・
・
と
い
う
村
の
女
性
た
ち
の
要
望

に
応
え
た
も
の
で
、
鷹
巣
町
が
断
念
し
た
令
室

個
室
の
宣
褒
老
人
ホ
l
ム
の
ほ
か
、
村
民
の
交

流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
、
温
泉

プ
l
ル
ま
で
備
え
て
い
る
。

鷹
巣
町
の
岩
川
町
長
が
視
察
に
来
る
映
像
と

と
も
に
、
施
設
の
各
部
分
が
紹
介
さ
れ
る
。
特

に
老
人
ホ
1
ム
の
個
室
に
は
愛
用
の
家
具
な
ど

が
持
ち
込
ま
れ
、
羽
田
監
督
の
記
録
映
画
「
安

心
し
て
老
い
る
た
め
に
」
に
出
て
き
た
デ
ン
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日
本
で
も
こ
う
い
う
自
治
体
が
あ
っ
た
か
:
:
:

と
思
わ
せ
る
施
設
だ
っ
た
。

大
都
市
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
板
橋
区
の

「
お
と
し
よ
り
保
険
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
お
と
せ

ん
こ
は
、
五
十
万
人
の
区
民
の
要
請
に
応
え
よ

う
と
悪
戦
苦
闘
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
入
り
や
す

く
、
担
談
し
や
す
い
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
の

が
区
民
に
日
損
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
つ
た
。
二

十
四
時
間
ケ
ア
体
制
も
、
民
間
病
院
と
提
携
し

て
徐
々
に
つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
セ
ン
タ
ー

だ
け
で
は
対
応
で
き
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
が
必
耐
火
な
状
況
だ
そ
う
だ
。

* 

再
び
、
鷹
巣
町
の
話
に
一
反
る
。

三
年
間
の
攻
防
の
末
、
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
っ
た
「
ケ
ア
タ
ウ
ン
計
画
」
だ
が
、

映
画
の
最
後
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
町
民

も
、
議
員
も
、
ヲ
豆
向
は
必
要
な
期
間
だ
っ
た
」

と
異
口
同
音
に
言
っ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

若
く
理
相
官
乞
追
い
が
ち
の
町
長
が
打
ち
上
げ
た

ア
ド
バ
ル
ー
ン
・
:
・
:
。
古
参
部
品
に
は
、
苦
々

し
い
稲
祉
政
策
だ
っ
た
よ
う
だ
。
今
で
も
説
会

は
由
子
を
上
げ
て
賛
成
で
は
な
い
が
、
攻
防
の

中
で
町
長
も
、
議
員
も
、
町
民
も
、
そ
れ
ぞ
れ

が
民
主
士
哀
を
学
び
、
鍛
え
ら
れ
、
町
に
と
っ

て
よ
り
良
い
、
地
に
足
の
つ
い
た
福
祉
を
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

羽
田
鹿
骨
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
励
き
を
丁
盟
s
に

追
っ
て
い
る
。
そ
の
合
同
に
、
ヘ
ル
パ

l
と
老

人
た
ち
の
ふ
れ
あ
い
、
ケ
ア
す
る
家
族
の
苦
労
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
制
器
出
助
な
ど
を
挟

み
込
ん
で
い
る
。
小
学
校
の
跡
地
を
利
用
し
た

析
し
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集
う
お
年
寄
り
の
く

つ
ろ
い
だ
笑
顔
は
、
こ
の
町
の
福
祉
の
確
か
な

前
進
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
う
。

「
安
心
し
て
老
い
る
た
め
に
」
は
、
デ
ン
マ
ー

ク
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
、
い
わ
ば

2
E附
さ
れ

た
栢
祉
」
を
紹
介
し
た
も
の
。
そ
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
に
は
、
た
だ
感
心
し
、
程
遠
い
日
本
の
現

状
に
は
た
め
息
し
か
出
な
か
っ
た
も
の
だ
。

そ
れ
に
対
し
て
「
住
民
が
選
択
し
た
町
の
福

祉
」
は
現
在
進
行
形
。
も
し
、
指
川
軒
択
が
選

挙
で
負
け
た
り
、
ケ
ア
タ
ウ
ン
計
画
が
否
決
さ

れ
た
ま
ま
だ
っ
た
り
し
た
ら
、
映
画
は
全
然
違

う
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
羽
田
監
督
は
、
町
民
の
選
択
を
指
崩
し
て

撮
っ
て
い
ら
し
た
の
だ
と
は
思
う
が
:
:
:
そ
う

思
う
と
、
ス
リ
リ
ン
グ
な
映
画
で
あ
る
。

岩
川
町
長
の
や
り
方
が
す
べ
て
正
し
い
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
か
ら
の
府

県
町
に
は
目
が
は
な
せ
な
い
。
羽
田
監
督
の
「
府

県
町
・
続
編
」
を
、
ぜ
ひ
見
て
み
た
い
。
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(
芦
拝
礼
子
)

-
フ
ィ
ル
ム
貸
し
出
し
が
で
き
ま
す
。

一
回
上
映
に
つ
き
二
十
万
円
、
同
日
二
回
上
映

三
十
万
円
(
消
費
税
、
送
料
は
上
映
者
負
担
)

向
い
合
わ
せ
〉
自
由
工
房

渋
谷
区
聖
ム
口
町
一
五
l
一

一T
1
5
0
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E
L
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〔
最
近
の
女
性
集
会
に
想
う
〕

十
一
月
は
日
本
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
た
ち

の
集
会
が
花
盛
り
だ
っ
た
。

-
国
立
婦
人
教
育
会
館
は
設
立
二
十
周
年
を
記
念

し
て
、
十
四
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
世
界
各
地

か
ら
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ュ

l
ム
を

開
催
し
た
。
開
会
式
に
は
森
田
健
作
文
部
政
務
次

官
が
来
賓
と
し
て
臨
席
さ
れ
、
会
館
事
業
に
縁
の

下
の
力
持
ち
の
役
割
に
徹
し
た
国
立
婦
人
教
育
会

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
表
彰
さ
れ
た
。

N
H
K
の

ニ
ュ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
要
望

と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
日
本
の

女
性
情
報
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
信
し
て
ほ
し
い

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

。
十
四
日
と
十
五
日
、
女
性
問
題
全
国
都
市
会
議

が
松
戸
市
森
の
ホ

l
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
松
戸
市

内
の
団
体
を
総
動
員
し
た
ほ
か
、
都
市
の
女
性
問

題
関
係
者
が
参
加
し
た
。
名
取
は
に
わ
総
理
府
男

女
共
同
参
画
室
長
の
基
調
講
演
は
隠
し
玉
で
、
人

寄
せ
に
は
イ

l
デ
ス
・
ハ
ン
ソ
ン
さ
ん
、
向
井
字

宙
飛
行
士
の
お
つ
れ
あ
い
、
司
会
に

N
H
K
の
小

宮
山
洋
子
さ
ん
、
と
い
う
苦
心
の
企
画
と
は
主
催

者
の
弁
で
あ
っ
た
。

A
V
東
京
ウ
イ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
で
は
、
十
五
日
に
国

際
婦
人
の
地
位
協
会
設
立
十
周
年
記
念
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ュ

l
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
最
初
に
会
長
の
赤

松
良
子
さ
ん
が
私
財
一
千
万
円
を
投
じ
て
創
設
さ

れ
た
、
赤
松
良
子
賞
の
第
一
回
受
賞
者
の
授
賞
式

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
名
誉
あ
る
第
一
回
受
賞
者
は

国
連
N
G
O
国
内
婦
人
委
員
会
委
員
長
の
中
村
道

子
さ
ん
。
女
子
差
別
撤
廃
条
約
の
審
議
に
政
府
代

表
と
し
て
直
接
加
わ
り
、
条
約
の
翻
訳
を
し
て
日

本
に
伝
え
、
そ
の
批
准
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
。

自
然
科
学
の
猿
橋
勝
子
賞
に
十
八
年
遅
れ
た
と

は
い
え
、
社
会
科
学
の
赤
松
良
子
賞
の
設
立
は
記

念
す
べ
き
事
と
思
う
。
今
後
は
若
い
女
性
を
励
ま

し
力
を
貸
す
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
作
り
が
期
待
さ
れ

る
。
人
材
の
育
成
に
は
二
十
年
の
ス
パ
ン
が
必
要

と
の
こ
と
で
、
大
学
の
政
治
学
科
の
学
生
を
励
ま

し
、
訓
練
し
、
資
金
援
助
を
つ
づ
け
る
ア
メ
リ
カ

の
エ
ミ
リ
l
ズ
リ
ス
ト
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
、

日
本
で
も
必
要
だ
。

地
盤
・
看
板
・
カ
バ
ン
と
い
わ
れ
る
日
本
の
選

挙
風
土
で
は
女
性
は
出
た
く
て
も
出
ら
れ
な
い
。

そ
う
い
う
風
土
を
変
え
、
人
材
の
育
成
シ
ス
テ
ム

作
り
に
着
手
す
べ
き
時
で
あ
る
。

-
労
働
省
で
は
、
田
町
の
国
鉄
跡
地
に
「
女
性
の

歴
史
と
未
来
館
(
仮
名
)
」
を
財
団
法
人
婦
人
少
年

協
会
に
託
し
て
準
備
中
で
あ
る
。
歴
史
と
未
来
の

聞
の
現
在
が
欠
落
し
て
い
る
の
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
だ
が
、
準
備
段
階
の
今
か
ら
広
く
意
見
を
聞
い

て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
特
に
女
性
の
労
働
条
件

は
き
び
し
い
う
え
、
生
涯
賃
金
も
男
性
の
半
分
と

い
う
こ
と
を
考
え
、
現
状
打
破
か
ら
話
は
始
め
た

い
も
の
で
あ
る
。

A
V
こ
の
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
会
議
を
わ
た
り
歩
き
、

実
際
に
は
な
に
も
実
行
で
き
な
い
人
た
ち
を
称
し

て
「
ア
パ
ン
セ
族
」
と
い
う
ら
し
い
。

公
開
さ
れ
た
男
女
共
同
参
画
審
議
会
で
知
っ
た
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情
報
を
も
と
に
、
総
理
府
男
女
共
同
参
両
室
の
存

亡
を
か
け
た
行
革
の
進
行
に
危
機
感
を
お
ぼ
え
、

諸
外
国
の
実
情
を
も
勘
案
し
、
「
平
成
十
年
男
女
共

同
参
画
室
の
予
算
の
増
額
、
権
限
の
拡
大
、
及
び

定
員
の
増
加
に
関
す
る
請
願
」
を
企
画
し
た
。
屯

田
温
子
氏
、
角
田
由
紀
子
氏
、
船
橋
邦
子
氏
に
詞

願
者
代
表
を
お
願
い
し
、
署
名
運
動
を
展
開
し
た

と
こ
ろ
一
万
人
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、

総
理
府
の
訪
問
受
付
に
託
し
た
。
集
会
ご
と
に
宜

伝
し
、
署
名
を
集
め
て
下
さ
っ
た
船
橋
さ
ん
は
じ

め
、
ご
協
力
頂
い
た
方
々
に
紙
面
を
お
借
り
し
て

お
礼
申
し
上
げ
る
。
(
松
戸
市
野
村
三
枝
子
)

〔
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
々
に
支
媛
を
!
〕

現
在
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
メ
ト
ロ
マ
ニ
ラ
地
域
の

ロ
ン
ゴ
ス
、
レ
ト
レ
、
ト
ュ
ガ
ト
ッ
ク
川
地
域
の

三
つ
の
小
川
地
域
で
、
住
居
破
壊
・
強
制
立
ち
退

き
が
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
人
び
と
は
八
千
世
帯
に
も

の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
住
居
破
壊
・
強
制
立
ち
退
き

は
十
二
月
十
九
日
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
驚
い
た
こ
と
に
、
そ
の
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

と
市
の
役
人
が
会
合
を
聞
き
こ
の
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
の
は
、
つ
い
先
日
の
十
一
月
二
十
六
日

だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
三
つ
の
小
川
は
こ
の
町
の
洪
水
防
御
計
画

地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
、
今
年
の
七
月
二
十

二
日
に
、
そ
の
地
域
の
技
術
者
が
パ
ラ
ボ
ン
市
の

市
長
、
ア
マ
ド
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
シ
オ
に
伝
え
た
こ

と
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
住
民
側
の
調
査
で
わ
か
り
ま

し
た
。
市
長
は
こ
れ
を
秘
密
に
し
、
住
人
に
知
ら

せ
る
こ
と
な
く
住
居
破
壊
の
同
意
世
に
署
名
し
た

の
で
す
。

日
本
政
府
が
七
百
億
ぺ
ソ
も
の
資
金
を
出
し
て

J
I
C
A
(日
本
国
際
協
力
事
業
団
)
に
こ
の
開

発
計
画
で
や
ら
せ
て
い
る
こ
と
は
、
住
居
破
壊
と

住
民
の
一
初
で
し
た
。
住
民
は
追
い
出
さ
れ
た
後

に
住
む
場
所
さ
え
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
い
け
ば
、
外
国
支
援
型
ラ
モ
ス
政
府

は
二
万
世
間
W
の
人
び
と
を
強
制
的
に
立
ち
退
か
せ

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

日
本
政
府
が
開
発
と
い
う
名
の
も
と
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
人
び
と
の
人
権
を
踏
み
に
じ
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
日
本
に
住
む
一
般
人
で
あ
る
私
た
ち
は

少
し
で
も
心
か
ら
の
支
援
の
戸
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

民
衆
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
た

た
か
い
思
い
が
届
き
ま
す
よ
う
に
、
支
援
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
住
居
破
媛
、
強
制
立
ち
退
き
の

前
後
に
必
要
な
資
金
援
助
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
送
金
先
は
郵
便
振
替
で
K
A
M
P
-
1
4

1
1
0
|
6
1
8
1
7
9
5
1
1

で
す
。

サ
ン
デ
ィ
・
サ
カ
モ
ト
)
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(
大
阪

長
橋
之
男
さ
ん
を
悼
む

長
橋
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
と
聞
い
て
、
私
は
絶

句
し
た
。
お
詣
り
に
う
か
が
は
な
く
て
は
、
と
思

い
な
が
ら
、
足
が
動
か
な
か
っ
た
。

長
橋
さ
ん
は
、
も
う
十
年
近
く
が
ん
を
思
っ
て

お
ら
れ
た
。
最
近
手
術
を
な
さ
っ
た
時
は
、
そ
の

後
の
ご
衰
弱
に
た
だ
う
ろ
た
え
、
か
ね
て
お
約
束

し
て
い
た
民
話
の
本
を
急
い
で
出
し
た
。
中
央
郵

便
局
の
外
国
郵
便
課
に
勤
め
て
お
ら
れ
た
長
橋
さ

ん
は
、
作
家
(
美
森
成
生
さ
ん
)
だ
っ
た
。
そ
の

作
品
『
菜
の
花
と
雷
さ
ま
』
の
編
集
を
お
手
伝
い

し
て
か
ら
、
そ
の
後
の
作
品
も
B
O
C
で
出
版
し

ま
す
、
と
お
約
束
し
て
い
た
。
お
預
か
り
し
た
民



話
は
、
四
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

ユ
ニ
ー
ク
な
絵
が
完
成
し
、
も
う
ひ
と
息
で
す
て

き
な
本
に
な
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
た
。
そ
れ
が

完
成
し
な
か
っ
た
の
は
、
私
の
真
心
が
足
り
な

か
っ
た
か
ら
ー
そ
の
一
言
に
尽
き
る
。
ど
ん
な
に

お
詰
び
し
て
も
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

私
の
周
辺
の
者
が
次
々
に
長
橋
さ
ん
と
同
じ
病

気
に
な
り
、
私
自
身
も
病
ん
だ
。
親
し
い
人
び
と

が
「
が
ん
」
と
わ
か
っ
た
時
に
は
動
転
し
た
が
、

自
分
が
が
ん
に
な
っ
て
か
ら
、
私
は
妙
に
落
ち
着

い
た
。
が
ん
に
か
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
ん

な
に
早
く
死
ぬ
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
思
い
込

み
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。
同
時
に
、

生
き
て
い
る
う
ち
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
次
々
に
押
し
寄
せ
て
、
そ
う
で
な
く
と
も
忙
し

か
っ
た
私
に
、
真
っ
白
な
時
間
は
ほ
と
ん
ど
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
や
さ
し
い
長
橋
さ
ん
は
そ
ん

な
事
情
を
察
し
て
、
二
=
口
も
督
促
を
な
さ
ら
な

か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
亡
く
な
ら
れ
て
初
め
て
長

橋
さ
ん
の
や
さ
し
さ
が
身
に
泌
み
る
。

長
橋
さ
ん
に
出
会
っ
た
の
は
、
〈
B
O
C〉
の
事

務
所
を
聞
い
て
ま
も
な
く
だ
っ
た
。

B
O
C
で
は

婦
人
問
題
懇
話
会
や
テ
ア
ト
ロ
の
研
究
会
を
毎
月

聞
い
た
。
長
橋
さ
ん
は
テ
ア
ト
ロ
の
同
人
で
、
注

目
の
戯
曲
作
家
だ
と
紹
介
さ
れ
た
が
、
い
つ
も

黙
々
と
静
か
で
、
作
家
の
持
つ
華
や
か
な
雰
囲
気

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
お
話
は
軽
妙
で
ユ
ー
モ
ア

に
あ
ふ
れ
で
い
て
、
し
か
も
味
が
あ
っ
た
。
俳
優

の
宇
野
重
吉
さ
ん
に
似
た
方
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

『
あ
ご
ら
』
が
出
る
と
す
ぐ
会
員
に
な
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。
〈
あ
ご
ら
〉
は
、
初
め
か
ら
「
男
女
共
同

参
画
」
を
掲
げ
て
い
て
、
男
性
を
拒
ん
だ
こ
と
は

な
い
が
、
な
ぜ
か
全
会
員
の
一
・
五
%
し
か
男
性

は
い
な
い
。
そ
の
貴
重
な
一
人
を
失
っ
た
。

こ
と
し
〈
あ
ご
ら
〉
は
、
ほ
ん
と
う
に
大
切
な

会
員
を
五
人
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
伊
東
す
み
子

さ
ん
、
白
井
博
子
さ
ん
、
長
橋
之
男
さ
ん
、
鶴
間

史
子
さ
ん
。
そ
し
て
〈
あ
ご
ら
〉
創
刊
以
来
、
親

の
よ
う
な
愛
情
を
注
ぎ
続
け
て
下
さ
っ
た
九
十
六

歳
の
竹
内
富
さ
ん
も
旅
立
た
れ
た
。
去
年
は
長
野

土
石
流
事
故
の
三
老
女
を
偲
ん
で
耐
火
に
服
し
た

が
、
こ
と
し
は
こ
の
方
々
を
お
偲
び
し
て
、
や
は

り
お
屠
蘇
も
お
餅
も
の
ど
に
は
通
る
ま
い
、
と

思

っ

て

い

る

。

(

斎

藤

千

代

)

* 

B
O
C
の
会
員
登
録
を
再
開

あ
ご
ら
の
出
発
点
〈
B
O
C〉
は
、
一
九
六

O

年
、
女
性
の
「
創
造
力
」
を
社
会
に
造
り
だ
す
こ

と
を
目
指
し
て
起
業
、
六
四
年
に
法
人
化
、
株
式

会
社
B
O
C
(創
造
力
の
銀
行
H
パ
ン
ク
・
オ
プ
・

ク
リ
エ
テ
ィ
ピ
テ
イ
)
と
し
て
、
「
花
を
咲
か
せ
る

よ
り
も
ま
ず
根
を
張
る
こ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

四
十
年
近
く
基
礎
づ
く
り
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
経
済
的
に
も
一
応
安
定
、
人
脈
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
出
来
ま
し
た
の
で
、
し
ば
ら
く
中
止
し
て
い

た
「
会
員
登
録
」
を
再
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

あ
な
た
の
「
創
造
力
」
(
事
務
・
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
・

経
理
・
ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
・
翻
訳
・
出
版
・

営
業
等
、
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
、

「
買
物
上
手
」
「
お
と
し
よ
り
の
話
し
相
手
」
等
々

ま
で
何
で
も
)
を
ど
う
ぞ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。
ご

希
望
の
方
は
、
ハ
ガ
キ
で
お
申
込
を
。
規
約
と
登

録
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

毎
月
一
定
額
以
上
の
活
動
を
な
さ
る
方
に
は
、

健
康
保
険
、
年
金
、
そ
の
他
の
社
会
保
険
を
お
つ

け
し
ま
す
。
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〈

B
O
C
V
の
社
債
を
買
っ
て
く
だ
さ
い

金
融
界
の
不
祥
事
が
続
々
発
覚
、
銀
行
に
も
郵

便
局
に
も
、
お
金
を
預
け
た
く
な
い
と
い
う
戸
も
、

よ
く
き
き
ま
す
。

創
業
四
十
年
を
ひ
か
え
、
〈
B
O
C
〉
で
は
い
ま
、

長
年
の
借
ピ
ル
住
ま
い
を
改
め
事
務
所
を
建
て
る

計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

社
債
を
お
買
上
げ
頂
き
ま
す
と
、
た
い
へ
ん
助

か
り
ま
す
。
あ
な
た
の
抗
置
な
財
産
も
、
良
心
的

な
女
性
企
業
を
助
け
る
こ
と
に
役
立
ち
ま
す
。
ご

支
援
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

額
面
は
十
万
円
単
位
。
何
口
で
も
結
梢
で
す
。

二
年
問
、
元
本
保
証
で
、
金
利
は
年
一
・
五
%
で

す。

*
 

〈

Bocv
の
支
社
長
候
補
を
募
集
中

〈
B
O
C
〉
で
は
、
い
ま
全
国
規
模
で
取
材
活
動

等
を
し
て
い
ま
す
。
仙
台
・
新
潟
・
名
古
国
・
大

阪
・
沖
縄
等
で
は
、
支
社
準
備
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
人
物
や
イ
ベ
ン
ト
の
取
材
を
し
た
り
、
地

域
で
B
O
C
に
登
録
し
た
方
を
ま
と
め
る
方
、
簡

単
な
職
歴
を
習
い
て
、
ご
述
絡
下
さ
い
。

(
〈
あ
ご
ら
〉
の
会
日
に
限
り
ま
す
)

* 

〈

Bocv
で
編
集
者
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
募
集
中

編
集
者
と
し
て
働
き
た
い
方
。
い
ま
〈
B
O
C
〉

で
イ
ン
タ
ー
ン
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
現
在
学

生
の
方
も
可
。
「
あ
ご
ら
二
世
」
は
、
と
く
に
飲
迎

し
ま
す
。
ご
都
合
の
つ
く
時
間
に
出
勤
、
有
給
で

す。

* 

『
あ
ご
ら
』
の
編
集
者
を
募
集
し
ま
す

来
月
か
ら
各
項
目
の
担
当
者
を
、
会
H
H
の
中
か

ら
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
巻
国
言
、
母

を
語
る
、
意
見
異
見
、
沖
縄
か
ら
、
阪
神
か
ら
、

集
会
か
ら
、

T
O
P
I
C
S、
気
に
な
る
英
語
、

女
(
め
)
じ
ゃ
!
な
り
す
と
の
め
、
あ
ご
ら
の
あ

ご
ら
等
々
、
何
か
一
つ
以
上
担
当
し
て
下
さ
る
か

た
、
ご
述
絡
く
だ
さ
い
。
〈
あ
ご
ら
〉
は
全
部
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
迎
岱
し
て
い
ま
す
の
で
、
謝
金
は
出

ま
せ
ん
が
、
通
信
仰
H

等
、
実
印
は
お
払
い
し
ま
す
。

ま
た
年
会
貨
を
免
除
し
ま
す
。
新
し
い
項
目
の
ご

提
案
も
大
歓
迎
!
F
A
X
ま
た
は
E
メ
1
ル
を

お
持
ち
で
し
た
ら
、
地
方
の
方
で
も
紡
梢
で
す
。

〔
お
わ
び
〕・233号
「
立
凡
・
奥
見
」
の
「
歴
史
認
識
と

心
副
学
」
で
間
違
い
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
詫
び

の
う
え
、
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
著
者
の
玄
智

文
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
、
紙
面

を
借
り
て
お
詑
び
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
3
行
目
〉
「
精
神
病
質
者
で
あ
り
:
:
:
抱
え
て
い

る
」
の
鎚
カ
ッ
コ
を
と
る

〈
5
・
日
行
目
〉
「
論
理
」
を
「
倫
理
」
に

〈
六
行
目
〉
(
詳
し
く
は
:
:
:
さ
れ
た
い
)
の
カ
ツ

コ
を
と
る

〈
U
行
目
〉
「
愛
し
て
い
る
」
の
鍵
カ
ツ
コ
を
と
る

〈
担
行
目
〉
「
天
皇
に
も
:
:
:
じ
ゃ
な
い
か
」
の
鍵

カ
ッ
コ
を
と
る
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〔
編
集
後
記
〕

.
ま
た
ま
た
遅
れ
が
出
て
し
ま
い
ま
し
て
、
た
い

へ
ん
巾
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
北
京
会
議
の
調
査

は、

N
G
O
の
調
査
も
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
の

で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
事
務
局
に
ご
一

報

を

お

願

い

し

ま

す

。

(

礼

)



新
沖
縄
フ
ォ
ー
ラ
ム

け

l
し
風

特
集

I

検
証
・
独
立
論

〈
座
談
会
〉
新
川
明
・
新
崎
盛
障
・
屋
嘉
比

〔
司
会
〕
岡
本
恵
徳

特
集

E

海
上
ヘ
リ
基
地
は
い
ら
な
い

「
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
」
と
は
何
か
(
亀
山
統
一
〉

〈
座
談
会
〉
い
の
ち
を
守
る
女
た
ち
l

(
宮
城
清
子
/
許
田
節
子
/

金
城
美
恵
子
/
当
山
佐
代
子
/
聞
き
手
・
浦
島
悦
子
)

特
集

E

全
県
F
T
Z
構
想
を
め
ぐ
っ
て

(
反
対
意
見
)
金
域
睦
/
土
田
武
信

(
賛
成
意
見
)
内
海
正
三
/
大
域
昌
敏

-
シ
マ
だ
よ
り
・
北
の
風
・
南
の
風
門
別
徳
司
・
裕
司
・
孝
司

高
良
勉
/
上
原
成
信
・
論
点
仲
地
博
/
新
崎
盛
障
/
岡
本
恵
徳

屋
嘉
比
収
・
ひ
と
玉
城
珠
恵
さ
ん
(
新
崎
恵
子
)
・
ひ
ろ
ば
黄
金

森
劇
団
(
新
垣
敏
)
・
南
風
原
文
化
セ
ン
タ
ー
理
信
平
良
次
子

会
員
・
読
者
の
声
佐
喜
員
美
荷
館
だ
よ
り

沖
縄
こ
の
=
ヲ
月

-
定
期
購
読
の
申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
か
F
A
X
で
お
廠
い
い
た
し
ま
す
。

定
期
購
読
者
は
一
年
間
四
号
分
(
二
千
円
)
ま
た
は
二
年
間
八
号
分

(
四
千
円
)
を
郵
便
振
替

(
0
2
0
6
0
1
0
1
9
0
2
7
)
で
送

金
し
て
く
だ
さ
い
。
*
パ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
あ
り
。

新
沖
縄
フ
ォ
ー
ラ
ム
刊
行
会
議

一Tm
那
覇
市
国
場
五
五
五
番
地
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
気
付

T
E
L
/
F
A
X
(究
。
八
三
三
l

一
五
七
八

第
十
七
号
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